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場処 との研究は釧時国I'l~)予tt日木川本j木村で、行われた。その場処の，/ft1 IJJは必要に応じて，

それそ'~Lの召'ilこおいてとれを説明するつ

期間1l{4平11 27 1,1', 7 n 10 fi から 7 )j 20 f{の 11 11111]で、あって，との!日lil\j rllの bD 所に

おける霧の現象記事は火のとおりである。

7 月 12 日 @O 7h30ー@1 8h25ー②。 10hOO 三。 llhOO-14h30. 三。 21h50一三 1 22h40 頃一

7 月 13 日

7 月 14 日

7 月 15 日

一三1一三。未明 -6h30. 三。 20h45一三 1 22h30ー@O 13hoコー@1 14h25-@o 14h45 
ー17h∞. (" 11 h07 (3 秒位)

l 一三1_=0 Oh40-3h25. =3 llh45-=o 12hOO-14h50. 三。 17h45ー 18h30一三3
19hOO一三4 19h15一三。 19h20-22hOO. 三。22h50 ー

三。 三 1 lh14 三金 2h30 三 5 3hl0 三 14h20 三δ6h30-=3 6h15一三2 6h48 一
三 1 8h20-8h45. 

7 月 16 日 =0 18h15ー 18h45. @O 22h40 

7 月 17 日 ー@。一未明 =0 8h50-9h20. 

7 月 13 日

7 月 19 日

三。未明 I0h40. 三。 21hl4一三 121 h25一三 o 22h03-23hIO. 三。 23h40ー

一三 u一三4 2h15 三 5 2h46 三4 3h36-=1 4h09-8hOo. =0 16h35 三3 17hOO-
1 三2 17h30 三4 17h50-ー三，; 18hlO 三岳 19h17 三 5 20hOO 三320hI3-21h20.

研究方法または考え方: との研究は失に説明するそれぞれの段階にわけでとれを行った。

太旧村本村の風のノj、気候的制杢。 とれは)J!ilと霧とは互いに密接な関連を有するものである

が， ).T.\または霧がその絶えざる影響を環境のI諸事象に残すもののうち樹木の形態等に比較的明

瞭に示されるものが風の方において優れているように一応考えられる。それで防霧・防風林の

効果をみるために，既存の各部:樹列防風林・造林i也の林縁木・屋敷林・孤立木等の樹木につき
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単=木;{本1ド4ごと tに亡 J各子μ1地也U叫"人，'，1/，

矩具則!月Jnn川1日]の}凪瓜且瓜lに関するi判訓仰洲Jl川川II川1I芯5定とを行い F 同 )í川1可可j耳í'にあお‘ける京湯五季白邸jの E風E札Lの実態を;記i記己録して， これらを総括し

て太 ril村の夙に関するノj、気 ft)~'d).!ð査結県を求めた。

太川村における防52林の前後または内外における気象観ìllll;iYð査一防与14保安林の近接効栄一

とれは前引では収誌の現象が現実の JI予にjJとされたものから風に関する実態を帰納するととが

主日Hで、あるのに対して p 短期j川ではあるが現実にJtJJI l\ 1 1J Iの関係11任要素につき観測を行い，しか

もとのぷ111村木村で由主も q"l'異な:({-:{r:_で、ある特定の現実防諜保安林についてその関係を求めたも

のであって， ïJÍi引で、木川村の一本付金城にわたり全枇的な風についてJIÎ(..J茂ったのに対し，これは

さらに対象を防孫林に J"JI!l~してしかも観測要素として風のほかに気品[・得水量その他を加え前

干すの場合より精度のず;J い方法で‘観illlJ したととに特徴があると I ， ~II~;IC ， i克然とした防孫林の実態

とし℃の広大で、イゆWIJな森林につき蒜林の大いさ p または単純に/汚えた林分の構成による I告の

影響あるいは林内外の変化を観測せーんとしたとと等に4‘I徴があるものとιlわれる。

とれまでに注べたととろでは防議林研究の対象たる森林が広大なる区l}!bJ，らさらに小区岐に

限定され，または雑{~{~， 'll� ，J.~i.的なものからやや団地(I'~なものに h'JIU~ されてきたが，しかしとれ

とてもなお森林の椛出は複雑で， ij lf気象要素ーのì)1IJ定的処と対)!{tせしめるには多くの不規JllJ性を

有し，とれら相互関係の検討に非常な囚期性があるのでとの関係については-応のJ克明はでき

℃も理論的な併IlJjにまで発展させるととはず{.})，でない。それで火は森林のれ11 ぜよもやや簡単で，

林形からみても林司?としての形状が此たれ，かっそれに作う地I1ヨも間観して王子fllに J[i: くかっ地

域もきわめて狭少で、ある固有防l!li\保安林を対裂としてその ï1計受の瓜・気温・霧水量・定 r[1塩分

量等の観i)1lj， ìJ!iJÃ~を行い p またさら l亡制度のず;)い方訟で、林内外のJ!lil:iiliの垂直分1ij~与を日吋査し，

それらの帝/r~~を林帯の影響と結びつけて;J11li]:Uの関係、を多少でも lリj献に決定しようとしたので、

ある。すなわち防風林の近接効県というユ11 日を探Jl J した。

要するに，本十lH号は弐の部分から成 1) たつものといえる。すなわちそのーは p 森林または林

叢の分布と風耐との関係であり，とれは l以北HlLJ.-: rn .jc'J・における風のノト気候IC関する調査という

項目でとれを論じ，他は保安j本として設定せられてある防風林と防22林のJ!lit または霧i乙対する

影響であって F とれを!以沖Ai[l太川村における防霧・防瓜林の効瓜l乙関する研究なる!起 1-1 のもと

に述べp ともに森林の風または議iこ対する遮断その他の効果，いわゆる近接効果の程度を結論

したものでるる。

なお本報告Aについて，第 I 章 厚岸郡太田村における，@i.\の小気候に関する調査!主主として三

島がそのとりまとめをおとない p 第 I 草ーの防霧保安林内外の気象については増!日がp また第 E

章の防j武保安林前後の風速・霧水量および塩分量については石川がそのとりまとめにあたっ

た。
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厚岸郡太田村における風の小気候に関する調査第 I 章

とれは伯l寺の北海道林菜試太lFl村本村に近く位世する現在の厚岸林務者可制の気象観測l点 p

ととの既岱約四年1H1の統計値(第 1 表)は太川本村を験場附属森林気象観iWJ所であったが，

と ~Uとよる合む広い地域としての当地方の風に関する一般を示すものというととができょう。

またと 12 月より翌年 2 Jj にかけては北寄りの風が多く，特i乙北西の風が最も多く観i!lIJ されp

とれは当地方の季節風の方向とほぼ4 月から 10 )'J に至る夏季IHJは市寄り特に南西の風が多いむ

もちろんとれは両また多分10也形により変異しているととでもあろう。一致するのであるが，

季節の主風向であって p 両季節ともにその他の風向も観測されているととはいうまでもない。

3hl， ll J1はとれら両季節風の転J知明で，風向も市・北両方向の頻度がそれぞれに接近した

数字を示している。

風力に関しては 1 月および 2nに比較的弱い風が吹き，風向の転換期で、ある 3 月および11 Jj 

また夏季当地方が濃霧の襲来をうける季節は]武力が最も弱い。は比較的強(10月は最も強い。

(統計年度風向と頻度(%) 昭 13.1 昭 22.XII) イ.第 1 表
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とれから風の強弱・方向をJ生式図的に示すと火のようになる。

厚岸の風

I l[ m IV V \,[ 可H ¥llI JX X Xl XII 月

N寄りの風 I!悶ト S 寄 り の 風 |叩 l 聞の風
1弱最弱 |最強|

比較的強風
比較的 風1 比較的弱風 1 日日風

かかる一般的友風に関する統計仇をもって1三川村特i亡本村台地上の局地風を律するととは泊

切を欠くともいえる。とくに観ìlliJ方法が異なる i:)J介において当然紡県において村!泣がで、るとと

であろうが，しかし大同を示すものとしては参考ーになるのでとれらを厚岸の風として掲げたの

で， オくに木川村のJtとして友川村木村台地上の風のノト気候について叙速をすすめる。

なお，木市M杢の現地観ì)ll]1乙関しては増川技1~・その他の助力をf'Jた。ことに感謝の立を去する。

S 1. 調査地域の地形・地勢・林相

太川村l土s7JIIß'各国支庁の管車:ifに属し， J，1~宝支庁管'1守区域との境界にN:世しf己幌川・辺装部1J二川

の流域一帯のやjで、あるがp との制査を行った区域はキ;村といわれている 7~8km~ のだいたい

方形の地で、:J.(川村のlfjdlIiにある (~H 図)。

も噌..，

第 1 図太田村本村位置図

木村は海抜高約 80m の介地で，台地上は

ほとんど王子担であるが，その市北;iぱ断崖状を

してi'f!J:r~~flfil三地l乙臨んでいるが， との断ìiι缶

~\:Hi'rîを合み介地_I-.に，広葉樹を七とし部分的

にカラマツの人工十，i[栽林を1'1ぞう不服Jlリな形の

森林ー併が防議保安林として;文定さ AL，また

台地上内陸方[i'rÎには縦t!~1亡国有防J!liU~~安林が

あって，いやれも広:葉樹林でありナラ，カン

パ等が主なるものである。なお林j~とも称す

べきイ己記がとの台地j二に多く，すなわち小耐

主主の法林地，耕地や牧草地の周囲，土地の所有境界線上の樹列的中，([栽林，屋敷林寺がその主体

をなすもので枯jf.主はほとんどカラマツである。

S 2. 調査の方法

太田村木村における防薬保安林の周辺から固有防風保安林の間近および採草地・耕地・未問

地状の筒処または宅地等るらゆる地点に観測点を設け， 10 台の森式自記簡易風向風速つ十4) 5) I こ

より各点の観Ü!IJを行い}Æ.jc;1-j'器を移動して叙上全地域 .[:tの任立の 52 点の風向・風速の観測を

経了した(第2 図)。 また同時に他の目的のために行った他の谷地点で、の観ìlliJfúL 例えば携帯
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第 2 図 森式自記風向風力計による観測位置図

図中の斜線による濃淡は森林の密度を示す

月1 自記風信裕によるj且.\. [1'1] , ロビンゾン風力三!による風速度等の観測Ifn'rをも利JIJ した場合もあ

る。一方太川村木村全域において活林地の林縁木，耕地や牧草地その他 I二地所有の境界i乙沿っ

ている樹列航栽林，屋敷林，支庁設定の母樹林(樹列植栽)その他のカラマツについて P その

樹高を m 単位で単t，'[以下 1 位まで，また胸高也径は地上高1.3m のiJllj点でその円周から計算

して cm 単位p 単位以ド 1 位まで求め， m 単位の樹高を cm 単位の目白j高直径で、制った商(小

数点以下2 位まで)をもって，樹木の風筒形態を主として風力の点にあ・いて示すものめとし，

また叙上のカラマツの樹桁がいわゆる風に陛いてf，'i1).ëしている方向またはH:条の治生が)]i.U:V，こ

貧弱で風 Fに優勢で、ある関係等は，樹木の風何形態を主として風向の点において示すものりと

しかかる方向をクリノメーターで測定したもので，前-X-については約 550 本，後者について

は 300 本から資料を得た。

S 3. 調査の結果

森式風向風力計による観測値について

森式風向風力計ーによる観iJll!fJl'Iを列認すれば失の通りで，なおとれには根室および、忽11路ìWI快f斤

における同時刻のLli:.lり風辿および111:多風向をも掲記してみた。なお淵査期間中の関係ある気圧

配置図は附図 I の通りである。
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第 2 表観測期間中の森式風向風力計による観羽Ij債ならびに同時実Ijの

根室. ~)I!路両測候所におけーる風向と風力

審理興財l|側点1 No. 2 I No. 31 No. 41…N06lN07|NOB!N091NDloiNOll|罰候割論
2~ 同向!ENE I -1 -1 -1 N 1 NNE IWNW I NNE I -I N州諸|景色

I i7.13Lー |I I I NE I S 
J(17h問 lo i -1-I --1 ~ 11.1 I 1.1 2.0 i - 1 1. 4 1 持(曜
勺内;観測点lNα2 j N仏 3i Nα 4: No. 51 No. 61 No. 7 N仏 81No. 91No. 1料 111 根測 l 釧|浪Ij

n 1(1~;': I風向卜 1 -I -1 -i - 1 NE 1 NE I E 1 -1 ENE1 NE I三

J[ 

[一18市E|-l-|-l- 卜 1 2.4! 3.0 2.0 卜[ 1. 511. 52 1 ぬ
i7.13~ :観測点IN仏 21 No. 31 No. 5! No. 6 i No. 71 Nα8 No. 9 :No. 1州仏 lIINo. 12 : 根湯Ij : ~)II ìJ\1j 

7. 141風向INNE I -i - 1 -I -1 -I -I - 1 -1 -1 NNW 1 (~) 

(l吋咽 1.91- i -1-!← 1-1-1-[-1-1 1 川 l
_ 1観測点INα21No. 3 1 No. 51 N仏 61 N0.71 N仏 8|N0・ 91No・ 1仇 lllNO121 根測 I !WII測

百|〆 :;141風向I SSE , - S 1 S i SSE 1 SSE! S 1 訓: S I SSE: SE 1 S 

…ゐ) I鴨i 2.01-12.512.412.012.512.312.5[2.012.712.1112.41 
- 観測点INo.2IN仏 l仇 l仲 l仇 l件 l机 l山叩0・判仏 21 1 根羽11al|測

v I ，.~: 1~ I風向 S I SE 1 S I SSE i S I SSE I SSE 1 SSE 1 SE SE I ESE I S 

、判明1.3 [ 2.01 1.511.0. 1.5[1.2 i 1.3[1.5: 1.011.4 I 4.26 : 3.24 

7.15~ 1観測点1 No. 21No. 131No. 1仇 15~No. 1仇 l料 I料 l料 2料 21 1 捌 1 凬r}ll�llJ 

v1 1 7.16風向I-!NNE i NE N I NNE i NNE I NE 1 NNE I NNE 1 NE 1 NNE 
i( 1判官 2.0 1 2.51 2.0 I 2.51 1.81 2.61 2.0 I 2.61 2.71 

』 観測点1 No. 21No. 1料 l仇 l恥 l仇 lが i仰 l料 20INO.21[ 根測 1 ~J1 1測

刊|， ;;lO|風向1 -1 NE 1 NE 1 NNE I N 1 NNE 1 NNE 1 NE I NNE 1 NE 1 NNE! S 
円高唱~II -1 2.5! 2.6: 3.0: 2.5 I 2.8 I 3.0 1 2.2 I 2.71 3.0 13.82[2.7 

四l

[7.16~ 同点I No. 21No. 131No. 1特 l料 l机 l巾 l仇 191No. 20lNo 斗根誤Ij I !WII測

7.17同向I NE 1 NE 1 NE INNWI N I NE INNE 1 -INNE 1 NE IENE I~~E， 

(IBh官~I 1.61 2.5 2.0 I 1. 5 1. 0 1 1. O! 1. 0 1 -1 1 

7.17~ 観測点防相仏 2ふ 251No.2仇 2料 2机羽。命。刊 |根測|釧測
以 7. 18 1風向I x' 1 x I SSE 1 SE I SE I SE I SSE 1 S I -I I ErgE I SSE 

1(判官! x 1 x I 1.61 2.0 I 2.31 2.21 2.211.81 -1 13.23 i ~ 
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観測|観測月日!観測点|N032hom。山仏判。 36 No. 37 No. 38 N仏州o.40No・ 42根室出11 路
番号|即時刻|附ぺ !J.,",V. VU  J."IV. V """T J.'1V. '-""[.I.'1v. VV  L 測候所測慨

7 1 R~ _ . 1 _ ____1 ____ _ ____ ____ ____ . _ ____ I _ ____ _ ____ 1 _ ____1 ~~ I ~亨
lvm風間W|SWlmswlswx 1 SSWI SSW i SSW: 出Wi 剛弁向

X 1(1主日風速度127i35I30136l20 x!25  25i27 35: 語|認S S 

lOh)i mis氏1 ~"' 1 v.v v.v v.v 1 ~.v ~ I 

7.20 町村いI\NO 一山川町。叩必lNa49Na501No 坦己11測
羽 1 ，ハ'-風向1 SW 1 SW SW SW WSW SSW WSW 1 ssw. SW ssw 1 sw i S 

IIIl Jr l 司、

18h)卜一-1 1 l l 

|間 3.3 i 3.5' 3.1 2.4 2.6 2.2. 2.0 3.0 I 3.5 3.619.16. 4.00 

とれらの観;WJ点における風向・風力を図上に示した一例は第 3 図のと沿りであるが，さらに

とれを市寄りの風と北寄りの風とに分け

て風向のみ図示すると第 4， 5 図のとた

りである。

すなわちとの期li\J r! lの風に関して1句寄

りのものと北寄りのものとに分けるとと

ができた。市寄りのj瓜か然らざれば北寄

りの./J\i.でるる。なおとのWJliIi 1\ 1の気圧配

世は附図のとたりである。

).(町村本村の各観測点で，またそれぞ

れの時刻で観ìU1J したものをいっしょにし

て，これをもって制IJ期I[\J 1[ 1の太川やj本

村の風向を代表せしめるととは結果にお

いて大休市寄りの風・北寄りの風と云っ

た限度のととをWH与する日l{: り，はなはだ

しいn日泣いはないととであろう。

7 )j 14 日(lOh~18h) ， 15 日(lOh~

18h) , 17~18 日(lOh~18h) ， 18~20 日

(l8h~10h) ， 20 日(lOh~18h) が市寄り

の風で，底夜の別で見ると!m.1土 6 日間 p

夜は 3 日間それぞ*1..1有寄りの風であり，

また 7 月 12~13 日(l7h~10h) ， 13 日

(lOh~18h) ， 13~14 日 (18h~10h) ， 15 

~16 日 (18h~10h) が北寄りの風で，

第 3 図-i{?森式自司風向風力計ーによる観測-{7n

(27.7.18.18h~27.7.20.10h) 

第 4 図 太田村における南寄りの風の風向
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第 5 図 太田村における北寄りの風の風向

がけμ'J~は 2 f� Ji \L 夜は 4 日 I!\Jそれぞれ北

寄りの風となった。なおとのWJ!!\Jは前半

において~ltA怒りの風Lの H が多く p 後!I斗乙

おいて市寄りの風が多かった。また概し

て夜(ととでは夕方から l仰にかけて)に

なって風向がl討に変って海霧の襲来を作

うというような顕著な事実lこはあわなか

った。)武力 i乙関しては市寄りの風の方が

強いようで、あった。恩夜の比iji交では恩1i\J

の方に強いJjftl をごみたのであった。すなわ

ちとの llJJll11 rltJ瓜のある日の 'F"U)をみると

市寄りのJ!lllで、は故多J!lll向の風速度 2.30 m/sec で， ..1ヒ寄りの風の場合1.79 m/sec となり p また

毘I!Uすなわち 10h~18h では 2. 31m/sec ， 夜1111すなわち 18h~10h では1. 75m/sec であった。

しかしてとれらの風向と比較対!!江するために，とのWJIiI1r1 t f剖児 f民間近の低湿地で海岸に Djj し

ている地点や，木fl仲j イ>:1"Jの台地上防援保安林のJ，t;J辺，およひ;'I ， ;J じく台地上を縦横に走ってい

る固有防風保安林の肝H止に設けられた観ìJliJ.\'i.における風frl]の観ìlliJ走行洪をあげると第 3 表のとむ

りで，とれはすでに並べたとむり別注な調査のうちに合まれている観ìJ!lJfJl'[をととに利川したも

のでるる c とれによると既越の風向をHf寄りと北寄りとに分けた引合に矛店ーするfýUl土記、められ

なかった。

第 3 表

イ. 太町村木村国有防風保安林の ロ. 太[日村木村国有防霧保安林の

林fitr，林後における最多風向 周辺における最多風向の一例

観測月日林の前15樹倍高点林の後l 叫樹音高点 I {商 考 観測月日[観測点|制ìl!lJ
No. 1 I No. 7 備 考

7問問|町酬酬 18ト 7月 12 日 I NE NE 

17 1 NNE INE (E) 13 ! NE NE 

18 I SE ! S 14|ssw S 

19 I SSE(Sll S 15 S S 

20 I SSW ! SSW 観測時間 lh~16h 16 NNE NNE 観測時間 Oh~ lOh 

ハ. 尾院橋附近の風向 ニ. 太田村木村国有防風保安林F付近の風向

|風向|
月 日 l 風向|月 日|風向 月 日 i 時 刻 l林市15倍の同側林帯10倍の北点側 備考

|点 i

7 月 15 日|7 月 12 日 l NE S 7 月 16 日 ~7 月 17 日 18h~ lOh I NNE NE 

13 NE NNE 
7 17 ~7 18 JOh~18h I SSE E 

7 18 ~7 20 18h~10h ! SSW S 
14 SSW 

7.20 l0h~ i2h , SW SSW 
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ただ 7 J1 17 日の 10h~18h の風向は収速のものでは市寄りであったが.防風保安林~f.J近の

観測しII~"では 24 n寺山のJは多風向では NNE および NE (E) -2 点ーで、るった。 しかし自記記

録から1O~18h のものを制べたら SE (SSE) および SSE ← 2l.i..ーであったので一般に市

寄りの風であるととにはH\J泣いはなかった。

太[1 1村木村の台地上を吹走する風を大111在市寄りのj武と北寄りの風とに分けてみたが，なおì'Í[

寄りの))li.~と云っても HJ 々西~Y.1i 々束の間のものが卓越し，また北寄りの風と云っても北々東~

北東の方向のものがJ:L越しているといっても~.~:っかえなさそうである。とれらの観測自立を伴た

時刻における根宝・ illjJr存i!llJ候所ーで観iIllJ された故多風辿はlt{ーに掲げられてあるが，とれによると

太[11 1'-1 の市寄りの胤は釧路の風と似ているし，北~hT りの瓜は根宝のJJl~ と似ているようである。

すなわち，いわゆる霧季節において太町村木村一地域で、はi'!i寄りの風に関しては主111路と，北寄り

の風に関しては根室と H様な風の気候関係を示すものと瓜われる。あるいはまたE右手五林に関し

ては釧路の風の方向，防風林に関しては根室のJ!~向を参考にするととがよいともいえるようで

ある。なおとの場合の llljJt各の風の千均風速度は 2.90 m/sec で，根室の}Jli~の :'1;'.ltJは 2.35mfsec

を示しやはりとの場介も市寄りの風の方が風力が大で、あるととがわかった。さらに木川村木村

の市寄りの風と北寄りの))li.~について方向の侃異についてみると，市寄りの風の方がこの侃r児.が

大きく北寄りのJ;Ji.~の場合小さいようで、あった。

しかしてよい i村オ寸:-] における防議長保安林は p その怖も広大で、あって，したがって林信として

の方向とてもそう判黙としたものでないがp 大休において北西一市東と西市西一東北東という

方向に分けられる。太川村木村はこれらの防接保安林の北方に接続して展開している地域が主

要なるもので、あるから，北寄りの風によってとの防議保安林からは防風の保護をうけないが，

市寄りの風(多くは出議を作うととであろう)に対しては時に防誘時に防風(強い市l当風に対

し)の効果をうけるととで3うろう。しかもとの同市西一東北東の防森保安林に対する也fíJに近

い方向に吹く風がこの lU lI I 'r] I乙多かったし，北目-Hi束の防与安保安林に対する山f{j また/土とれに

近い方向の瓜の刻皮も許可かったのでp との--;-:;，主:の防議保安林は少なくも方向としては有効なも

のであろうと考えられる。なお司固有防風保安林に関しては， 1リJI時なる林帯を形成ししかもその

方向が大体において北京一市西，北西一南東のlÜ角に交わる 2 方向に走っているから， I行凶の

風と北東の風とに対して遮断の効果をもっとと明らかでるって，土地の人々の言によるも，春の

北東の冷風は時i亡初夏の候までつづくととあり，しかるときは I~I作でありまたかかる場合，ずで

に連ぺた方向の防風林の効果は大きいはすコであるが，また扶になって北東の冷風が吹くととは

一般のととで、あって気混の急激な低下となり，作物に与える直接的な影響は少ないにしても，家

者保護その他の点から p との場合かかる冷風をjEぎる防風林の効果は一般に大きく評価されて

いる。なお太I司村木村ではJjl'lの方向が西の場合は一般に晴れで，市西方向の風の頻度が年を辺じ

て最も高し風向が南i亡型!'!る場合には夏では海霧の襲来となり p 秋では必十雨になるという。
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植物利用瑳境測定法による風観測について

さて p まえがきで、連ぺた ).-.:rn村木村・を合む広い地域としての厚岸の風と，とのたびの太田村

木村台地上の)g\lO)ノj、気 fli;:"，uM査として観測した太川村本村の風とを対照してみると，夏季の南寄

りの瓜の一般傾向のうちにも北東の風が出現するとともあれまた秋季の北寄りの風の卓越す

る場合にも木川村木村の風としては1N寄りの風の/1 1現がある(北海道開発局根釧防議林設定計

画調査嗣 45~115 頁， lIçj手1127 年 3 )1)ので，太川村本村の風i乙閲するノj、気候;û，q査としては p

岐に行った夏季・枕季のほかに春季におけるとのような観測が必裂であろうとJιわれる。それ

はともかくとして，今はかかる風の影響がとの地方の樹木の生長に示されたところをみて友旧

村本村の会I，Fの風の小気悦を推察してみたい。

かかる場合の風向は当然樹木の風倒11手j主によって推定されるものである。すなわち樹梢が風

に雌いて屈 1111 同定するとと，また風(-.と風下とで樹伎の仮り方が異なるとと等に観察の惚点を

おくのである。との樹十í'ìや佐t校の}.!Illに 11&いて但11!h同定する性質はとの地方ではカラマツに最も

特徴的に;忍められる。それはかかる推定には多数の資料を必要とするというととから，カラマ

ツのごとく多数， どとにも前栽せられているものを対象にするととがよいというばかりでな

く，樹積の比較だけをみてもカラマツが最も風筒形態を呈しやすいという特徴をもっているよ

うである。との点に関してはカシワも同様であって，一般に年倫形成において秋材率の多い樹

F主にとの傾向が沼、められるようである。

まえに述べたようにカラマツのおJ列防風林p 浩林地の林縁木或いは屋敷林p または土地所有

境界店Jil上の干Ir(栽木p 探311地や牧場に散点する孤立木等をなるべく各地方而に分布が一様になる

ように供試木の選定を行ったが，結局はかかる風筒の4伊|主を有すると汗とにかかわらす一応は

佼世的に条干1"にかなう林木の大部分について測定を行ったととになり，各地点ごとに1Jl1]定似を

集計したυ

形率

形率というのは樹高と胸高直径との比をいうととにする。樹高と!刷目白径との比 H:Dl.3 す

なわち Schlankheitsgrad をもってマツ簡の生育'11予を区別する 1 安来としたのは E. Münch 氏

であると K. Vanselow 氏の松の生育形の研究成粒=においてた!sべられてるるり。との JIヲ状比と

もいうべきものは枝炉ド自体を固定するうえの要求に基くととろの一定の合法性を有するもので

あって，たとえば樹冠の大，かっ強使であれために風を甚だしく遮断するような場合にはそ

の幹は激しく瓜の抵抗をうけるから樹j~~~は直径が大きく柏殺である。また樹冠細長で樹投も柔

軟であり p ために風を遮断するとと砂なき場合には樹幹も納長で Schlankheitsgrad は大きい

ものである。同一樹種においては風街の激しいととろは樹幹は梢殺であり Schlankheitsgrad

は小さく，風街の激しくないととろはとの反対でるり p いわゆる正常な樹幹の形をとる。しか

し実際においては風以外の多くの国子がととに影響を及ぼし，かかる関係を不明瞭にするとと
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もある。 なあ・古川博士はとの樹高に対する胸高山径の比を単に林木要素の 1 としてとりあげ

Dimensionsquotient 形率とよんでいるし1にまた著者もとれを)JJ いたことがある。(北方に

おけるトドマツ・エゾマツ混活天然林の生育状況，北海道林;4S試験場報告第 16 号，昭和122

年 1 月，その他)

太田村本村では 7~8km~ の面院の小さい，やや11斗立な台地上にあり p 土壌その他の立地的

要因は木村内各地点とも同似のものであって，風のf'TÜ幣の影響f士との場合ただ僅かに地形の小

変化と大部分は ;HI当別位ーの林木叢生の程度の相遣とに囚って各局地ごとの位同三または林木の

Schlankheitsgrad に示さるる結.;f~となるというように単純に考えると，逆に Schlankheitsｭ

grad の大いさからとの地域の風間関係，すなわちまた，瓜i乙関する小気候の 1 部をととに推

定できるものと忠われる。

いまとの Schlankheitsgrad というのを形率という語に置きかえる。そして形率が風間によ

る歪められたる生長を如実に示すととの例証をしてみたい。

太田村地方l土海岸の厚岸町民龍を去る π田1 の地点にあって，とのIlHは低ヂ湿地のヤチハン

ノキ林であり p 海岸から内陸にはいるにしたがい樹高生長のよいととが一目で知られるし，ま

た一方毘龍の IJI)では駅附近の丘陵の斜面にカラマツその他を植樹したものが海岸に商する斜面

および、とれに続く介地上で、最も明瞭に風簡をうけているが少しでも海岸からの距離が遠ざかる

にしたがい樹向がや1 1び、たり直径が太ったりしている。とれらのうちヤチハン・カラマツの各異

なった大いさのものにつき胸高直径・樹高・形率を求めて一応海岸からの距離別に示すとニえの

ようになり(第6 図入単に胸高直径や樹高のみにより風簡の;影響をみるよりは形率による方

カ王'Æ当であるというととカ叫サる。

それで、しばらくとの形率をもって風簡による生長歪1111の程度を示す要素と考えてみたいω

太日 l村ーやよ村は第 1 図にもみるとおり，員龍からの通路!土防霧保安林を経て高台上に通じ，と

れが 5 呑道路となっている。また 1 香道路方面および2 号， 3 号線方岡において総高が高<.

6 ・ 7 番道路オグよぴ 4 サ， 5 号線方町におい

て椋~;Jが低いようにJAわれる。また瞥見した

ところでは 7香道路方面に起伏が多<.~如也

や採草地の開拓進度は 1 番道路方面において

落付いた屋敷のたたやまいによって証明され

るようであれとれはまた今次防霧林研究会

農業経営調査}1圧のえ玉川村の農業経営実態調査

結果によるも I切らかであるが， 6 ・ 7 香道路

方面においてなお森林を伐り払うという開拓

が幸いにも悪〈徹底されていないという感が

〔
パ
閑

14 叩!!o

百 9 BO 

12 8 '7u 

3>>田

朋串直圭

内陵世平:lIl!!

500 1.000 

第 6 図海岸からの距離による

林木要素の愛化
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第 7 図 太田村本村におけるカラマツの形率分布

するのは，一耐ー孫娘に沿って杭

栽せられたカラマツまたはクワ

その他の航栽木が 1 ;許道路方聞

に多いのに対し 6 ・ 7 呑道路特

に 4 ・ 5 号紘方町l乞少ないがと

れは 7 呑道路方而iてはー而にお

いて天然林木が境界木として多

く残されているととで判るよう

な気がする。すなわち前有ーにお

いて人工杭栽が進み，後jfにあ・

いてとのととが少ないが号線の

沿道松木としてはシラカパ，ア

カグ、モ等の犬然木がイjミ置されて

いるというのでるって，またと

のととは I ， ;J時に後者において附

近に天jfi生材、二本，たとえばハン

-タモ・シラカパ等が団地状をして残世されている事実と平行するものであり，とれは前者ーに

おいてあまり見られぬもののように瓜われる。

とのたびのカラマツについての風向生態:調査を)，_:川木村において相当に問から隅まで調査ま

たは観察を行ったが，とれらのカラマツについてlJí'IJ 1.':j樹1(1初出j同および樹高を i!lllÆ したíli'ucJ左き

計算して求めた形率を，さらに各地点ごとに千均して図上に示すと第7 図のとおりであるつ

との台地 I二の)且trr'，] 1乙関しては後越するとおり ïfj I)[j またはïH々回の方向がおもなるものである

が，形率の求められた部分，それは前越したとおりカラマツのが[栽せられた附処のほとんど全

部の地点にわたっているがp カラマツの杭栽分ギjiが白然 l!fJ'(flíJ:也域に多いので，形率を求めたの

もそちらに多くなったのである。

第 7 図を見ると，形率が 40 以下という特

異性を示したのは，その地点がいす=れも殺や

かな台地上で市西方向にnr.jいて前方にJIlを遮

る何物もないという特異な風街地点である。

なおとのほかに 1 呑道路から 8 呑道路に至る

1m , および 1 号線から 5 号線に至る問の地域

の南西部において一般に形率が小さいととが

ゐかれとれはとの地帯が等高移住の閉鎖rlú線

別

形 70

宰

-

田
日

必
守Il
i
a
'
t
l
h
t

岨 D イ日 目 30 岨 50 60 叩
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第 8 図森林面積割合E平均形率
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したがって風がとの台J二にあがって故初lζ吹きあたる何処であ'の部分で高い tI[Î処であるとと，

るととに1'，1 るのであろう。すなわち前に述べた11立かの地形の影搾も二J5えられるのであるがp 要

するに風の方["'J にしたがって形率の小さい地点が続いているとと等から，形率と風N(jとの関係

そのほか抵抗三防風林の附近や団地的浩林地ではJ.illU自ののイ{-:(Iてを古古う}(II~ ，乙認、め'(1，生るようである。

前哨jである林縁二本の形率が小で，内部のものは形率が大であるととが現地についてわかったの

でるる。

なおとれらの関係を一皆よく牲)IJ!.するために)，.，:川村本付台地上の詐紘により固まれた区劃内

で，その荷ち休あるいは林叢のrM f}äilJ合を航空写良から求めてa!-:r;r したものにそれぞれとの区却

内でiJllj定して件られたJf;率の'[三.lLJfJl'[を対応;-\:1_-しめてみたので、ある(第 4 支，第 8 悶)。

森林面積の割合と平均形率との関係第 4 表

平均形率

48.33 

42.80 

47.4 

53.00 

50.50 

72.95 

森林面積割合(%)

48.9 

26.4 

47.6 

43.8 

32.8 

54.0 

40.1 

60.7 

63.9 

64.0 

区劃l 名

m 

k 

n 

。

p

q

r

s

t

 

区劃名|森林面積割合間 平均形率
a 49.3 

b 0.9 

31.7 

52.7 

55.5 

25.8 

32.5 

45.1 

29.5 

56.0 

50.30 

52.75 

45.90 

52.18 

68.80 

49.37 

44.02 

43.23 

61.40 

55.27 

c 

d 

g
h
i
-
-

e 

f 

53.35 

すなわち森林•• n'lilJ'(;fiリ合のえきい区i町内で、は千.lLflf;率が大きいととを示し，そのような区却で

したがって佐吋三の全長が歪rlll されないというととになし森林または林叢のは風間が少なく，

防風機能と効出を如実に物語っている。

さらにとれを太川村本村台地上の各右聞についてみると宍のようになる。

5 ;許道路から束の方の地区と同の方の地区とに介けてみると，東の方は森林同[杭の割合の千

:I:f:Jが 51. 0%であって，形率のよ[i.均が 55.44 となれ回の方l主森林両院;+;IJ合のよ[~.lLJが 37.9%で，

またとれらの市西またはÞH々西の風l乙関する風向については，'11ヨ率の平均が 51. 20 となった。

地71ヲに関してはすで、 iこ述べたように大差はないもののやはり 5 香道路より東の方面においてや

や低いようで，とれも形率の変化i乙拍車をかけているととになるかも知れないが，一応森林面積

割合の王子均が同地域において大きいために714J率も大きいというととに変リはないようであるQ

向方衝風

ぷこにとれらのカラマツの樹冠が夙によって影響をうけていると認められる風街関係について

は p 前症のごとく樹梢が風lこI@空いて歪曲固定したものや掛伎の発建の侃侍したものについてそ

とれによると太町村本村台地上では局所的に南東の方向が風街の方向を測定したのであるが，



-146 ー 林業試験場研究報告第 64 号

生態に認められたがp 主と

して甫々西から市西の風が

吹走しているととが証明さ

れた(第 9 図)。

要するに， :}.(川村木村の

台地上では大体5 呑道路か

ら以西の西部地域において

は南西または市々西の風が

生物j季節期間 11 1に p 特にそ

の木芳!の既扶において強〈

吹くととは間泣いのないと

とであって，との風も東部

地域では多少弱まるという

ととも考えられるようであ

第 9 図 カラマヅの風街方向
る。

との誹~j封古巣の直接'(1サ[;ê\

nJ価値は，太田村木村に既存する防霧保安林や防風保安林の林帯の方向の検討や，とれからの

耕地防風，防諜林の設定計画に対して基礎資料を呈するというととにあるであろう。しかし同

時に p 同一筒処で行われた他の防風林効果研究結果や， また他の農林部門の調査と結び、つい

て p 根釧海，iJ多地帯の一葉n型地域たる太田村における防霧林研究の一環として結び、ついてとそ民

に価値あるものとなるのであろう。

第 I 章防霧保安林内外の気象について

太田村は槙高約 80m の高台上にあり p 台地上は比較的単調な平地となっているが，南側は

」包:峻な斜面が尾幌川に泊ってとの川を境v乙南側は海岸まで低千湿地が続き，北側は太IJj村が存

在する台地となっている。台地の南科聞には南東から南西に向く大ノj、さまざまの沢がいり乱れ

ている。防霧林帯はおもにとの複雑な地形を有する南斜而に位置し，その林木構成樹極はダケ

カンパ・ミヅナラ・ヤチダモを主とする広葉樹林で，平均樹高 12 m , 21'-均ßi<i]高直径 15cm，

平均樹令 45 年で、疎密度は場処によりまちまちで林内に相当大きな孔状地が処々にあにまた

一方において完全うつ閉に近い処もあるし，防霧林帯とそうでない処の境界も莫然としてわか

らない処が多い。とのような林帯を対象に観iWL\'1，を配置したので，観測点の環境も各点皆異な

った大きな特徴を有している。
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S 1. 防霧林附近の地形・林相・測点の

環境

観ì~IL点の位置は第 10 図に示した。

観測点が:)"，:EiI村の 4 番通りより東側に

多く配置されたのは，林業試験場札幌支

場厚岸森林気象観iWJ所の観iI!I断果より，

夏季海霧襲来時には市~南西の風が最も

多く観測されている事実によれ観測線

が防霧林帯の林前・林内・林後を通じ市

西~北京の方向 i乙向くようにとったため

，._咽 "1

第 10 図 防霧林立主びに観視|悼の配置図
である。

なお航7i~写民より各観測点の環境を第 11 図 (a~f) に示した。

観測点 No. 1.

海岸より約 1 ，500m 内陸，尾幌橋附近の低千湿地，禾本科の雑草(平丈 60~70cm) ・ゼン

マイ(草丈 20~40cm) ・クロパー(草丈1O~15cm) が密生し観測点の南方約 1 ， 200m f亡標

高約 40m のノj、団塊地がある。また観測点の約 1 ， OOOm 西方には槙jj';j 90m 程度の団塊状の丘

陵が海岸より尼I[虻;} 11の川岸に迫り太田村の存在する台地とのnnに深い沢を形成している(第11

図 a 参J!{~) 。

観測点 No.2.

電"1
凡伊l

画面林管又店店すれ
Eヨ草予t j也

D畑

海抜約 80m の台地上の南側台端附近で，生1・而i

は南面し， 1trì斜は非常に急:でほとんど直立にちか

し海岸に向い前回に槙高約 90m の団塊状の丘

陵があれ台J也ととの丘陵により形成されている

深い沢を地1悦川が回より東t<:向け流れており地形

的には最も !I:'J:q~えのある観測点である。台地上は台

端より幅1O~15m の間無立木地で‘一回に倭生の

註: 第 11 図 a の凡例は第 11 図全

部に共通のものである

イチゴ(草丈約 5cm，径 0.5~ 1. 0cm の結実あ

り)が密生し，との後面つまり北側は平均胸高直径 8~15

cm のダケカンパを主とする森林帯が続き観測点附近のう

つ間度は疎で‘ある。との観ì! lIL'，\i，は防霧保安林の南側林縁の

一部となっている(第 11 図 b 参!!の。

観ìWI点 NO.3.

防霧林内の観測点で， 1叫!珂は樹高 8~10m，胸高直径 10

第 11 図 a

x〆

第 11 図 b



148 ー

〉くf

第 11 図 c

〉ぐ〆

第 11 図 d

〉ぐ〆
ニ智線
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~30cm のダケカンパ・ヤチダモをと主とする森林で， j也床植

物はおおむね倭生のイチゴで， 'i められp 観i)1lJ点のTH側はやや

急:な傾斜が続き p 地)1予 IZ: 1竿い起伏しtô本が台端まで連なって

いる。樹木のうつ!羽度は中程度である。またとの観測IL'.~.から

はるか台地下の低JI可毘地帯を流れる!己r[県川が樹校・樹葉の間

隙を透して望見できる(第 11 関 c 参)!t{)。

観illilli. No. 4. 

台地上防霧林内 IL選定した観ìJlII l.í.で， 6;存通より束へはい

る牛.J.nの辺路より約 300m 西側へはいった処で，林'市は樹高

1O~12m，胸高lÜ径1O~30cm のヤチダモを主とする広葉樹

により仙ー成され，うつl羽度は密で，尽なおJI昔いといった感じ

の処で， iJliJ器は比較的結吋三の少ない場処を選んで設定した

が，金制;WJ点 ~I'故も立木密度の大なる点でるる。地床植物は

草丈 40~70cm のゼンマイ lとおおわれている(第 11 図 d 参

J!H) 。

観 i!!llli. No. 5. 

観iJ!i1，I.~. No. 4. より 500m ほど、敵れた林内の広い孔状地

に試けた。との孔状地の広さはおおむね 150m /lLl}j くらいの

広さを有し，地盤がmJ闘の林帯の土凶器よりも高 c 観iJlIJ点は

とのぜL状地のほi'î" '1'うk: 1三位する:11止も ~-:jい場処に設けた。子L状

第 11 図 e 地内はほとんど干支 60cm くらいのチモシーが栽土庁され，一

昔日はスヱーデンカブ止/11 としてイ吏川さオしている。なおとの観iWJ

〆 山内の無立刈同
二号線 る(第 11 図 d 参!!日)。

観測点 No.6.

5 評;邑より約 100m jJqへょった耕地IÃJ Ir:設定されP 耳目麦畑

と馬鈴薯:1:)11のほぼJ;1~n\Jで， ~付近の地71':1ま北1H品ーよぴ市側が.cJ(

第 11 図 f
第に低くなってお; 1) ，とく i町村側の低地は大きな沢に;主なっ

ている。観測点の/I_LJ周は針・広出治の耕地防風林が設けられている(第 11 図 e 参!日\)。

観測L点 No.7.

観測点 No.7. として誌けた点は 2 号線より約 100m 市へはいった小高い丘陵頂上のチモ

シ{畑で，との観ì l[l l点の南側，はるか防霧林までの IHlには所々に小さな集団をなす立木地があ

るのみで，大部分が耕地もしくは112平主也となっている。観 iJllJli.の IiZけられたチモシ{知lは平丈
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が約 60cm -e ， 地盤も附近よりは高 c 北東側約 100m および2 号線の北側には針葉樹の小

さな林叢(樹?，':j 6~8m，胸高直径 5~8cm) があり， 2 号線に沿うて広葉樹による排培防風

林がある(第 11 図 f 参!!の。

~ 2. 観測期間並びに観測の方法

1. 観測iJtJlIi \L 開 11

創刊111は 7 JJ 12 n から 7 月 16 rl までの 5 R 1 1\ 1毎日定時観ìJll I として R i[ tのみ 3 Inj，すなわち10

時， 14 時， 18 時に出蒜襲来の千jJ!!~にかかわらや風向・風速・気温・湿度・雲量・ 1く気・雑奴

の観測を行い，海五襲来時には随時臨時観iJlilを行い，観ìl!I1 Hî日も以上述べたもののほかに議水

量と霧;.K r[tに合まれている塩分量のナ10捉:b'よぴ観ìJlll点附近の地物を対象として視陀の観測を力11

え合計 9 極口とした。

2. 観測!の方法および使111器同

a) 風向

風向の観測は観ìJll!点 No. 1.と No.7. は甥帯川白記風信*lfを使川して観測期1 i\J q~の両観iUll

f止における J!l\\.I "'J の変化を記録せしめ，他の観測点は森式風|店])llit力計またはピラム型風向風速計

が観測11時に示している方向を読んで・その時刻の風向とした。

b) 風辿

I弘Ulliは各観測点ともロピンソンJltj J ~-t.IC よれ観il!llは中央気象台の「気象観ìJll!法」に準じて

10 分川の千均をもってあらわした。

c) 気出・湿度・天気・雑象

気温~ì立ぴに湿度はアスマン通風乾湿三十を使川し，雲量・天気・雑~"(等は日 ì)!l]により，視程は

I ，î) じく口 iJlI]f乙より霧の濃度別階級で表わしたが，とれらの要素もすべて前記風辿の場合と川様

「気象観iJlilylミ」に準じて行った。

d) 揚水量・主主分量

揚水量の1Irít足には 25cm~1三方の木村tに充分ノ:ラフインを泌み込まぜたものに，どEifl水で、充分

ìjU!1配されたガーゼ2 枚を帳りガーゼ、の面を実際に風が吹いてくる方向に向け， 5~10 分iiiι写の

qt に邸した後，干，;量Jt1U乙封入，おn捉後現地でヂ，;量した。塩分量については iMohr の硝酸銀副j

定法」により求めた。また観ì!!lJ.点、 NO.1. と NO.7. には北大低温科学研究戸射手突の提灯型霧

水量記録計を設置したが，観illljl明 1 1\ 1 中との器械に捕捉されるほどの濃霧がなかったため，その

性能は発揮できなかった。第5 去に各観測点、で、使用した観測器械を一覧表として掲げる。

~ 3. 観測結果

1. 観測期I1lJ中の気象概況

さきに述べた観iJ!ll期li \J ~[~海霧は勾日発現したが，定時観ìJllj時に海霧の襲来のあったのは 7H
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測点番号

No. 

No. 2 

No. 3 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

No. 7 
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第 5 表 使用器械一覧表

使 用 告E 械

ロピシソン風力計，携併用自記風信器，ガーゼ摘霧器，世灯型霧水量記録計，アスマシ
通風乾湿計

ロピンソン風力;計，ガーゼ主1\霧器，森式風向風力計，アスマン通風乾湿計

N0.2 に同じ

No. 2 に同じ

No. 2 に同じ

No. 2 に同じ

ロピンソシ風力計，携帯用自記風信器，ガFゼ捕容器，提灯型霧水量記録計，アスマン
通風乾湿計，森式風向風力計

14 日 14 時のわすコか 1 同のみで，とれについては後述するが，いやれの場合も観測点を全〈蔽

い天日 urt しといった濃い臨霧ではなく，濃度も一様でなしある観測点は海霧の存在が全然確

認できなかったという処もあるくらいのうすいものであり，出議はおもに海岸附近に低迷し，

上陸侵入したものも地ー日付近は気i慌の影響をうけて ff'J1J土或いは上昇し，大低は 100~300m の

上主主を陪雲状を呈して市西より北東に向け移流し，局処的 fZ:雲足が防議林L;??の位i可部 l乙づ|懸っ

ているというような状況であった。また 7 月 12 FI には午前~.r! 1附が降り p のちうすい霧となっ

たがp 降雨最 rllには議の存在は認められなかった。降雨は13EI の午後にもあったがp との日は

降雨中はもちろん p 同が止んだるとに直ちに霧が発生または襲来という現象は起らなかった。

その他の円は大休公ヲくで，ほとんど毎日向上には府~が停滞あるいは市西より北京へ移流す

るのが観測された。観illlí期 IlIJ rll毎日の現象記事を示すと第6 表のようになる。

第 6 表観測!期間中の気象現象記事

月 日 王l\l 象 百己 事

7 月 12 日 1 @O 0730-@1 0825-@o 1000 三。 1100-1430. 三。 2150 主12240ー

7 月 13 日

7 月 14 日

7 月 15 日

@O 1330-( 1 1425ー@O 1445ー 1700. eJo 1107 (3秒位).

一三 1一三。未明ー0630. 三。 2045一三 1 2230ー

一一三L一三。 0040ー0325. 三 3 1145 三。 12C ユー 1450. 三。 1745-1830.

三 3 1900-三4 1915-==0 1920-2200. 三。 2250ー

一一言。 三 1 0114 三4 0230 三5 0310一三4 0420一

一一三 5 063C一三3 0645-==2 0648 三10820-0845.

7 月 16 日 | 三。 1815一一 1845. @O 2240 

2. 定時観iW鮎果

観測市古果のうち定時観測|除占果は第 7去に示した。



防審・防風保安林の効果に関する研究 (三島・小野寺・増田・石川j)

第 7 表 定時観測結果

27. 7. 12. 10h 雲量 10，雲形 Ni.，天気@
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27. 7. 12. 17h 雲量 10，雲形 St. Sc. ，ヲご気⑨
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1 No.7 
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No. 7 
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0.7 

16.6 

86 

27. 7. 13. 10h 雲量 10，雲形 St. Sc.，天気⑨

!lllJ 点|
No. 1 

項目\、|

風向 NNE

風速1.0

気温 17.8

湿度 91

No.2 

0.0 

16.5 

92 

No.3 

0.3 

16.1 

95 

No.4 

0.0 

16.8 

90 

No.5 

0.3 

17.2 

90 

No.6 

ハ
U

勺
J

、
，
J

・
・

4ノ


リ

1
6
9

7

1

 

No. 7 

N 

0.8 

16.9 

92 

27. 7. 13. 14h 雲量 10，雲形 Ni.，宍気@

二11「 NOl
風向

風速 0.2

気温l 17.0 

湿度 99

No.2 

0.0 

16.7 

97 

No.3 

円
U

ハ
U

「
円
凶
江
市
山

No.4 

0.0 

17.8 

95 

No.5 

0.0 

18.3 

95 

No.6 

0.5 

17.7 

95 

No. 7 

0.0 

18.1 

95 

27. 7. 13. 18h 雲量 10，雲形 St.，実気⑨

~測点|一
~ιNo. 1 

項目 ~I

風向

風速

気温

湿度

No.2 

0.0 

15.7 

99 

NO.3 

0.0 

15.7 

99 

No.4 

0.0 

16.1 

97 

No.5 

0.2 

16.3 

95 

No.6 

NW  

0.8 

16.0 

97 

No.7 

NE 

0.8 

16.2 

97 
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27. 7. 14. 10h 雲量 10，雲形 St. Kc.，天気⑨

\泊IJ 点
No. 1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 

項目~、
風 向

風 速 1.0 0.5 0.3 0.0 0.0 0.5 0.3 

気 号n目f江 22.4 21.0 21.3 20.8 22.1 21.4 19.9 

~æ. 度 90 93 91 91 92 87 99 

27. 7. 14. 14h 雲量 10，雲形 St.，天気⑨Z

ミ11| No. 1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 

風 向 SSW SSW S SW  

風 速 1.0 0.8 0.5 0.0 0.2 1.5 1.3 

気 i混 19.7 17.7 17.7 17.8 19.9 18.7 20.1 

~æ. 度 93 95 97 82 91 95 98 

27. 7. 14. 18h 雲母 10，雲形 St. ， 天気⑨

No. 1 No.2 No.3 No.4 No. 5 No.6 No.7 

S羽7

1.2 

17.0 

100 

27. 7. 15. 10h 雲量 10，雲形 St，実気⑨

No. 1 No.2 No.3 No.4 No. 5 No.6 No.7 

風 向 S SSW SE 

風 速 1.2 0.5 0.5 0.0 • 0.5 1.0 1.2 

気 温 19.5 17.8 18.2 18.7 19.4 18.7 19.9 

湿 度 89 95 95 91 91 95 98 

27. 7. 15. 14h 雲量 10，雲形 Sc. St.，天気③

\項\目\測\点 I No. 1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No. 7 

風 肉 SSE S S 

風 速 0.5 0.3 0.3 0.0 0.7 1.2 1.2 

気 温 19.8 17.7 18.5 19.1 19.4 18.7 20.1 

湿 度 87 95 91 89 91 93 98 
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よ1LT NOl  

27. 7. 15. 18h 雲量 10，雲形 St. Sc.，天気⑨

N仏 6 N仏 7

SE ! x 
1.0 X 

17.6 x 

95 x 

No.2 No.3 No.4 

0.2 

17.7 

97 

0.5 

17.6 

95 

0.0 

17.9 

93 

No. 5 

ESE 
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17.9 

95 

27. 7. 16. 10h 雲量 10，雲形 Sk. Sc.，天気②
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ーたにとれを風と気iffitに分けて述べる。
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a) 風

第 7去に示すとおり観ìJ!i1場lI! \l 中の風速はきわめて弱(，風向もまた市寄りが 6 r~lL 北寄リが

5 回とほぼ似かよった矧度をもって観ìWl された。

とのような結県より件られた資料はすべて ïtj寄りの加し北寄りの風の 2 つに分けて整理し

た。防霧林が風辿ーを減殺する程度を調べる方法としては p 風向 i乙対し最前列にある観ìWI)，'.;，の風

辿を 100 とし，とれと後方にある各観ìJ!IJ点の風速を百分率で示す方法を J!J いた。 市寄りの風の

場合は観測点 No. 1 のfJ[[を椋準値とし，北寄りの)]ltの場合は観ìWJ点 No. 7 の観iJ!llfi i' C を中~~~，!i

1&(とし，それぞれの風速比を求めた。

第 7表 rlt より風辿のみをとりだしとれを南寄り，北寄りの 2 つの場合に分けると出8 友 a ，

b のと去りである。ただし 7 JJ 13 日の 14時は各点ともい歩れも静穏で風向の判定がLil郷なの

でとれは除いた。

第 8 表をさらに図示し，各観測点の特徴をみると第 12 図のざとくなる c

との結果， J]i，\向がNf寄り，北寄りのいかん

にかかわらす人林内の風速は林外のそれにく

らぺいす=れも小さしまた林内の風速はうっ

閉度の大小により決定されているようであ

る。すなわち一例をあげると p 林内観測点の

NO.5 は南寄りの風に対しては最も風速が弱

いと考えられる観測IJJ.'，î，の 1 つであるのに p 孔

状地と v. う特殊条件により他のいやれの林内

o

o

p
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第 12 図各観測点の風速比
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続irlHl.ï.よりも風:iili大で， 観iITIJ点 No.4 はうっI羽!支が大であるために，全!りW\Jを通じ全然林外

の風の影響を受けていないc また林外の観ìJllJ.\~Î. No. 6 および、 No. 7 は市寄り，北寄りいや

れの風が吹いても常に IliJ じ林外観測点のNO.l よりも風速が大でるる。

北寄りの風のときに観iWI.以 No.l で割合lこ風速が大となっているが， 観illlJ点 No.l I乙吹

第 8 表 各観測点の風速比

うつ閉下

N仏 3 I No. 4 

林

林

No. 6 

0.5 

1.5 
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1.0 

外

外

0.37 

42.5 

0.37 

a. 南寄りの風の時
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平均JI[ . (mis) 1.05 0.87 0.28 

風速比 (%) 100.0 32.2 120.7 

b. 北寄りの風の時

J点

ーロ
川
凶
刊

号

1

日
¥ 

時\

27. 7. 12. 10h 

か 17h

か 13 10h 

か 18h

" 16 loh 

平均 1 (m/s) 

風速比 (%) 

平均 II (m/s) 

風速..lt '(%) 

平均 m (口lis)

風速比 (%) 

林外 l 林 内 i 林外

林 外 也竺竺!一号一三l]fJ 'T一直竺!土土
N仏 6 I No・ 5!No41N03J N02!  N仏 l

1 ・5ll ・ 7 I 0.0 I 0.5 I 0.7 I 
0.8 1.2 0.0 I 0.1 0.3 

1.0 0.3 I 0.0 0.3 I 0.0 

0.8 I 0.2' 0.0 I 0.0 I 0.0 

2o 2.0 0.0 0.5 I 0.5 

l08 0 ∞ I 0.28 I 0.30 

83 ,.1 0.0 1 21.5 I 23.1 

1 08 山 |ωo

23.1 
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100.0 93.8 
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100.0 
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〈二lヒ寄りのj且Lは，台地上の防J!J1.保安林の上を越えてきた

風と， もう 1 つには観ìJ!llii. No. 1 乃東方の!日{野に続く

1村山きのーにきな沢をJif!って吹きだす風がとの位世を泊過

するためと二Jきえられる。とのことは絵日北寄りの風がりえ

いた 7 )j 13 n の白司風信器の記録をみると， tf� 13 図に

示すように在日ìJliI}，~i. N o. 1 の風向は観ìJllll.i. No. 7 の風向

より一般に束へ附いているととからでもうなづける。

ーたに風;去を林タトと林内 i乙ゾ(，51]してくらべると第 8 支>1 1

の r~1叫J (ll)ゐよび(目 )J に示すとおりで，風向が

北寄り， TH寄りのいやれを /!Uわす=林内の}]!Uilil主主主準点の

風速の 30% 代に11: まっている。また同じ林タトでも台地

の上と台地の下とでは，風向のいかんによら歩、台地の上

の方が風辿大となっている。

b) 気温

第 13 図 7 月 13 日(北寄りの風)
の No.1 と NO.7 の

風向

:U~ 7 表の定時観測l結県より気温のみをとりだすと第 9 去 a ， b のとおりでるる。

第 9 表 各観測点の気温

a. 南寄りの風の時

\羽|林外|林 内 林外\狽iJ

門\点 I~-~瓦一l 林縁 うつ閉下|孔状地 林 外
H 時 ~I-I瓦 1 芯了!石了1~-4- No. 5 No. 6 I No. 7 

21'. 7. 14. 10h 22.4 21.0 21.3 I 20.8 I 22.1 I 21.4 I 19.9 

か 14h 19.7 17.7 17.7 I 17.8 I 19.9 I 18.7 I 20.1 

18h 16.1 15.9 16.1 I 16.8 I 17.0 I 16.3 I 17.0 

15 10h 19.5 17.8 18.2 I 18.7 I 19.4 I 18.7 I 19.9 

14h 19.8 17.7 18.5 I 19.1 I 19.4 I 18.7 I 20.1 

18h 18.8 17.7 17.6 I 17.9 17.9 I 17.6 I x 

平均 1 (OC) 19.38 17.97 

か II (OC) 19.38 17.97 

か m (OC) 19.38 

気温比 (%) 100. 。

18.23 I 18.52 

18.38 

18.50 

95.5 

19.28 

19.28 

18.57 I 19.40 

18.95 

18.95 

97.8 
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b. 北寄りの風の時

林外

日\点 1「|林 外 孔状部号つ閉下 林縁
\削|逝|林

時 ~I 1 I No. 7 I い No. 5 I No. 4 陥 3l N02  

林外

No. 1 

27. 7. 12. 10h 12.7 12.0 11.9 12.0 11.8 12.8 

" 17h 16.6 1 16.0 16.6 16.1 16.0 15.7 X 

" 13 loh 16.9 16.7 17.2 16.8 16.1 16.5 17.8 

" 18h 16.2 16.0 16.3 16.1 15.7 15.7 16.8 

" 16 10h 18.3 i 19.3 18.6 18.2 17.1 17.3 20.2 

与I乙 i勾 I (OC) 16.00 16.14 15.38 I 15.40 I 16.90 

" 11 (OC) 16.07 16.14 15.60 15.40 I 16.90 

" 11l (OC) 16.07 15.69 16.90 

気温比 (%) 100.0 97.6 105.2 

とのあ'i*fW議林内外の気温は風ri'iJの如何にかかわらや，林内は林外より低いという一般的傾

向が去われているが，一般に雲量が多くても芸!享が!手くない時は林内外の気品[の差は大きいよ

うでるる。また北寄りのJ!li\.の時は P117寄りの風の時よりも千均気i!;ilが 3 0C 内外低かった。 ま

た観il!ll.'.'i. No. 5 の気品!は風r(iJがT'ii寄り，北寄りのい歩、れの時も林l刊の他の観im].点よりも常に

高<.林外の観洲町[に近いが，とれはうとに注ぺた風速の場合もとのft(Ì[，"Jが強くあらわれていた

が，林内の孔状部の気象が林外と林内うつ!羽下の気象の I ド|甘j的な自LLを示すととから，ととでは

いわゆる気候が422和されているといいうると思う。

己えに観iWl期lI!J ~IIの 10 時・ 14 時・ 18 時の時IUJ別平均気温を示すと第 10 去のとゐりである。

第 10 表 時間別平均気温

孟1竺I 10 時 14 時

林外平均気温| 17.88 1 19.50 1 

林内平均気温 l 17.61 I 18.41 I 

林内外絞差| 0.27 I 1.09 I 

3. 霧襲来時の観ìlll帰古来

18 時

16.74 

16.57 

O. t7 

との去によると，防霧林内外の気温

差の;最もはなはだしいのは日 íl~の 14時

とろで，とれにつぎ10時， 18時の)1闘と

友っている。定時観i)l'旅古よf~!こは夜IllJの

観 ì!!I目立がないのではっきりはいえない

が，夜IilJはとの差が一好小さくなるも

のと考えられる。

観測期間中霧は第6 去に示したとさ子り毎日発現したが，発現時刻はだいたい夜間で，翌朝ま

で継続するものが多いようで，日中発現したものは海岸附近まで迫ってきても上陸するものは

ごくまれでるった。また上陸した霧の進入経路は沢添いの低地で，台地の正面から侵入するも

のはなかった。とのととは観ì!!lf点が地の利を得ていたので、よく認められた。

結局， f任期 11日を通じてガ{ゼによりおfj捉できるほどの濃度をもった議は
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( a ) 7 )J 13 n 20 時 45 分~14 日 3 時 25 分まで

(b) 7 JJ 14 日 11 時 45 分~14 時 50 分まで

(c) 7 月 14 n 22 時 50 分~15 EI 8 時 45 分まで

の 3 回で、あった。しかし，との 3 同の;場合も議の濃度は観測するには故良のものではなく，水

平方向の濃度は見かけ上濃くみえるが，濃度は f二安定で短時HlJで念:変し，特に垂直方向の視程

は良好で， n rl'は背信または上皆の雲が見え，夜IllJは nや庄がわかる程度の極くうすいみであ

った。との 3 [rr1の湯襲来日手の気象必よび霧水量，霧水 Iltに合まれる塩分量をみí~11友に示したじ

表 rl'，霧水量は光の観測l法のととろでも述べたが， 1 測定時IllJ (40 分、2 時!i 1J)内に作られ

た 3 回の観測|の平均他を gfm2 .hour で示し，堤分量は mg/m2 ・ hour で示した。 またガーゼ

の1m捉率は別に求めたが， 1111捉率の算111の方法については第四京「防風保安林前後の風速・霧

第 11 表 海霧襲来時の気象

a. 観測時 27. 7. 14. OOhOO~02hOO 

一~項----目一------一i一Rt~~点一一 I No. 1 No. 2 No. 3 ' No. 4 i No. 5 I No. 6 I No. 7 

風 向|
風 速 町sec. 0.2 0.0 I 0.0 i 0.0 1 0.1 I 0.4 0.1 

気 温 。 C 14.8 14.1 I 14.1 14.1 I 14.3 14.0 I 13.9 

霧7kJ量 gfm2.hour 812.2 793.0 I 754.6 537.6 ! 883.2 I 981.1 I 656.8 

塩分量 rng/11川叩 i 86 80 152 158 I 100 I 114 I 119 

b. 観ifll]時 27. 7. 14. 14hOO~14h40 

日一下~一一~ 旦1] ー~点、! No. 1 No. 2 I No・ 3 I No. 4 I No・ 5 I No. 6 I No・ 7
項目

風 向 I S SW I S SW I I S SE I S 

風 速 ロl/sec. 1.0 I 1.4 0.5 I 0.0 0.3 I 1.2 I 1.3 

気 自FL 。 C 19.7 I 17.9 I 17.7 I 17.8 I 19.9 18.7 I 20.1 

議水量 g凶h叩 | 412.8 I 470.4 I 400.3 I 249.6 316.8 521.3 ! 537.6 

塩分量 mg/m山Ir I 67 55 62 12 1 o I 38 I 20 

c. 観測時 27. 7. 15. 03h30~04h10 

一項一目:-------下測一一点一~_I N…o. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 I No. 6 I No. 7 

風 向

風 速 山ec. i 0.0 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 

気 温 。 C 14.8 I 14.8 14.6 I 15.2 15.4 ! 15.1 15.4 

霧水量 g/m2 ・ h叩 | 477.1 492.5 1. 393.6 409.9 422.4 434.9 ! 406.1 

塩分量 mgim2 .hour 23 53 25 13 17 35 I 47 
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水量治よび塩分量」のぞ!'il乙述べてるる。

観測の結果，霧が襲来した場合は一般に風速が衰え，とくに夜If\Jおよび、明方は静樋となる。

霧のない時と議の襲来したときと各観i)!iJ点の平均風j去を比較すると第 12 去のとゐりである。

第 12 炎 霧のない時と窃襲来時の平均風速

ì1lU 点 No. 1 No. 2 N�. 3 No. 4 No. 5 1 No. 6 1 No. 7 風速 nvsec. --____ ー

霧のない時 0.87 0.42 0.35 0.00 1 0.37 1.07 1 1.04 

霧 襲 来 時 0.40 0.37 0.17 0.00 1 0.13 1 0.53 1 0.47 

援水量の分子市は第 12 図に示した風速の分布と lí司じようなitJ'iI(rJがみえる。すなわち定時観測

時に風が強く観測された観iJ!lJli.は湯水量も多いという紡!-I~がでた(第 14 図)。

連 2 3 4 5 b 7 

鹿骨l 長

第 14 図各観測点の平均風速と霧水量

援ノ'.K I Iqr:-合まれる塩分量の分布はまちまち

で一定の ftfi向などはみられない。とれは襲来

する出議l乙合まれる塩分量がそのときどきに

よって異なるためと，襲来時の風辿が影響す

るのではないかと思うが，今回の観測!結果か

らははっきりしたととはいえない。

またt[lj'揚襲来日寺および襲来後の気温につい

ても 'i'iの継続時1f\Jが短かく，かつ採の濃度が

短11寺山で;r:.激に変化するので p 識の襲来によ

ったために林内外の気治[が特に)jB~，与を交けたというようには二Jぎえられなかったっまた定時観iWJ

結県の気温の項で，林内外の '1三均気温の院差は 14 時111が壮大でそれ以前3うるいはそれ以後は

北郊に段差がノj、となり，夜半ごろはこの差が一!音ノj、になるものと Jιわれると述べたが， 7 j月:1144 

日の 0∞Ohl凶OωO~Oω2h凶00 の-?各子観i測J!川l川1札bυ11;，'，点1，1，

で‘自前可の日中の較差 lに乙くらぺるとはるかにノづ小jト、さいととがわかる。

とのたびの調査の紡HLP 対象とした防霧保安林は林，加の l!q7iが大変に広く，しかも林帯のJI予が

不規J[iJなために，得られた結果も純粋の防風・防家機能という点についてかかる一般的な観ìI!lJ

では不lりな点が多く残されたというととになった。

また林内孔状地の気象が林タトのそれにくらべいわゆる粍和されているという事実を認めた

が，将来防議林をìi1成する際に林内孔状地I'I'Jな場処をつくり，しかもその広さが農業経営の面

積的な 1 つの単位になるならばp かかる/Í:!í分の農業経営而i亡 p 林帯の[W瓜・防霧効果は相当に

とれを期待できるものと瓜われる。
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第 M 輩防風保安林前後の風速・霧水量および塩分量

~ 1. 観測を行った防風林

観測を行った!功f風林は，海岸から約 7km 内陸に入った J，.，:川村本付のほぼ r!1引とにあり，グケ

カンパ・ナラ・ヤチグモを主とする広葉樹の林である。 平均樹高は約 10m， 胸高直径約 20

cm，林の qJi?;!主 106m である。位Jí正下J土 5~6m くらいで，その r!1に樹高約 5m，日向高也径 6

cm くらいのノj、木がi1f:っている。林内の下平は少なく草丈l主 20~30 cm である。林の前後は

牧市地でまうって平丈は約 1m，林の l背後とも樹高の 15 1:j.点附近から遠くの方は地日立がゆるや

かにNì宗干してやや{Jí;くなっている。

S 2. 林の前後の風速

i) 観測地点と観測の方法

林の方[，'，] I主 N480 W であるが，との方向にlÜFJに観iJ[l!紋を設けて， iWjKJíU:に林前 15 ， 10 , 

5 , 3 , 0 11午および林後 0 ， 3 , 5 , 10 , 15 1:;，の谷II.~~，乙ロビンソン風力討を設位して，任立の時

!i\H乙観i)!ijを行ったc 風速の読取りは，林l市 10 似点と林後 5 1:~点のカウンターで電I活辿絡によ

って illJ時に行われた。また林前 10 1:~).1!.および林後 15 1ffl!.には，携帯川の白，i己風f7I絡を;克也

して風向の変化を I記録させた。 ìJ[ljj主総械の刊さは地上1.4m である。気混と湿度は風辿の綴

第 13 表 防風林前後の風速

時 L一風速 (m/sec) 
日 風向

|一 10H 1 -5H I -3H -OH 十 H 十 3H +5H ト 10H I +15H I 

VII 18.15.25 0.8 0.7 i 1.0 I 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 I S 

16.00 1.0 I 1.2 1.0 I 0.2 0.2 0.2 0.2 ! S SW  

16.15 1.0 0.8 1.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.0 S SW  

19.12.00 2.0 2.0 2.0 2.2 0.0 1.3 1.7 1. 8 I S 

12.20 1.8 1.8 1.7 2.0 0.2 1.7 1.7 2.0 1.5 S 

17.00 1.2 1.3 1.3 2.0 0.0 0.5 1.5 1.0 I S S E 

17.15 1.0 0.7 0.8 1.3 0.0 0.7 1.3 1.0 SSE  

17.30 1.2 1.2 1.2 1.5 0.0 0.5 0.8 1.0 0.8 S 

17.45 1.0 1.2 1.2 1.3 0.0 0.5 1.0 1.0 SSE  

20.10.56 3.3 3.3 2.8 3.0 1.2 1.8 2.8 2.5 SW  

11.25 2.7 2.7 2.2 2.3 0.5 1.3 1.7 フ 2 2.2i sw 
11.45 3.0 3.0 2.5 2.7 0.2 1.0 1.3 2.2 2.2 I SW  

11. 57 2.7 2.5 2.2 2.0 0.2 0.8 1.3 2.2 1.7 SW  

12.10 2.5 2.5 2.0 1.8 0.0 0.8 1.2 1.5 1.2 I SW  

12.22 3.0 3.0 2.7 2.7 0.5 1.2 1.7 2.3 2.5 ! SW  

12.45 3.7 3.3 2.8 2.8 0.5 1.3 1.7 2.5 1 ・ 8 I sw 
13.10 4.0 3.7 3.5 3.5 0.5 1.2 1.7 2.5 2.7 I SW  

13.40 3.0 3.0 2.7 2.8 0.2 1.3 1.7 2.2 2.2 I SW  

註: ー 10H は林前 10 倍点， 十 10H は林後 10 倍点を表わす
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yHlJの時に各点のアスマン泊風寒暖計で計った。

観測の結果

その幸12;丸Lを第 13 去に示すっ観y)!IJは 7 n 18 n から 20 日まで行われた。

第 13 去から，林の後縁を除いた林の後方の風速が約 1 m/sec 以上の場合をえらんでp 風向

すなわち，林に対して 90 0 ， 68 0 , 45 0 , 23 0 に分類して千SSE がそれぞれ SW， SSW, S , 

土[.，J風速を求めると， U� 14 友および第四図 (A) のようになる。

速

[風速 l 風速比|風 速 l 風速比|風速|風速比|風速|風速比
(m/sec) I (%) I (m/sec) I (%) I (m/sec) I (%) I (m/s巴c) I (%) 

風の後林第 14 表

点

o H 0.3 10 0.2 7 0.1 5 0.0 。

3 H 1.1 35 1.3 43 1.5 79 0.5 45 

5 H 1. 55 50 1.7 57 1.7 89 1.25 114 

10 H 2.3 74 2.2 73 1.9 100 1.25 114 

15 H 2.1 68 2.2 73 1.65 87 1.0 91 

調1

100 1
 

• 1
 

IC コ1.9 100 3.0 100 

sw 
林に対し 900

3.1 標準風速

林の直後 01再点の風速はい歩れの場合にも桜準風速の

林に対するその後方では，10% 以下i乙減速されるが，

風の角度によって風速の減少のしかたがととなる。風向

が林に対して 23 0 のときには林後 5 日点までにすでに椋

準風速にひとしくなれ 45 0 のときには林後 10 1:}点く

林後)!Il~fi"lが林に対して 90 0 の場合には，らいである。

肉風

'/<。
120 

T ，凶

初

ω
h

制

札
速
比

之0 “IS 

10 1{{-411~i~においても 74% であってまだ完全には林前の風

辿に回復していない。X一一一一-x_ー

68 0 と 90 0 ではるまりはっきりした主はみとめられな

いが，だいたい瓜rí，Jが林に対して直角に近いほど防風効

しかし林後イ.fIJ 1i} ， ~l~~、といっても風が:!1~が大きいといえる。

実際l乙通過する距離から考えれば，風向が林l乙対して斜

(6) h
m

∞
初

ω

↑
瓜
達
比

4<J 

20 

なほど林から遠くなるわけである。たとえば， 45 0 のと

きの林後 51吾点は実際の距離では 7倍点I亡 ， 23 0 のとき林後の風速第 15 図

それで、風が実際l乙通過する距離について風速比を表わしてみるの 5 1主ソ点は 14 1iL点になる。

90。の場合と 68 0 の場合にはほとんど差は

なくなるが， 45 0 の場合， 23 0 の場合と角度の小さくなるほど同ーの距離に対する風速比が大

きくなる傾向がある。

第 15 図 (B) の通りである。図をみると，と，
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ととろで防!!ll\.林の後方における風速の減少は風辿の犬小によってととなれ風迎の小さい場

合に風下の風辿減少の効果が少ないことはよく知られていることである。林前 10 傍点の標準

風速は第 14 表のように， 90 0 の場合に 3.1 m(sec , 23 0 の場合には 1.1 m/8ec で， 68 0 と

45。の各場合はその r!IIHJの風速であった。それi'iú:風向が斜の場合に直角の場合と同じ風速であ

れば，効果の範囲はもう少し大きく左ると，官、われる。それで標準風速がほとんどひとしいとき

にえられた観測例めを第 16 図に示す。

とれは中湯川])カラマツ防風林で観測され
1. 

/20 

t I叩 t-=士一一一司
[証 I _________ ¥ 

Bor ¥¥ 
L主 I ¥¥ 

持阜瓜B生爪向林ロ対レ
--<>- ，.i"Y= 州E z�-IOS 
--8- '.:面 L匂 E. .fo' 

，企一一-.a.- A--

P;- ./5-

たものである。やはり風向によって林後の風

速比には大きな設があし実際に風が通過す

る距離についてみても p 風向が林に対し 50 0

の場合がp ほぽ庄内の場合よりも効果組関の

小さいことが);11 られる。したがって，実際の

距離について考えてみてもとの説明がつかな

t仁 60t '" 
ぷユß---<ー←

d 

4-0 

20 

20 

い。との1Jl( l'、lはMHI氏ì) の言われるように p

3 0 

~J<.青島→

(O IS 20" 

第 16 図 防風林前後の風速

防風L林の後方における!!ll\.の混合の機構に関係するものであろうが，との点についてはもっと精

密な測定方訟を行わなければ論議が出来ない。

ヲたに第 15 図 (A) で，林後 151喜で林後 10 俗よりも一般に風速が小さくなっているのは，

15 倍点附近から地阿が低くなっているためと忠われる。 いまとの防風林がえF.. 地にあると仮定

すれば，風向が林にjîU行の場合の風速は，第 15 図 (A) に点線で示すような1'r'}らかな的株を

描くであろう。との点はだいたい林後 20 俗附近である。

防風林の防胤効果範囲を，林後の地上 1m 附近の風速が林前の風速の 100% に回復する地

点までと定義すれば，との防風林の防風効果範囲は 20 倍点くらいまでである。

林縁が枚や葉におおわれているときには，林につき当った風は林の前「日でとめられるため林

の前縁附近で風速が減少するととは，たとえば第 16 図のごとく p いままで多くの観測によっ

てみとめられている。とんどの観測で林の前縁でかえ

って風速が府力11する場合があった。まゴド、椋準風速がほ

ぼひとしく O. 9~1. 1 m!~ec で風向のととなった場合

について比べてみると， 風向がい歩、れの場合にも林前

31i~点と林繰の問の風速は増加して林の前縁では標準

風速の 110~140% であるが，風向が 45。の場合を除

いて， 23。と 68 0 の間にはほとんど差はみとめられな

い。主主ミl乙風速別に整理された結果をみると，第 17 図

のようになる。

ぷl三
t It 
乱 I~

ì.! 1何十 2.0

rt. I主主

50 ト 1.0

一---'" ,., 
~--;ム-

_0--0-〆企~

ヰ三五ゴヰ三~:=-

~ 

10 右 3 OH 
銀総→

第 17 図林前の風速
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主~1~r1[~風速が 1~2 m/sec のときには，林前 31:'flJ. まで:'!i~速は減少しないでかえって増加する

傾向を示し，林縁近くで念げきに榊力"する。 との傾向は風速が 1.1 m/sec の場合にとくにい

ちじるしく p 材Jの前縁で最守 150.% である。 t;~Ellj!i~辿が約 3m/sec のときは， i*市首 3 1汗点で主主

主和風速よりわやか小さく林縁で再び多少;肝加する。風速のノj、さいときは風は樹幹1mを静かに流

れてゆくが， JJi~j去の大きいときは林縁で抵抗を交けるから瓜辿比が小さく現われているものと

}J!，íIコ AL る。

榊ァ来栄
第18 図 林禄附・近の林の木立

いす=れにしても，林の前縁の風速が林前の風速より

大きくなる Mìrí，J を示すのは，林前からきた風が樹冠下

の]lIi~の illi りやすい部分l亡入りとんでゆくときに，林の

前縁の入口で力"速されるためと，目、われるが，松井氏め

がとの防風林について;iJ;'，j査されたととろによると，観

iJllJ紘の林の前縁1;付近の本立は，第 18 閲に示されるように樹目下には校ゃ;!日-がなく下平も少な

かったので，観1)!1Jの It，tには白 111 にその 1111 を通行できた。したがって，林の前縁附近では風の流

通がよく， J二t乙迷ぺた上うな現象がみられたので、あろう。

S 3. 林の前後の霧水量および塩分量

i) 観測の方法

TS水はガーゼ訟によってあn捉し，霧ノ1， rflの塩素量は Mohr の硝酸銀泊定法で分析した。

ii) ガーゼおn霧器の布Iì捉率

簡単な実験からガーゼ法による湯水品Iì霧器のおn捉率は p 捕捉率を P(v) ，風速を毎秒 vm と

すると p

P (v) = 0.09v山崎

ただし 0.4m/sec く v く 5.0m/sec 

で去わされる。

iii) 観測!の結県

観測の期1111 中にやや濃い霧の出たのは 7 月 19 日だけで，観測lは 19 日 3 時 15 分~55 分と，

向日 18 時 20 分~19 時の 2 回行われた。第 1 回目の霧は，低温研究所型霧水捕捉器に水滴に

なってわやかに附着する程度でp 第 21司日の霧は p いわゆるジリと称せられる霧で大粒の霧が

小雨のように落下してきた。それでととでは第 I 回の場合について述べる。観測中風!土内陸方

向から吹き p 林に対しては 45 0 から 68。の角度であった。風辿はロピンソン風力計がほとん

ど廻らないほどの微風であり正確な風速がわからないので， 1m~ 当りに 1 時間に附着する量

で示しp 霧水の捕捉率!まー率に 0.1 として計算した。 ìJ!lJ定結果を第 15 去に示す。
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第 15表防風林前後の審水量および塩素量

観測;也点 霧(girn水2 hou量r) (rn塩g/rn素2 hou量r) 風(町民速c) 気 温
(0 C) 

林前 15H 740 ( 100) 52 (100) 0.0 

10 570 (77) 24 ( 46) 0.2 14.1 

5 650 (88) 44 (85) 0.2 14.3 

3 597 (81 ) 61 (117) 0.2 14.4 

。 543 (74) 27 (52) 0.2 (13.7) 

林後 。 307 (42) 40 (77) 0.0 14.0 

3 610 (83) 107 (206) 0.0 14.1 

5 610 (83) 45 (87) 0.2 14.0 

10 (-) (-) 

15 603 (81 ) 29 (56) 0.1 14.2 

林の風上(以下林前という)の霧水量は林の前縁近くで多少減少し林の也後では林前のが~

1/2 になるが l年び急;げきに増加!してゆく。林後 15 1)\.の地点は多少低くなっているので、霧水量

も小さな航を示し，また林後 10 倍のiJllJ点自立がないのではっきりしたととはわからないが，だ

いたい林後 10 1[;.....;;，附近で、林前と同じ航になるように思われる。霧水のr!1の塩素量は分析の結

果俄歪であった。ガ{ゼに附着した塩素量は 0.0~ 1. 6mg で， 1m2 に 1 時IilJ lc附着ーする量に

換算すると千五J 27~107mg であった。しかも 1 同ごとに非常に変動して， 3 聞の.LI~均値もな

んら一定の 1tIw'，] を示さない。きわめてせまい地域内においてとのような塩素量の変化があると

は考えられないので，とれは測定方法の精度が思いためだと，忠われる。取扱いには*111心の注意

を払ったのであるが，ガーゼ法によれば， iWjj[ジ 1 1 に子をふれるとかp 木村ιにあらかじめほんの

彼童附いていた塩素量によって測定値が左右される。 また分析の方法も Mohr の方法では十

分でないようにIAわれる。

附図 I 観測期間(自昭和 27 年 7 月 11 日至昭和 27 年 7 月 20 日)中毎日の気圧配置
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むすび

第 1 ~1:から 2n: III 章にわたって記述したととがらを要約して flJ掲すると弐の泊りである。

1) 10 台の森式風向風速自記器により霧季節における太田村木村の風向風力に関して調査

した結」札最多風向は市寄りの風と北寄りの風とに分けるととができ，また風力!士市寄りの風

が強〈北寄りの風は弱かった。

風のノj、気快調査を植物利川環境ifliJ定法によって行った。風向に関しては樹的が風になびいて

歪巾問先した方向や位Ji'・kの発注した方向，また風力|亡関しては樹高を胸高直径で、割った形率に

よってとれを決定した。

i) との調査を行うのにカラマツが最も適当な樹極であった。

ii) 風向に関しては太川村本村の全年の主風の方向が南西またはT'i'í々回であるととがl円

らかにされた。

iii) 風力に関してはとの地方の形率は一般に 40~60 で正常に近い生育をしたカラマツに

比ぺてゴ升非IドZ了巧?常j

i討v) 太I:TI 村:木;コオ木5可本f本ヰ4本村f内の各土地也J域E或xlに乙 1おおb該dけナる 7形lμ予率の分干有布lî沼をそと Iに乙成成-一立立する森林の商干秘Ii六~(tJ存か訓ilJリj合と対j服!庶百

してみたととろ，森林回読の大きい地域ではとの形率がたきい削向を示した。

2) 林の内外の比較で、は慈のかかった場合も，かからぬ場合も風速は林外において大きし

また気温は高 c 風速の大きいととろではガーゼ法による拍捉湯水量が多いというととがわか

った。

3) 風向が林I，~~，乙也ffJの場合は林帯の前方と後方との観iW!粘県で、は林後相自の 20 1ir，の地点

で風辿は椋準J.!Ilt辿とほぼ同様になった。風向が林帯に対し 22~230 のときには林後ほぽ 5 倍

の地点で風速は秘iít風iili と同様になった。とれはともに椋準風辿が 1~3m/sec の弱い風の場

介である。

4) 椋準Jllit辿が 1~2m/sec のときに，枝下のある林の風上林縁の風速は掠準風速よりも大

きくなり p 椋準風速が約 3 m/sec のH寺には，椋ijt版UlJ:ーよりも小さいがなお・林市í' 3 仰の風速に

比べると大きくなる 1tIilÎ可がI認められた。

5町) ガ{ゼ法lに亡よる霧水拍捉量は lほ王 iぼ玄E風E札l速のi々t持i一百百b成山主幻lに亡似た ft傾t頃耳向を示し林後 10 1倍吾〈らいで、林}

の値にほぽ等しい。太町村本村は海岸から 7km 離れた標高 80m の地域であるがp ととで空

中塩分量がガ{ゼ法によってえられたものはきわめて微量で、あった。
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Our present report is based on observations made during the period of 11 
consecutive days, starting on July 10th, 1952, at Ohta-vi11age , Akkeshi , Hokkaido_ 

Results obtained are summarized as follows: 
1t has hitherto been recognized that in foggy weather, souther1y and norther1y 

winds prevail and that souther1y winds have a tendency to be constantly stronger 
in this locality as compared with the velocity of norther1y winds_ 

The form叩lOtients of larch trees, suffering wind damage, tend to be 
smal1er than that of trees of normal growth. It was further revealed that the 
form-quotient is an excellent indicator of the velocity of the prevailing wind. 

It was noted that tree tops and branches of larch trees pointed rigidly in 

a fixed direction which coincides with the dominant southwester1y winds of this 
season. 

1n the open the wind velocity is stronger, the air temperature near the ground 
is higher and the fog-water trapped by gauze-method greater than in the forest. 
1t was further revealed that the fog-water amount varied according to the wind 
velocity. 

The 90 to 100 percent line of the wind velocity is at twenty times of the tree 
height to leeward when the wind blows at right angle with the belt. The width 

of zone protected by windbreaks tends to reduce in proportion as the wind 
angle shifts from right to oblique_ 

It seems that the line of interception effect of sea-fog is c10ser to the 
leeward edge of the forest as compared with the line of calming effect of the 

windbreaks. 



林内の風について

Masayuki I;;UIIKA1¥'A: Wind Movements in Forest Areas. 

石 JII 政 辛長

S 1.まえがき

林内の風速の垂直分布については p すでに Geigerりわ， Amann~)， Fons3 ) などにより観測

され，樹木の茂り具合や風辿の大小による分布のちがいが論ぜられている。しかしとれらは林

内の 1 地点において観iW! されたもので，林縁からの距離による分布の変化や，林に入った風が

i成少してゆく状態については IlfJ らかでない。

f1P.手11 27 ~I三 7 J1, J手岸;jf!j. J.([II ，j'.J の耕地防風林において，林の前縁;i:"2、よび林内の 4地点で瓜辿ー

の霊也介ギriの観illl!を行い，林内の風の{<J) き.，J主びに風と林の柿 jfiの関辿Fについて制べた。

との{似研U川川fヲ究'ピピ Iに亡あたりれ， いろいろと i仰針叩l川』即肋1))干常五宇fをたまわつた林ご業t匙ii誠i式式験Jω必札11:帆肌M虻.-支ヨ支主!::J;場必三 J品s与3技cf主『11l心s

北大f低止I抗iKiL肌[伊存利l伴学h研j汁「究F所1リη!庁(，古守川教』長交 P 大 iílìllJJ教岐に!日L くお礼を1/ 1 し上げる。

S 2. 観測地点および観測の方法

観iJ!lI を行った林は， :'I;. J!，J樹高約 10m，林の幅 106m の広葉位J林である。とれについては前

論交のに述べられている。

風迎の観i!1l1は p 翌日工 fiJf型のノj、型ロビンソン風速計 7 台を 8mのジュラルミン製のポ{ル IL:泊

当な川陥に取りつけて，とれを材、の前縁台よび林の前縁から内方i乙[，.J って， 16m ， 42m, 62m , 

80m の各地ll~'こ移動させて行った。カウンターによって 7 台 1 ，，]11加乙胤辿が読まれ， 林前のJ!il\.

辿との比較は，林の前方 10 1;'{.点に設けられた地上1.4m のロピンソンI武力計ーによって行われ

た。携帯川の風向風速I~Iで風[日]がiJ!1I定されたが，林内の風速が弱くて欠:'1;Jがるまり敏感に廻ら

ないときは，ポ{ルの光端l乙取りつけられた矢羽と比較しながら行った。

S 3. 観測の結果

7 月 19 日と 20 日に行われた観測の結果を第 1 表および第 1 図に示す。風速はいす--*1-も

10 介山千J台風速でるる。

奨林業試験場札幌支場防災研究室
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林のl冶縁および林内の風速垂直分布第 1 表

1952. ﾌ'1l. 19. 林縁の風速垂直分布

さの風速 (mjsec) す
同
一
|
|

各
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林内の風速垂直分布 1952. �'ll. 2O. 

各高さの風速 (m/sec) 
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." (80) (96) (96) (84) (52)' (44) (28) 

2.4 2.6 2.2 2.6 I 1.6 I 1.2 1.5 
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林の IザI縁で粒ijÆJ:ドの}JliUiliは位J7tiードの "1

註:

ほどの高さで11止にとなり，地凶作目近たよ

。'
b
 

地

ι

び樹冠内では小さい。林の前縁から 16m

の地点の風速も i'îJ じように，樹百下の地

0
 

47n 

為
同

林の上 4m 附近で故大となっている。

前縁から 40m の地点では分千"irth紘の形

2.0 
くらい地上 2mはだいぶ変ってきて，

までは 16m の地点と大きなちがいはな

くらいから上}j'で、は風速はいいが， 4m

林縁および林内の風速垂直分布第 l 図もっともこの地点ちじるしく ilえ少する。

では校が張m していて，地上 5.53m から上方のJ.!IlLi主計がとみ介った牧葉の rllにあったのでp

くらいの林内の室げき直径 5mその影響もあると，I目、われる。林の前縁から 62m の地点は，

との地点では風向風速計の槙準風速が 3.7 m/sec を示しているにもかかわら歩，であった。

ポールの先端に取りつけられた矢~::3は矢初が敏感に主力かないほど風速が弱かった;つであるが，

主げきの中に渦乱流のあると始終変化して，時には10秒ILl J に 2 回もぐるぐる廻るととがあり，

さらに 80m の地点と p 林の前縁から遠ざかるにとが知られた。林のüな韓から 62m の地点，

つれて樹冠下の風速比は減少してゆくが，枝院El音内の風壇上七はあまり変化がない。林の前縁か

らの距離による各々の高さの風速減少のありさまは，第2 図から一居i切らかである。第2 図 l土
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第 2 図林縁からの凶離による風速の~化 第 3 図実験式と突mu値の比較

林前 10 恨の ~~~I~t1t風辿ーを， 3.0mfsec にひき直したときの各地点の各自さの風速を表わすO 樹

足下の風辿はほぼ、山中Jk~I'~に減少するが，一方位打山l'rf^Jの J!lit迎はほぼ、指数的に減少して，林の前

縁から 40m の地lJJ)'f.J近まで、は乏1;げきに減少し，その後 Jjでは減少はゆるやかである。

今水~I'-方向の風速 u が，材、の l訂J縁からの距~J~t x の桁数関数

u=u" e-"'" 

で、表わされるものとする。

ととで uu は林の前縁 x=O の U ， α は林のJ.!1\tに対する抵抗の係数で、高さによって変化す

る。上の式に第2 図の u の自立を入れてやると，各々の高さの抵抗係数たよびJ!ltt辿ーが求められ

る。 ;.1l~rされた風迎と実iJlil された風辿を図にプロットしてみると p 第 3 図のと必りである。おJ

冠hff竹でl~i~ t主多少ぱらつくが，前にも述べたように，林の前縁から 42m の地点の風辺iがとく

に小さく衣われているととと， 62m の地点が林内の広げきの'1 1にあったととを :J5aえれば近似

の税皮は比般的よいo *::l':ticL下では両Jfはよく一致する。 f底抗係数 α は粒J7cL下の地上 1m~3m

の r{::;J さでがJ 0.009 である。地 1-: 3m~5m の高さはちょうど樹高が約 5m のノj、木の樹冠!斤の

前i さに相当するのであるが，との[íf・日立の高さで α は急:げきにIT して， 高木の樹冠h+内ではほ

ぼ一定の約 0.029 になる。

第 2 茨林の抵抗係数

池上高 (m)|問撒(山
0.93 川85

3.13 0.0120 

4.33 0.0184 

5.53 0.0253 

7.93 0.0288 

すなわち林の r[rの風速は林の前縁から内に向って進むにつ

れてだんだん衰え， 距離の指数式で、去わされる〉 佐J7rL J佐内

は枝や葉が混んでいるからその衰え方は樹冠下よりもはげし

し そのちがいは抵抗係数で、表わされる。 林の内に進むに

つれて風速が衰えてゆくが，との場合圧力が変らないとする

と p 風は林の上方から逃れてゆかなければならないから風の

流紘は上向になる。

風の流線と抵抗係数 α の関係l土，グを鉛直上向にとった

高さ v をグ方向の風速とすると
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で、表わされる九

今林の rl' を正:i さ 0.5m ごとの授に分けて， 風はとのほの'1'で、は一様なJ正.jJ\:を交けて;主主)J を

するものとする。 1 つの松内で上手lーした流*;j~カ ~.:j~のほに入ると，との!??の抵抗は下の!?子より大

きいから上井のカーブは急:になる。つぎつぎにとのようにして各々の府をつな L 、でゆくと p 全

体の流<<~J~の近{fJ.fjl'L iJ : f 'J られる。第 5 闘はとのようにして11肋込れた流械を示す。ととで林のHíf*)í~

までは，各々の高さのNê紘l主ノ'}，千であると仮定する。
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第 4 図樹木の抵抗係数
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第 5 図林内の風の流線
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A study of verticaI wind velocity distributions was conducted in broad-Ieaf 

forest areas to observe wind movements. Measurements were made by using 

seven smaII 3・cup anemometers. 

The wind velocity at a given height u graduaIIy decreased from the fringe 

of the forest inwards which can be expressed in a simple exponentiaI function 

of the distance x from the fringe; 
u 二 uue -<<"

The drag coefficient αas caIculated, is at 0.029 in the canopy while it is 

at 0.009 under the canopy. 



海-霧と森林内外の陽光量

Yutaka HλHADA: A Study on SunIight Forests on Foggy Days. 

原 田 泰特

S 1.まえがき

森林のJ~IH. で的問を保っているいわゆる上貯木から林応をおうているいろいろの厨肝?を構成

している航生が， iJ持光によって差異をあらわすととは，いままでの研究によっても知られ， :l:也

被杭物の1-1 '，現やその欠 [<1ほどが防光量について論ぜられている。

林冠の|掠11\1をもれて射入する直射光線が，地上に影を砕す地点で、は，そのJ!H身、j の瞬11\1は相当

多量のJ!{~射をうけているが，なお棟地の liiJU寺観ìl!Hの紡!f~にくらべると極めて少量で、あるととが

多いo

との度はìÞÞJ'iがかかった場介に，との関係がどんなととになり，それがffHffJ"の発生や更新に

たいしていかなる影響を及ぽずかをう';11ろうとして，林内の調査や観ìJlilをしてみた。林の内外l乙

対して同JI;'j:観 i!!llを耗 rr にわたって実行し件たのは，ヤチハンノキ林・カラマツ人工林・ヤチダ

モ林・エゾマツ林および珍辺海岸のグケカンパ林等で、あった。

とのうちグケカンパ林の観ìl!l\を除くと，いやれも夜I j\ Jから朝方にかけては海議がかかってい

たが， 8 時とろから[1::.!r-i!l:くまで・は晴天の時が多く，午後 2 時とろから高揚となし全天を挺

って長大のJI寺と同様な結果を示していた。

との観ìJli Iにあたっては，林業1試験場札帆ー支場絵:}I:持14:技1\' ， líí]_l二釧路混牧試験地の佐々木径

五郎氏の御協力に対して深謝する。

S 2. 観測の方法

Gorcznski 氏の SoIarimeter によって， 15 分むきに林内外の I'iJ時観測をなし，とれと平行

して， Luxmeter による}限度と紫外総量を ìJli\定した。紫外線はクリスタル・ヴアイオレツト無

色シアン化*勿のアルコール溶戒を紫外線を透過し得るアンプ{ル内に封入し，との溶液を紫外

航に照射するとき紫色を生やるので，との紫色を標準色と比較して紫外繰の強度を測定した。

との強度と j照射した時I1fl とから， 1 分間]紫外棋に照射したときの強度数を換算して求める。

1 分間!!な射時の紫外線の強度を (n) とし， 上七色瓶の詐号を nt ， 紫外脱照射時間(秒)を

t とすると

長北方林業会長・北海道林政課嘱託・林業試験場札幌支場研究委嘱
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で求めら .{Lる。
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1) ヤチハンノキ4木

S 3. 森林内外の陽光観測成績

-171-

7 月 8 日， 9 fl , 10 日， 11 日の 4 日Ii IJ は終日観測を行ってみた。

7 月 8 日は 5 時とろには朝霧がj突し透視距雌 120m 内外で， 6 時ころには 100in となっ

た， 8 時とろからはv防火晴れてき

て， 4m の風が吹いていた。 10

時から太IJI 十j に入る一統むと旧道と

の分れ路の附近のハンノキ林で観

測を開始したυ

との林の樹冠の配置の状謹は第

1 図のようなr~í'でまうって， 10m']

内に 21 本の立木を凡，その平均

直径は 6.9cm ， :'1三均樹高は10.6m ，

とのなかの材杭は 0.725 m3 であ

った。観測の紡よ}~は tfD 去のごと

くで、あった。

ヤチハンノキ林の林氏は春から

手大にかけて放4交するためヒラギシ

スゲ・イワノガリヤスなどは採食

されて発生が話くなっている。

01(10 0ιI(m 

.-. . t J3()il 
()9(?n -

O伽

第 1 図 ヤチノ\シノキ林の投影図

(10m2) 樹高 3.5~8.5m

cm は直径，霊~，士観測地点

第 1 表ハンノキ林内外の陽光( 7 月 8 日)
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と ~1.-1乙反してホザキシモツケやヒメシダ・ヱゾシロネ・メシダ・ヤマドリゼンマイ・パイケイ

サウ・ヒオウギアヤメなどc'Y~皮度が大となっている。

観i! [l 1の結果は第 1 去でも明らかなように 10 時から 12 時までは林外の平均では 1.4882

g.cal/cm"/min，林内は 0.0815 g.cal./cm2/min で，林内は林外裸地の 5% にすぎなかった。

第 2 表 カラマヅ林内外の陽光 (7 月 9 日)

. -t_~ M '¥fI'_ r=.;r. -r-I--rh ~1~ .EL 紫外線電 (E)
時・分|林外光量|林内光量トー十

I g 四1./州/凶nlg・ cal./cm"/m円林外林内

よ∞ 0.8225 0 ・ 0193 I 0 ・ 817 I 0 ・ 0717
15 0.8925 0.0290 

7 30  1 0945;1 口47

lm  l 0048: 
1.1375 0.0965 

1. 19C コ 0.0540

1.2250 0.0叫

9. 00 

" 15 

" 30 

か 45

10. 00 

か 15 I 
か 30

か 45 I 

11. 00 I 

か 15

M 30  l 
か 45 , 

12. ∞ l 
" 15 

か 30 I 

'1 45 I 

13. 0。

か 15 I 

ケ 30

" 45 

1.2425 

1.2665 

1.2863 

1.2950 

1.3125 

1. 3 125 

1.3038 

1.3038 

1.2665 

1.26C コ

1.2250 

1. 1900 

1.1375 

1. 1025 

1.05C コ

14. 00 I 1.0150 

グ 15 I 0.9450 

か叩 1 O.腕5
" 45' 0.8225 

15. 00 I 0.7350 

か 15 , 

か 30 I 

'1 45 

16. 00 

か 15

11 30 

11 45 

0.7175 

0.4988 

0.42C コ

0.2450 

0.2363 

0.2363 

0.1400 

0.1138 

0.0540 

0.0483 

0.0483 

0.0579 

0.0386 

0.0386 

0.0386 

0.0579 

0.5404 

0.1737 

0.4246 

0.0386 

0.0386 

0.0290 

0.0676 

0.0772 

0.0579 

0.1158 

0.0386 

0.0193 

0.0154 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0097 

0.0039 

O.OOC コ

0.817 : 0.0717 

0.850 I 0.0717 

1.000 : 0.161 

1.00J 0.108 

『J
4

匂J円
unu 

∞
 

R
υ
 

1 .225 I 0.07 17 

1.225 , 0.0717 

0.0390 

12 時 15 分から 14 時までは林外

千均1.22268 g.cal/cmりmil1で，

林内21~ltJ O.06734g.caI/cm勺mil1

で 6%，また 14 時 15 分から 18時

までは， 手本外 0.21579 ， **内は

0.04681 で 2236'を示した。との

日は林内の)H~射がタF誌をうけてい

た関係で、午後は哨がl していたが，

全 1 日では林内は林外の 11% で

あった。

2) カラマツ林

7 月 9 日には太岡村の徳 I'I~牧場

内で， H同11 13 /'1三に植栽した樹令

17 年生のカラマツ林で観iWJを行

った。第 1 巨lの間伐がほどとさ

れ，近く第2 回の間伐を行う予定

の処で，すでに枚組が交錯して林

J1ミの下平は衰退してササがわやか

に進入している程度であった。

第 2 凶 カラマツ林樹冠投影図

上段 cm は直径，下段 m は樹高

以下同l引
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10mコの )jllヲ区 ctr\:2 図) I^Iの本数 12 本についてみると， ;'1'-どJlÜ径は 12 cm , ;'j'-:EJfJlJ?';j は

7 ， 3m，村杭は1. 097 m' で-るった。とのほぼ r[1グと部に近く， SoIarimeter を据えつけて観測

した結県は抗2 炎のようなが;県を件た。

林外と林!刊の)fH射の状i)~は郁 6 図に示されている。観測のときは， 9 時到にはほとんど無風

状態で，林内の随所に以E ，I.~i.状の!!日射をみたが， 10 時凶には班点状J)!!日射が消失し，微風が川

てきて林内のシダの共5がゆJしていた。 12時とろには林内はまた班点状のJEt射をうけ，観il!lJmìr!iîー

を ql，己、に也径 1m くらし・の処にもJ!H身、j をうけた。 13 時にはJ!{{.射がなくなったが， -+..j，外はなお

晴れていた。 15 時から 7iJí.い:五がかかり， 防光も剥くなって冷え冷えしたJ!It~が吹いて， 16 11 年

30 分ごろには全xn記におおわれ市議のかかったことが観測IJ され， 16 時 15 分ごろからは海岸

方的[から霧が11j1しよせてきて， 16 時 30 分ごろには観測地一帯にも霧が去来して， 17 時ごろに

は透視距離 300m 税!支の議となって林内では!!日身、j主を感じなくなった。

8 時から 12 時までは林外1. 15538，林内 0.05018 g.cal./cm2fmin でF わす=かに 4% I亡す

ぎなかった。 12 時から 14 n年まで

は材dト1. 1558 ， 村， ("1は 0.1735

g.cal/cm'、Imin で， 15.% を示した

が，その後tr.f) ;':の ):iから混がかか

。てきたので， 14 n年 15 分から

17 時までは林外 0.5002，林内は

0.02492g.cal/cm2Iminとなり，そ

の%は午前r[ 1 に近く 5% となっ

た。全 1 n についてみると林内は

林外の 8% である。

3) ヤチダモÆ'，j，

7 )j 10 fl は 411年には '}J.ヵ:カミか

し透視距南fl370m TYJ主であり，

5 時には 320m となった。 8 時 30

分から観測を悶始した。当日は12

時頃少しく照射をみたが，全天曇

って晴れや，午後は風がでて 15

時より降雨となった。

樹冠の配白の状態は第 3 図のよ

うな所で， 10mヨ方形区内の本数

は 10 本を数え， 千均也径 12.9

第 3 表 ヤチ〆モ林内外の陽光( 7 月 17 日)

時・八 l 林外光母 林内光量一整型線泣 (ε)
刀;g.caI./cm2/min g.caI./cm2/mi n 林外|林内

8. 30 0.1750 

8. 45 0.1400 

9. 00 0.1400 

9. 15 0.2625 

9. 30 0.4200 

9. 45 

10. 00 

10. 15 

10. 30 

10. 45 

11. 00 

11. 15 

11. 30 

11. 45 

12. 00 

12. 15 

12. 30 

12. 45 

13. 00 

0.2275 

0.2100 

0.3325 

0.5250 

0.4025 

0.4375 

0.5425 

0.66己0

0.3850 

0.3675 

0.3500 

0.2975 

0.3238 

0.2975 

13. 15 0.2450 

13. 30 0.2100 

13. 45 O. 1 925 

14. 00 0.2100 

14. 15 

14. 30 

14. 45 

0.1488 

0.1575 

0.1750 

0.0676 

0.0579 

0.155 0.0250 

0.0579 '0.155 0.0250 

0.0965 

0.1544 

0.0926 

0.0772 

0.1351 

0.2123 

0.1544 

0.1737 

0.1930 

0.2316 

0.1514 

0.1351 

0.1351 

0.1255 

0.1351 

0.1158 

0.0965 

0.0965 

0.0772 

0.0965 

O. 仁 579

0.0676 

0.0579 

0.242 0.0346 

0.817 0.1080 

0.541 0.0717 

0.544 0.0688 

0.252 0.0316 

15. 00 0 , 1750 0.0483 



174 ー 林業試喰場研究報告第 64 号

cm , :'1'-均値Jt:î 13.7m，その村杭は 1.329m:! で，下

-fLとしてはパイケイサウ・メシダ・ワラビ・ホザキシ

モツケ・チシマフウロウ・アキノキリンサウなどで方え

牧の結県クロパー・チモシー等も林氏をfü.っていた。

叡iJllJの紡月Lは第 3 去のごとくである。

ヤチダ、モ林は疎林のため林内の!!日射は多かったが，

午後は，止天となり， 14時とろから I刊を交えたため林内

外の差は少なくなった。

第 3 図 ヤチダモ林偽l冠授J影図 8 n寺 30 分から 12 fJ寺までは材z外 0.3488 ， 材;f^Jは

o .13291 g.cal!cm~fmin で 38% を示し， 12 時 15 分

から 14 時までは林外 0.26578 ， 林内 0.10976 g.cal/cm引nin で 41%， 14 時 15 分から 15

fJ寺までは林外 0.16406 ， 林内 0.0579 g.cal/cm~fmin，林内はÆ*1iトの 35% を示し， 全 1 円の

叡iJll昨:111よ~で、は林内は林外の 38% になっている。

4) エゾマツ林

7 n 11 日に l二尼幌のヱゾマツ林で観測する。明は少しく議がよ也上にかかっていた。 12 時 45

分より微[:[せがはじまし火第に強くなり， 13 fJ手 15 介i乙観illlJ を 1[1 rL:した。

位j'itLの向日白状態は第 4 図のような所であって ， 10m~ の方形区内に 8 4，;があリ，千~JlÜ径

31cm , -'J'-j:[J位j~':j 20.6m ， 材七日は 9.241m' である。 下1.Y.としてはオシダ・ミヤマワラピ・ヤ

マドリゼンマイ・コウモリサウ・マイズルサウ・イワノガリヤス・コミヤマカタパミなどが+本

I~ミを主立っていた。公ノ〈であったため観測もイ汁づ子であったが，その市山県はみ(~ 4去に示した。

第 4表エゾマツ林内外の陽光 (7 月 11 日)

時・分|林外光量 I 林内光量|| 紫外線量 (E)
g.c旦1(cm2/min i g.cal(cm2/min i 林外 I 林内

10. 00 I 0.2100 0.0483 

" 0.2275 0.0483 

か 30 0.1925 0.0290 

か 45 0.2800 0.0386 

11. C コ 0.2800 0.0425 0.544 I 0.112 

" 15 0.2100 0.0290 

か 30 ! 0.21C コ 0.0290 

グ 45 0.210J 0.0347 

12. 00 0.1750 0.0251 0.335 0.103 

" 15 0.1750 0.0193 

" 30 0.1750 0.0193 

か 45 0.1050 0.0154 

13. 00 0.0525 0.0058 0.155: 0.061 

" 0.1050 0.0097 

すなわち 10 日辛から 12 時ーまでで

は林外は 0.2216 ， 林内は 0.0360

g.cal/cm2fmin で， 林内は 1636'

θ 

第4 図 ェヅマヅ林樹冠授影~

P.J ェヅマヅ
P.G アカェヅマヅ

Ab トドマヅ
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を示し， 12 !1寺 15 分から 13 時 15 分・まででは林外 0.1225，林内 0.01389 g.cal/cm"/min で，

林内は 11% にすぎなかった。会観i)lll時については林内は 14Jó'で・あった。

以上とれらの林内Jコ防光量は， "}たj、受託量にはj主していなし、としても p かなり idii 少であると

とは特易に J汚えられるととろで，しかも寄IJ介に灯ヲくの日の観i.!!I1で‘あったととからみても，海霧

の来襲の日制乙は，さらに著しいi成少を示すととは lりj らかである。さらに INI 匝l にJ本立している粒J

木の影|告で，尚一通の林地では 2 時1111以上[rí]-的所iてJfH射せられるととが少ない。すなわち，極

めてlIiiかの防光が林内に射入するのである。したがって，いろいろの樹陀の稚樹が生存しうる

としても，さらに良好な生育をとげるには，なお多量の防たを必要とする場合が多い。ただ他

の比相、|二の InHj~?'I''I:に関係する環境 1 '，1子がとの欠乏を*111完しうる場合に現内よりさらに良好な生

長も期待するととができる。すなわち環境のq f.'f主ととに ISl子ialの変化性にすl立し，その1111の有IJ

完程度を IIJjらかに.し，相互1 1\ 1の関辿について考ー慮しなければならない。

防光は光ととれに随1'1'ずる熱ヱネルギーは生王IH学的には別々に三!<it邑しなければならないとと

ながら，メにj誌には不可分の妥P~Iで、あし分離してjすえるととは森林生態学卜.からは無立五であ

る。

Inüj盗性の強いトドマツの雄樹で、も 4~5 年生のものは比較的弱度の防たにも耐えうるが， 15 

~20"1ミなどの齢昨与を加えたものは次第により多くの防光を要求する。防たの強度と I，F令との科l

関係数は十0.864士0.027 で，桁接な関係があるととがわかる 1)0 とれらトドマツ林内でも光

の強さは全光量にくらべて 10% 内外で，班点状の.l!H射をするととろで 20% に辻:しているの

は柿で p 林)おを被っている地被航物の下では 2~4% を脅迫とし， 1庁i林または林床が笹で、被わ

れているととろでは1.5% 以下になっておけ，その下には他の布lï !f'lJJの生存は許されない。

したがって ， JJi:ri)rは 5% 以下では困難で， lnjJj副主の強い樹のJ;!i析で、も 5~10% ではじまり，

非|耐陰性の樹で、は 20~30% でないと更新がはじまらない。 30% J.-1.J二で、更新が盛んとなり，

:lrl:もよい生1iーを JVJ侍するのは 50~60% 主J，，_J:.である均的。

すなわちぷ1:1 1村ではヤチダモ林を除いては， ，fjf二樹のJJiお?にはい-Nl も不il担当であって.上尾

悦のヱゾマツイヰーで、わ歩、かに，fff~樹を生じているがp カラマツヰ本では下立さえも欠如l している。

~ 4. 海霧来襲時の陽光量

太田村は海;岸からの距離があり，日中 i乙霧がかかるととが稀で，多くは日没後であるので，

陽光が出霧に影響される状況の観測には不便であったので，第2 回の観測の時には厚岸の珍辺

の海岸で観測するととにした。

8 月 2 日)手岸~Ir大字珍辺の厚岸事業区 5 林班のダケカンパ林内外を対照として観測した。と

の日は 9 時とろから厚岸の方両から霧がかかってきて海岸を去来していた。それで、海岸と海岸

から 250m 後方の林外とダケカンパ林内の 3 筒所で 10 時から観iJlll を悶始した。



形区内の本数は 17 ~三で，林冠

の状況は第5 図のごとくであっ

た。 -'1"均直径は 10.2cm，平均

樹高は 10.5m で，材Htは1.132 m3 であった。

海岸にはミヤマハンノキやケヤマハンノキの小群落があったがp 大学はダケカンパから成る

-176 ー

第5 図 ダケカンバ林11t?冠投影図

とのダケカンパ林の 10m" 方
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第 6 図 カラマヅ林の陽光照射量

実線は裸地:1 l~(線は林内
下車地を 100 とすると林内(土 8%

林で、 p 海岸lこはショウブ・チシマフウロウ・ノコギリサウな Eが見られた。

観ì!!ll時には 11 時とろはウス防模様であったが， 14 時 30 分とろから全天が曇り， 15 時には

風も加わって p 土弘1::の湯は去ったο 観ì)ll lの結果は第 5去と第 7 図および、第 8 図に示した。

当日は極めて薄い主主ではあったがp その状況をおIH足するととができた。林内後方の裸地と霧

のかかってきた海岸での結果を見ると， 11 時から 12 n寺まではf~U也 (A) は千五j O.59105g. 

Ho.I 
cm怖1"

1.3 

cal!cm~jmin で， 1M岸 (B) は平均 0.18484

g.caljcm"jmin で，その割合は 31% であっ

立
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C 5'・ケ力 1 マrAc内 (11%) 
L守K

第 7 !ZJ タケカ Y バ林の陽光J布、射量

たが， 12 時 15 分から 14 時までの結果では

士竺!l直明外相υ
上"' ・ー 噌 ・，

ー守ー-A色町月Uf_! 】 .x'
→一 --c ，"信 M

:|、，，""\-
r 、 _1 " 

剖| 、v ヘャペ~旦，.............;，'，-.~.......t , ........j/ -_ _'-.........sヘ二:ニヘAγ \\ーー
V 九、』ー_/ー一ー、ー『 一ー

山内 ~---:";'~--;:~ H"1~ 

1.1 

1.0 

09 

06 

OJ 

06 

0,5 

0,4 

↑ーでごとごっさ

第 B 図 !fケカンバ林内外の緊外線 (1')
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C 紫外線量
林内光量!
g.cal/cm2imin I A 林外 IC 林内

1.837 

A B 
内陸林外光景 | 海岸林外光量
g.cal/cm2/min I g.calicm~imin 

1 1.∞ 0.5211 

か 15 I 0.4439 

/j 30 I 0.3088 

'1 45 I 0.4439 

12. C コ 0.7527

11 15 I 1.0615 

30 I 1.3317 

か 45 I 1.0808 

13. 00 I 0.9071 

11 15 I 0.6562 

30 I 1.0229 

か 45 I 1.0615 

14. C コ 0.9843

か 15 I 0.8106 

30 I 0.2895 

か 45 I 0.3474 

15. 00 I 0.1737 

か 15 I 0.2123 

30 1 0.2316 

か 45 I 0.1737 

16.00 I 0.1544 

か 15 I 0.1351 

照度 (Lux)

A林外 c林内

750 i 

ダケカンパ林内外の陽光( 8 月 2 日)

(ε) 
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0.0965 
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0.2100 
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0.1925 
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0.0613 
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その:則合は 16% を示し，また 14 時 15B 地は 0.1618 g.caI/cmγmm で，A 士山は 1.0132 , 

分から 16 時 15 分までの千均では A 地は 0.2809 ， B 地は 0.09916 g.caIicm"/min で， 27%

であった。 14 時 15 分からの比率が大きくなったのは午後から霧が晴れた関係と品われる。

との時ダケカンパ林内では，海岸 B 区の牛ば、に減少している。すなわち，A 区と林内 (C 区)

14 時 15 分から 16 時 15とでは， 12 時までは 16% ， 12 時 15 分から 14 時までは 9% ，

分までは 13% となっている。

観;JlIJ時の合計ーでは 43.9014霧のj従い海岸は，謡がかかってきた時わ観測で、は，すなわち，

~f\手:T~まは 1/4 g.caI/cm2 で p 謡カ~;j:;jq乙吸牧された後方f!.t~地での観測では 194.962 g.cal/cm2 で，

21.4796 g.caI/cm2 となってさらにその(海岸の)牛ぽになににi成じているが，中本内では，

いた。

云いかえれば当日の霧によって日照は平均して 23% に減じているが，林内ではさらにその

したがって，当時は森林によって霧粒が捕捉されp 後方の開放4三分 11% 程度になっている。

地までは及ばなかったととは明らかである。

その-~立的な f頃向は SoIarimeterl乙よ

るものと同様な傾向を示していた。すなわち，明るさでは林内は 13% でるし紫外線の量は

Jf~度むよび紫外紘の量は 1 時間ごとに観測したが，
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林内は 16% を示している。

!� 5. 陽光の観測と同時に調査，考察せられたこと

(1) 樹木におよぽす出湯の)T6特

トドマツ・エゾマツの花粉は 25 0C の恒温で 1 恩夜で発芽するが，花粉の寿命はそのままで

は 1 週間くらいで 50% 以下になしそれより長くなると発芽しなくなって受精がおぼつかな

い。そとで，花粉が飛散しはじめてから 1 週間ぐらいの 1111に花の温度が 25 0 C くらいにJ二井す

る日がないと花芽が沢山ついた年でも結実に影響して， 不拡性のタネや主ltが多く 1)(1 作型にな

る 4)。

とのととについては，イロ身J熱による花詰[の上昇を iHH~とするととによって，豊凶関係を-)ぽIUJ

らかにしうると考えているが， 27年度は試験の実施がi!{かった関係で、その時機を犬したので，

28 年度に実行を計画している。

ただとの地方のトドマツの師、乃最lil を校粧の[-.1亡残っている出県の*Ihから松井技官5) が推定

したのによると，結実年度は 3~4 年に操りかえされP その 111]1乙は，ほとんど結実がみられな

いかp ごく僅少である。すなわち昭和 21 年または 22 51ミによく結実し 25 年ないし 26 :'1'.に

多少の結実をみている。とれは野申込地方の2~3年ごとに豊実年度が繰りかえされ.そのiHJIこも

多少の結実をみ，会〈結実しないのは豊作の翌年 1 何年ti/:であるのに比べて，概して日射と温

度の不足のために花芽の形成に必必な C/N の比率がととのわないためと考えられる。なお，

との地方のトドマツの由来は池川林務署哲=内のそれと比較すると，その大きさは午ぱにすぎな

いといわれている。

1Ii柔rrにおよぽす影~Q.~についてはすでにのべたととろであるが，とれらの材寸三の稚tMが発生し

でも， i紅~~芸の影響によってその生育の劣っているととも就に知られている。毛主果などの状況か

らみても，霧による影響が，二重，三重に林木の上iこ力"えられていることは見逃すわけにはゆ

かない。とれらの幸吉果については別に報告される。

(2) 樹葉による水分・の保有量

林の内外の陽光の観測によっても，森林によって霧祉が捕捉されて，後方の悶放i也にまでは

霧の及ばなかったととは明らかであるが，その附近に成立している林水によって p ととにとの

度はその樹実によって水分が吸着せられる量をiWjÂごしてみた。

最初脳集に付着した水分を測定してみたがp 微量のため野外でその私刊Lを示すまでに至らな

かった。それで、 p との樹葉を搾取してもち帰り，とれを水中に浸して，水を'切って水分が以j下

しなくなった時の水分・保有量を測定してみた。

各樹.~ 10 ~~ーを 1 t洋として， 10 鮮について千均値を求め p その H干については，青写昆I乙

焼いたものをプラニメ{ターで測定して2J'-UJの葉nW積を算出した。各制加-"1'-1:勾 1 枚の栗田技，
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各 1 誕の水分保有量， cm~ あたりの水分保有量を算定したのに第 6 去のごとくであった。

との紡よf~ケヤマハンノキは樹誕 1 牧につき 0 .47 g，グケカンパ 0.225 g , ミヤマハンノキ

0.765g , イタヤ 0 .47g で， cm" あたり水分保有量はケヤマハンノキ 0. 0l006g， ミヤマハ

ンノキ 0.00975 g , ダケカンパ 0.00965 g , イタヤ 0.0077 g の順であった。とれらは各干泣誕

の最大の保有量と考えられるが，との量を超過したものは滴下しはじめるものと，官、われる。今

後p さらに防主主林を形成する各樹極の葉や桔I4F，それに下車などについても拍捉する量を確か

め，同時に林で泊j下しはじめるときの霧の濃度，その時間などについて林縁から高さと距離別

に調べる必要があるとJιっている。

第 6 表樹種別の葉による水分保有量(厚岸郡珍辺の海岸での調査)

樹 積 |平均 l 枚の葉面積 cmZ I 業の水分保有量 g cm2 当り水分保有量 g

46.7 0.470 0.01006 

〆ケカンパ 23.3 0.225 0.00965 

ミヤマハンノキ 78.5 0.765 0.00975 

イタヤ 61.0 0.470 0.00770 

S 6. むすび

多くの森林は多少にかかわらや班点状に照射する疎開部を有している。林冠のすき 1mをもれ

て身、j 入ずる防光が:ltιl二に影を落す地点l土，その瞬間は相当多量の)!{t射量があるが，なお楳地の

fiÒ時観ìl!IJのがf県にくらべると極めて小量で、ある。とれば周囲に林立する材、木により白身、j光線の

多くを失い， 1ttQ.J光線が加わっているからで，その地点では，なお棋の競合も甚だ大で吏:析に

良灯-な端境ではない。 しかも千ヰ過の材d也では 2 時Jf \J .L:U二**内の同一向所がとの JEt射をうけると

とが少なく，班点は太防の移動とともに林内を移動している(カラマヴ林では都7 図に示され

たように 12 時から 13 時まで、斑点状の)[{{身、j があった)。したがって，極めて僅かな防光が林

内に射入している。

J.(f ll村での観ìW!ではミヅナラの林では，棟地と比べて平均 8.3% よりなしシコロ・イタヤ

の林で，その下にはメシダ・パイケイサウなどを生じ，放牧地として使川せられている処では

7.4%，アカダモの枝肉下では 5.2% であった。

海霧は多く夜間に発生するので(午前 4時ごろ)日中は晴天となり，午後は高霧となり全天

が曇ってくるので，海霧の襲来の時の観測jと云っても，かかる林内のj照射の関係は曇天の場合

と同様な結果を示している。

また太白l村の湿原のヤチハンノキ林・台地のカラマツ人工林・ヤチダモ林・上尾幌のエゾマ

ツ林などで耗日観ìWI した結果では，林木の生長，ととに稚樹の更新のためにはさらに多量の陽

光が必要であるととがわかった。
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すなわち，ヤチハンノキ林内は 6.7%，カラマツ林内は 7%，ヤチグモ林内は 38% で，ヤ

チダモ林を除いてはいすれも過少と認められた。

1II新は 5% .L;J、下で、/:J: IW日fIで， IniJJ副主の強い樹の更新で、も 5~10% ではじまり，ゴドl耐i0i:性の樹

では 20~30% でないと更新がおぼつかない。 30% 以上で、吏:析が煤んとなり，最もよい成長

を期待するのは 60% .Lj，上で、ある。しかも観ìJ!lj は日'1 1比1引1"J Jfj1Jヲ〈時であるから，深い認がかか

ったときはさらに{氏い出身、j量であるととは勿論で・ある。したがって，いろいろの樹聞のTfけ封が

林内にあっても，とれらに良好な生77をとげしめるには，なお多量の陽光が照射する必要があ

る。

また厚岸郡珍辺の泌j岸で，識がかかってきた時の観i!ll代、は，湯の深い海岸は p 観測1時の合計

では 43.9014 g.cal/cm2 で，宗寺が林iこ吸牧された後方で、の観inljで、/j: 194. 962 g.cal!cm~ で 1/4

に減じているが，林内では，さらにその午分の 21. 4796 g.cal/cmつとなっていた。

将来これらの事実を一)l"r航;必ずるとともに，居階別にも観iJllJを実施しp 林木ととに出葉・樹

i昨ならびに林内のいろいろの村〔生や地被物によってtJ]j犯される議粒についても距離や!汁階別に

研究を進める必要があれ也んでとのために森林の成立とその1II来~.に及ぽす影告~!乙関して巧究

しなければならない。

文献

1) 原田泰 (1933) :林内におけ'る陽光強度についての一考察林学会雑誌第 15巻第 10 号 28

~50. 

2) 原田泰 (1951) : 森林気象学 71. 

3) 原田泰 (1942) : 林学領域に於ける陽光問題とこれに関連する二・三の環境因子に関する研究

立主に育林上の処置について 帝室林野局北海運林業試験場報告第 1 号 234. 

4) 原田泰 (1940) : 北方林業樹憶の品種問題北方林業研究会講演集 11. 

5) 北海道線合開発調査報告書根ifrJI[防霧林設定計画訓査編 164. 

R駸um� 

Generally speaking, 1τlOst forests have ragged breaks or small opennings in 

their canopies through which direct sunlight filters through. 
The amount of sunlight which filters through the canopy and reaches the 

forest floor at a given moment is considerable but is nothing compared with 
the amount observed simultaneously in an open area. Moreover , on account of 
trees crowding closely, root competition exsists. 1n a normal forest growth 
it is highly improbable that the same forest floor could be influenc巴d by sunlight 
for over two hours at a stretch. It can be said that very little sunlight finds 
its way into a forest. 

According to our observations at Ohta-mura , the amount of sunlight in 
Quercus-forests barely reached an average of 8.3% of the light density of open 
areas. And inρhellodendron-Acer fOrests where Dryoρteris， Veratrum sρ. 
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covered the forest floor and had been used ﾍor pasture, the sunlight amounted 
to a mere 7.4% of open areas. Under Ulnzus canopies the amount of sunlight 
was only 5.2% of that of open areas. 

Sea fogs in this area have a tendency to form during the night with the 
mornings clear, and in the afternoons high altitude fogs appear forming an 
unbroken overcast. As a result , though our observations are centered on sea.fogs, 
the results of the relationship between sunlight and sea fog in forest areas are 
the same as on cloudy days. 

As a result of a full day observation of ligh肱1託t density in the ma但1
Oh肱1抗ta仕剖.寸mura in FraxiωJη'UωtωS t刀nzηZαnd出shuric印正a ， Larix Kaem�feri and Alnus jaJうonica
var. arguta forests it was noted that the sunlight was far from being sufficient 
for the healthy growth of trees. 

The light amount as compared with open areas was in Alnus.forests 6.7% , 
in Larix.forests 7% and in Fraxinus.ﾍorests 38.%. In other words, the amount of 
sunlight in forests other than Fraxinus was far from sufficient. 

Reproduction in 5% light density areas and under is difficu1t. Even in the 
case of tolerant trees reproduction begins at 5-10% and in the case of intolerant 

trees at least a 20-30% light density is requied to initiate reproduction. 
It was noted that reproduction at 30% was f10urishing and that maximum 

growth could be expected in areas where the light density was over 67%. 
As our observations were conducted on a clear day it is obvious tha:t in a 

dense fog the rate wi1l be higher. Therfore we can say that seedlings of 
various trees in forest areas will require a greater density of light for favorable 
growth. 

According to our observation on the Akkeshi coast (Pacific coast) during 

sea.fogs , we noted that the sunlight was reduced to one third of its original 
density. In dense fog areas the reduction rate was 45.8176 g.cal/cm". 

In the lee of forest be1ts 194.968 g.cal!cm". In the forest (Betula Ermani 
var. genzuina) the light density was half of that of the coast which was enveｭ
loped in fog. (22.226 g.cal/cmつ.
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~rJ:霧の影響を受ける森村ヰ直生，ととに地形に対する樹林型と樹木U'!を研究し，もって現在の

林況と相生を記述し，将来の主主林に対し寄与するととろを考慮した。

昭和 27 年度調査に|療し，著者等は釧路国東部の海岸地帯におrいて，海霧の影響を受ける弐

の 5 地域を選んだ cun 図)。
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第 1 図試験地の分布
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1 ) 厚岸町アイカップIfl~l ; n) 厚岸町チンベ~鯨も尽附近海岸介地; 目) 1兵中村榊IlIJ

海岸丘陵; lV) 大黒島; V) 1Jî，，'i t村茶内の道有林 ;\1) 防諜林イ1?の樹妥

1)は北大低叫科学研究所研究班と札幌気象台の研究班とに緊絡な辿絡をとし誌研究肌の

制査地点を rlt，L.、とする植生的土地的環境を l旧らかにした。

目)は l字岸町チンべから鯨浜附近に至る川の外洋に対する軒両と台地の林地にi主立し，とと

に防揺林前半Jí~l，il干の;樹ヰ材イ'lf}.えをと調杢した。なおまた少しく内陸にはいった海岸と平行する台地の

広い校卒j店付近にある過放牧地のダケカンパ林を範時にいれた。

目)は泌:昆l壬院の前方に， よし速く離れても海議の襲来を阻止するような台地のあった場

合，林地はいかなる群洛形態をとるか，とれを:知るために霧多平日午品を前方に浮べる浜rl件、j 布j~

町の Ir:陵の 1 地点を選定した。

lV)大黒品のような孤島にいかなる森林が残存しているか，また海岸台地のかげに発注した

森林がいかなる lt下落形態をとるかを知るために，浜 tlt村茶内の道有林l手岸Jlnr~区を選んだ。

v)はほ)~~アイカップlijfPから {111浜に至る出岸線に沿い，顕著な相姿を記H主した。

ただし，印刷の両日介により， lV Y' , V )'X-ò勺 U )i:-X;<. は他の発表機関により公表した。

本却をZiZするにあたり，種々援11)J を与えられた農林行林業試験場札幌支場林支場長p 内問造

林部長，北tR対立林務部川村課長および、厚岸林務者の各位に深尽な謝意を表する。なた写民撮影

や作図に対し助力された辻井達一氏，調査を1与にせる菅野会n也，昨柳延見両氏に深甚な謝意を

表する。

厚岸町アイカップ岬

1. アイカップ観測地附近

A 植生問況(第2 図)

mu路国!豆岸湾東市の Ifll)l角アイカップ岬附近は高距 50~70m ， 断出に固まれ，上部は比較的

地7肢がゆるやかである。気象観測IJをした地点はアイカップl仰の先端に近い地点で，その航生を

見ると，台土也上海岸l亡向えるととろは草原をなし，グケカンパ林が草原につづいている(第 1

図参照)。

観測点 (E) は草原中にあり，図に見るように観測点 CY1) から 83.5m ， 観測点 (Y~) か

ら 100 .4 m，観ì)!i]，点 (Yl)~(Y2) 間は 58.1m の距離にある。観測点 (Yl) ， (Y2) は樹高 13

~14m，胸高直径 18~20cm のダケカンパ林中にある。そして (Yl) ， (Y2) より (E) に向い

様 IV) 官官瀦操:大黒島の植生，帯広営林局樹氷春陽号 1~7 頁. (1953) 
州 V) か :茶内道有林の植生，北方林業 7 月号 1~7 頁. (1953) 
制焚 'll) か 防霧林帯の樹型，植物生態学報第 2巻 162~169 頁. (1953) 
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樹高(土漸減する。

第 2 図 アイカヲ 7・試験地と標準地

アイカップ1I1 II1 より台上也の校総

は p 比較的11I日広〈市北に走ってい

る。そしてタ件下に反してニ|ヒ向ずる

につれて~(.U~に樹高を士17カ/1し，ま

た必J{Jfも多少:f:t'ìJJIIするが， 1{{烈と

してグケカンパが優勢で、， ミズナ

ラがとれについで、いる。干支が.jU:-_に

ある;iZE各i乙沿い (Y1 ) ， (Y2) 観測

点を北に 1 キ同会，臨海実験所分

岐点附近には部分的ミズナラを主

とせる林下に， トドマツのil!!林地

がある。とのあたりにおけるミズ

ナラやグケカンパの樹高は 18~

20m ある。

なお校総から東西両n'iÎの奈[-而地は樹間も多少;豊前になり部分-1'1':1 1乙はヱゾイタヤが府加してい

る。そして択伐を交けたととろにはサワシパやアオダモが多い。

林}jと布1'[!/0Jは本来谷糾~'rì，岩ré\~I也または浅土地を1;会いては:也知が優勢で p 笹知としてはアイヌ

ミヤコザ、サが段も多く pf汁二!乃エゾミヤコザ、サやヱゾスズダケがある υ しかしいす"lLの場合に

も放牧の影響を交けたノド自然のが(生が大部分で p 部分的には過放牧の結139 ノプキまたはシダ

ij!f!が仮 1_lí するととろもあり ， ))j[ Pfrif12 を 1~'::っているととろはきわめて少ない。

1. j','í_ JJ;t 

アイカツフOlllljlの観測点 (E) 附 jliのや:原は p かつてJj'f_牧地であり， また戦時 r['lcclí和也で、あっ

た関係から;!V/:起されたところもある。全体として学白 j誌の航生を呈し現在でも若干の liill場を

有している。そして主1/二起された跡地にはヱゾヨモギが多い。とれら1i川(には一定の優r~Î加がな

く p 生やるおもなものとして次のl丑類がある。

ワラビ p スギナ p エゾイラクサ.アキカラマツタキンミズヒキ，ヱゾノクサイチゴタオオダ

イコンゾウ p カラフトダ、イコンソウ，ツルキジムシロ，シロワレモコウ p アカツメクサタシ

ロツメクサp ヤプマメ，ケクサフジp ナンテンハギp ハマフウロタツボスミレ y ヱゾノヨロ

イグサタヱゾニユウ p オニカサモチタマルパトウキ，オオハナウド p ヱゾミソガワゾウ p ヱ

ゾウツボグサ p オウパコ，ヱゾオウノ〈コ p ツリガネエンジン p ノブキ，オトコヨモギ，ヒロ

ハウラジロヨモギF ヱゾヨモギp オオプキ y カンチコウゾリナ，セイヨウタンポポp アイヌ

ミヤコザ、サ，コヌカグサp ヤマヌカボタオオウシノケグサp チヤシパスダ p パイケイソウ，
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ノハナショウプァヒオウギ、アヤメ。

2. ダケカンパキ!'

グケカンパ林をみると p 外洋に対し前前im悩線~f泉:~がf伐主J探雫に遇つているととが多〈し，内1;

典型的な活漸青山tむ制紘j』泉;Liを示すととろがない。アイカップ岬附;丘のダケカンパ林を表現するため，帯状

区 4 (I.a . I.b . I.c ・I.むを設定した。

帯状区(I.a) : 典型的な風作持ド前和:jill'!をあらわず。

帯状区 CI.b) [I.c): 観iWL点附近において外洋画より樹高の漸正;j! 111棋をやや典型的にあら

わず。

帯状区 (T.d) : 残存木に官める樹高のやや~:jい林地をあらわず。

また林内の木もかなりな択伐を受けている。林床は本来アイヌミヤコザサが俊，';していると

とろで、あるが，放牧午の影響を受けて諸所にノブキが優 r~Î している。

3. ミヤマハンノキ材;

北海i立東部太~I三作沿岸におーいて p 外洋l乙向える地点ではミヤマハンノキの群落がでてくる。

そして一般には楽落程度のものが多い。アイカップ岬附近におけるものは念斜士山て多し一例

として，北大).';;()T I:i;:;\l[if実験所裏山に借状区 CI. e) を設定した。

B 椋 ijli 地調査

1. ダケカンパ材;

(I.a) 帯状区 (40x5)m~ ダ.ケカンパーミズナラ風間材、前線部

アイカップI[IIJI附近において，典型的な風間林の前線がいかなる型を示すか。とれをみるため

に帯状区 Ca) を示す。本帯状区は CEJ 観ìJllJ点より 200m 東方，沢と沢にはさまれた台地の

稜記長近く外洋に向った傾斜地である。そして傾斜地ダケカンパ風間林の~l: .i ;(í;の悲しく横臥せる

方向にペルトのごY:íJ!!h をとった。

林床にはアイヌミヤコザサ(梓高 60cm) が優勢で、， (a) 帯状区の林床材[物の被!支が附近

の林床1'1((物を代表しp ダ、ケカンパ林の外縁，外洋に向えるととろにでてくる可叩\i土 p 最初にの

べた草原と所生止さ言i毛に大差なく，アイヌミヤコザ、サが多く p ノハナショウプがかなりある。

本帯状区の林木配世を図示すれば第 3 図 p 林木配分・を炎示すれば第 1 表p 第2 表p 林!ぷ11[[物

の被度を表示すれば第 3 去のごとくになる。

CI.a) 帯状区の二u主

(I.a) 0 m 何L;Ý~:ト 15 0

F 居 ダケカンパの落葉よりなるやや分解をうけた有機物1tf

Al ]音 7.0 cm ;!:[í(二1:，県相色を呈し，やや竪!l近

A~ 居 12.0cm ;!:iú土，晴樹色を呈しp やや堅使
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第 3 図 C1. a) 帯状区 アイカップ岬ダケカンバーミズナラ林

第 1 表 (1.心情状区胸高直径階別配分表 (cm)

、、

問捌 | | l l | | l l | 、、、、\

~12~414~616~8 i8~ lO i lO~12iI2~14114~16iI6~18124~26126~28 計
樹種

!l. ケカンバ (B) 4 2 10 

、、 ズナラ (Q) 3 3 2 9 

ナナカマド (S) i 一 3 

サワ シバ (C) 4 
t ・

アオダモ(F) 2 2 

エゾイタヤ (A) l 

到
則

3 I 10 5 2 2 3 2ヲ

第 2 表 (1.心情状区間高階別配分表

--------------- 樹高階 l つιq
樹種-~ ~----------I ム~

3~4 4~5 5~6 7~8 8~9 計-

!l. ケう: シパ 3 2 3 2 10 

、、 ス ナ ブ 5 2 9 

ナナカマ 3 

サ ワ シ ノ、‘' 2 4 

ア オ !l" モ 2 4つ]

エヅイ タヤ

計- 10 7 6 2 3 29 
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35-40 

3 

+ 
T 

ヒI. aJ 情状区林床間物被度ー覧表

l5-!O !O-1515-却 i 恥25125-30 i ト35

5 3 

十

3 

4 

r 

4 4 

+ 

4 

+ 

第 3 表

一一一一一一一三区分 (m) I 
植物名 一一一一一一一 i 0-5 

アイヌミヤコザサ 5 

オオヤマフスマ+

キツネガヤ 3

ヒオウギアヤメ | 十

ノプキ 5

ト

+ 

2 

l 

十

十

-~ 

2 

+ 

+ 

一「

l 

+ 

十
十
+
+

一

十

+
l
l

+
十
+
T

十
十
+
+

イワノガリヤス

オオハナウド

ノコギリソウ

オニツルウメモドキ

オオサクラソウ

ルイヨウショウマ

ウマノミツバ

ヲリガ、ネニンジン

ワラピ

ェヅヨモギ

(スゲ) 類

オオカサモチ

エヅウパュリ

キンミズ?ヒキ

チシマアザミ

エヅノクサイチプ

ヅショウ

十

十

+ 
十

} 

.1-

3
4
・

+
T
T
+

2 l

十
十

←「

+
ア
+
+

アキノキリンソウ

ゾヤマハギ

イケイソウ

トコヨモギ

ラジロヨモギ.

ナショウプ

スギナ

エゾミソブf ワソウ

セン !f イハギ

チシマヤマプキショウマ

オシタ

ーマヱ.

エ
バ

オ

ウ

一「

十

十
+
+
T

アキカラマツ

エゾノヨロイグサ

ラゲ、シヤジン

イズノレサウ

ゾノぞグーサフジ

オアマドコロ

ゾスス

タバ

ソ'

ノ、ク

シ

』マ

ホ

オ

1

7

T

 

T 

+ 

キ
ギ
ミ
デ
ウ

ノ
ー

ユ

イ

グ

マ
ウ

フ

モ

二工ー

二>0.

ブ

ンレ
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B 股 29.0cm :l:IÍ.仁L 赤比例色を呈し，堅1買

C 陵地三L，陪資制色を呈しp 竪1i!lI

(I.aJ 35 m 

FJ音主としてダケカンパの落~の分解したものよりなる有機物)皆

A，居 24.0cm fr{(ニL mm色を呈し，やや『掛i}\

A2 )J;r 20.0 cm ;l:jli::L:, níi'例色を呈し ， n銅i}\

BJ音 24.0cm 柏ニ/:，赤制色を呈し，やや竪硬

C 厨:f:rlT土 p 暗黄色を呈し，竪(ilJI

(I.bJ 司?状区 (40x7) m2 ダケカンパ凪U'[ir林

イヰ帯状区は海霧観iWJ所..Jコ凶方 l亡イ設置したダケカンパの風間林で， i:下落はダケカンパーアイヌ

ミヤコザ、サ基詳叢である。"付:riミは台地ユ;L聞の影響ー下で'T生要素ーがやや複雑となり，また 20m

前後の所ーには戦時中の辿絡峠・があり p したがってその -1'\:11のみはササが少ないのである。泌木

版にヱゾマユミおよび、グケカンパやエゾイタヤカヱデp アオダモの幼木を生じている。本帯状

区附近の林床植物を見るにアイヌミヤコザサが多いが，シラネワラピが局部的i乙多いととろも

あり p ノプキの多いととろもある。林保植物としてはその他，弐の種類'!iì' ある。

ヱゾトリカプト p オユヤマブキショウマ P シウリ(羽(ú'iî) ， ウマノミツパp オオサクラソウ p

クルマパソウ p マイヅルソウ。

第4 図 [I. bJ 情状区 アイカップ岬ダケカンバ林

第 4 表 CI. bJ 帯状区胸高直径階別配分表 (cm) 

一日fl ω 8~10 110~12 
I 
14~16|一一 128~30 !… i 計

2 

計 1
I 

1 1 l I 2 3  I 1 I 11  14 
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守
ロ
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(m) 

8~9 9~IO 

2 4 

CI. bJ 帯状区樹高階別配分表

5~6 6~7 

1 2 4 

防霧林の植生

第 51Æ

3~4 階
一
パ
ド

一
同
同

制

ン

ーマ

樹種

ダ戸ケカ

ナナカ

計

一一一一一一一 区分 (m)
植物名 九 一一一一一
アイヌきヤコーヂサ

ェヅヨモギ

ノブ?キ

ヒカゲスゲ?

アイヌキンポウゲ

ウシノケグサ

ホソパグサフジ

ツリガネニンジン

オオヤマプスマ

ヤプマメ

ェヅフウ

スズメノヒエ

イワノガリヤス

オオプキ

チシマアザミ

ェゾノクサイチコ、

ワラピ

ノコギ.リソウ

マブウロ

カモヂグサ

パトウキ

マノミワパ

ゾノシシウド

オガマギグ

ノ、ナショウプ

ツルキジムシロ

アキノキリンソウ

オニカサモチ

イプキヌカボ

ゾコ、、マナ

イケイソウ

ンミスヒキ

ェゾ‘スグリ

キツネガヤ

メシ F

ェゾノヨロイグサ

ラネワラピ

ニシモヅケ

14 

2 

5 

+ 

} 

十

2 

十

4 つ

~1O~1511以O I2M5i2MO 

3 4 5 5  

3 1 1 

十 一ト + + 

+ 
十

• 

十

第 6 表 CI. bJ 街状区林床M:物被度一覧表

ωI 5~IO 

3 4 

十

4 2 

十

一「

+
+
+
+
ム

十

一r

十
十
+
+
+

ロ

十

十

+ 

ー「

ト

-r 

+ 
十

十

十

十
÷
÷

寸

十

十
+
十

+
十
十

4
T

十
十

ー「

マ
ル

れ
ヤ

ニ乙

シ

エ
バ
キ

シ

オ

-マ

ウ



-190 林業試験場研究報告第 64 号

オヰヲiT状区の J本木町世を図示すれば第 4 図，林木配分を表示すればお 4去，立~5 炎，林!示純物

の被度を表示すれば第 6 去のごとくになる。

(1.b) 帯状区の土壌

(1.b) 0 m 

AJぽ 27.0 cm , よjiC土，よU品目を呈し， ~笠岡

B!社 19.0 cm , ;l'J{Cニi二 p 赤悩色を呈し，竪便

C }低地土，寅拙色を呈しp 竪I民

(1.b) 50 m 

F hf 主としてグケカンパの落葉の分解したものからなる千jH建物居

A 九千 22.0 cm , ;I:， IC二l:，黒初色を呈し，やや竪民

B J1叶 18.0 cm，柏三1:，赤側色を呈し，堅使

CJ什 ;l'j{Cゴ.， "百貨色を呈し，竪!民

(1.b) 80 m 

F }ぽ 主としてダケカンパの必架の分解したものからなる有機物唐

AJ汁 22.0 cm , #c.:1:, !'K~悩 l~を呈しp やや竪便

B r斥 26.0 cm , ;I:llî:f: , IIlf赤禍色を呈し，やや竪l民

C JH- ;lj{C:L 11青賞制色を呈しp やや堅艇であり，かつ湿潤である

CI.c) 帯状区 (50x5) m'J ダケカンパ風間林

本格状区は(1. b) 帯状区のJ'gに位置し，やや樹高が高しやはり風間林であるが，前紘の部

分は兵力fJd弔を'乏けたものとよ}5・えられる。 i謀本清にはヱゾイタヤ P アォグモp ヒロハノツリパ

ナを生じている。林!ぷ有f[物Jは大休前情状区に似ており P 過放牧跡地l乙はノプキが多く，ササは

第 7 表 CI. cJ 帯状区胸高直径階別配分表 (cm) 

---------.___ 胸高

樹 正よ\雌叫叫叫階問昨12…~叫汁4[
〆ケカンバ(但B)川|一 i 一 1 一 1 一 1 1 i 2 1 I 1 I 1 -I 8 
エヅイタヤ (A) l' 1 2 1 i 一 一 一 l 一 一 一|ー 1 I 6 
アオダモ (F) 一 1- 3 ー l ー- I 一|ー l 

計 I 1 I 1 I 6 I1 I 1 I 1 I 1 2 I 1 1 I 1 1 I 18 

第 8 表 CI. cJ 帯状区樹高階別配分表 (m) 

瓦瓦-1里竺 ω1 3~4 I 4~5 I 5~6ω17~818~9 
ダケカンバ I -I -I -1-1 2 
ェゾイタヤ 2 I 3 I 

アォダモ 1 I 1 I 1 I 

計 |3 I 4I 11  I 2 I 4 1 

9~10 11~12 計

B 

6 

4 

18 
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一γ
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十
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アイカップ岬〆ケカンバ林

第 9 表 (1.心情状区林床植物彼度一覧表

I 5~lO 1 1い 5 1い0 恥25 I 
5 5 5 4 

1 + + 
十ト

十

フ

+
十
十

十
十

T

十

十

+ 

ー
+
十
十
十

l

十
十

ト

十

十
+
+

寸

T 

十

+
十
十

(1. c) 帯状区

十
十
十

寸ー

第 5 図

O~5 

5 

T
+
l
T
十
+

一一一一一一一一 区分 (m)
塑盟主し一三一一一一一l
アイヌミヤゴ 4戸ーサ

ノプキ

オニカサモチ

キンミズヒキ

シラネワラピ

イプキヌカボ

オオハナウド

ウマノミツノξ

11--イヨウショウマ

ミヤマエンレイソウ

パイケイソウ

ヒ コー 夕 刊T

キヅネガヤ

ツリガネニンジン

マイズルソウ

チシマヤマプキショウマ

グ;1--マムグラ

ォシダ

オニヅルウメモ f キ

ゾショウマ

ミコウモリ

オヤマフ

ブ

コ

エ
ミ
オ
ワ

1

1

1

+

 

+ 

マ
ピ
ナ
ギ
ツ

ス

回マ

モ・

アキ 『ミF一
フ

ヨ

守
刀

守
ゾ
イ
〆

二乙

二主ー
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減退している。本帯状区の林木配世を図示すれば第 51玄1，林木配分を去示すれば第 7 去p 第 8

表F 林山他物の被皮を夫示すれば第 9去のごとくである。

CI.c) 併状区の土壌

CI.c) 0 m 

F )j千主としてダケカンパの落葉の分解したものから友る有機物!正細根が多く分布し

ている

Al 崎 19.0cm ， ;[1((土P 黒褐色&-呈しp やや脚l吹

A2 J母 12.0cm，前土，暗褐色を呈し，やや!以I~

B 股 21.0cm, ;[1在ニl二，赤褐色を呈し，やや堅!必

C Jぽ埴二i二， If古賀色を呈し， Ji'i?;艇

CI.d) 帯状区 (30x8) m:3 ダケカンパ残存林

本帯状区は観測J.'~i~西方約 100m ， 市斜面上部の渓谷に向った比ìji交i'I句残存木に?:fむ林地にあ

る。グケカンパを主としp 若干のトドマツを混じている。そして Cd) 帯状区から下部になる

と， ミズナラが多く出生してくるがp 現在ではミズナラの巨木は叫にない。そして1本!ぶにはシ

ダ類が多い。今帯状区設定地附近の所生植物につき1'1((生構成要素を )1"î-lJリにみると，弐のごとく

である。

第 6 図 CI. dJ 措状区 アイカツフ。岬ミヤマハンノキ林

喬木))f: トドマツ p グケカンパ

(f愛，.!.í) , ミズナラ p アォダモ。

小喬木崎: ミヤマハンノキ， ミ

ズ、ナラ p シウリ，ヱゾイグヤ，

アオダモ (i乏多〉。

苦闘寸昔: アクサイノリウツギ，

ヱゾスグワタナナカマド，ヱゾ

ヤマザクラ p シロサニ、クラ P シウ

リ p エゾマユミ，ヒロハツリパ

ナ，ツリパナタヱゾイタヤ p エ

ゾ、ヒョウタン ;J，ク。

主主茎効: ツルアジサイ p オニツ

ルウメモドキ p ツタウルシ， ミ

ヤママタタ l:'" ，コクワ。

平木厨: オシグp シラネワラ

1:.... J ミヤマワラビ p ムカゴイラ

クサ，ヱゾトリカプト，ルイヨ
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ツボスミレ，ミヤマスミレ yイヌスミレタヱゾクサイチゴタコンロンソウ Pウショウマ，

竺マタツノヒヂ，ヱゾスズダ、ケ pノプキ，レンフ。クゾウ，クルマムグラタオオサクラソウ P

オオパナヱンレイソウ，パイケイソウ。オオアマドコロ，イズルソウ，

イ~~jJ~~7t区の林水担世をと図示なお 0~30m は林操よりの影響で平4，:)母は乱雑になっている。

すれば第 6 図 p 林木配分を炎示すれば弟 10 1，乙第 11 去，林!材If[物の被l支を夫示すれば~n2

去のごとくである。

(cm) 

~ 胸高
、'______ [i'[径階 lO~1212~1423~3040~4242~4444~46146~4850~5254~56156~5158~60|

樹積 \下J

〆ヶカンパ (B) ー 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

アオダ、モ (F) 4 2 I 一 I ,- -- I - I ー- I - I 6 

トドマヅ (A) 一一 1 j 1 一 一一|ー 2

計 4 2 I 2 1 1 1 1 1 1 1 1 16 

前-

(I.dJ nJ状区胸高直径階別配分表第 10 表

B 

14~15 計

m
 

13~14 

4 

[I. dJ 帯状区樹高階別f妃分表

12~13 

2 

I 11~12 

第 11 表

7~8 i 8~9 
-__ - 樹高階l
樹筒 --------ｭ

ダーヶカンノミt

アォダモ

トドマヅ

4 2 

4 

4 

ー一一一一一一一 区分 (m) I O~5 
植物名 -一一一一一一|
シラネワラピ 2 

γ 3<ウルシ + 
コンロンサウ + 
プキ 2

7f スグリ 2 

7f ジラミ + 
ルマムグラ 十

ヅムギ + 
プグサ + 
イズルソウ

プキヌカボ

ヅノヒゲ

ニカサモチ

ヅスグリ

ルマバソウ

ソショウ

シラオイハコ

チョウセンゴさ

25~30 30~35: 35~40 

2 3 

ヰ

フ

}
1
4
1

2J~25 

3 

3 

[I.dJ 帯状区林床植物被度一覧表

1Ü~15 

ο 

3

l

+

 

15~20 

フ

フ

5~10 

+ 

第 12 表

計-

ノ
ト
ナ
タ

? 

」一

2 

十

2 

+ 

ー「

2

十
十

←γ 

十

十
十
十
+

ーマ

< 
d、、

シ

3二

マ
イ
タ
オ

:L 

F 

二L

ヒ



土) O~5 I 5~10 1 1O~15 : 15~20 I 20~25 I 25~30 I 30~35 ! 35~40 

Jレマバックバネソゥ | ー + ー | ー l ー | 
イヨウショウマ l ー l ー + - 十 + 
ドマ γ- 一一+ー-

メノガリヤス j 一 一 - 2 1 十 1

シマアザミ i 一 一ト ;ー

オバナエシレイソウ 一一 ! 

マプキショウマ ー

シダ一一一一一十

マプドウ- I 一 一十

ヤマスきレー l 一 一一!十

ヨウジヤニンニグ ー| 一 一 i ー

オサクラソゥ一 一 一 一 一 + 
カチスグリー l 一一 一一+

イケイソウー l 一一一一 十

モチさきコウモリ ー l 一 一 一 一 + 
ヤマワラピ l ー l ー 一 一 一 一 l 十

ゾトリカプト 一一一一一|十

ミコウモリ l ー| ー l 一 一 + 

ソパノトウゲシバ ー| ー l 一 一 一 一 l ート

メスギ十 ー + 

十

+
十

l

I

T

+

T

 

+
+
2
 

+ 
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CI.d) 併状区の土壌

20m CI.d) 

センノキなダケカンノ"'FM' 

どの落葉の分解ーしたもの

からなる有機物好

8.0cm , iî{i土，黒褐色を

11.0 cm , iîÍ(土， r情相色

赤禍色

ミヤマハンノキ4本

i)li壌土，暗黄色を呈し，

を呈しp やや)J彰軟

を呈しp やや膨軟

38.0cm, ~直

呈しy やや1掛文

やや堅使

A1J!'ﾍ' 

A2 )ぽ

2. 

Bh子

C 居

ミヤマCI.e) 帯状区 (30x5) m2 

ハンノキ本kアイカップIn甲ミヤマハンノキ林(I. eJ 帯状区第 7 図
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本林はニ|ヒ大 JI~):岸川!i泌実験月iーの裏山 lてあり p 1 つの樹叢とみるべきもので， 傾斜ifJ 約 40。の

~~l.n'fil亡生じ ， JI(辺 20m，長さ 20m の三角形をした部分が純林の相を有している。 J二?郊 l土ミ

ズナラのjüU~・よとなり p 下??日はクサフジ， ウド， エゾノヨロイグサタ 7Jl.- パトウキ p ぺニパナノ

コギリソウ p カムイヨモギタ エゾムギP スヂ類などを生やる 15'引{になっている。 本帯状区の

林水町世を図示すれば第 7 図 P 林木配分を表示すれば第 13 去， 第 14 夫P 林!ぶ植物の被度

を夫ノJとすれば第 15 去のごとくである。 ただし林床布([物覧衣!主.91!-型的な 0~20m までをと

った。

第 13 表 CI. eJ 幣状区胸高直径階別配分表 (cm) 

胸高l巨径階 2~4 4~6 6~8 8~10 !O~12 14~16 計
樹宿 , j:ll 

ミヤマハンノキ (A) 3 4 3 4 2 

アジサイノリウツギ (H) 2 3 一 ! 

ズナラ (Q) ー 1 1 1 

〆ケカンパ (B) 2 ー

アオダモ (F) I 一 3

ナナカマド (S) 1 

ヒロ円ヅリパナ (E) - 1 1 I - I 

計 7 12 5 5 3 

第 14 表 CI. eJ 帯状区樹高階別配分表 (m)

一一一一一一一 樹高階 I 2~4 I 4~6 6~しれ10 !O~12 1 計
樹 1重 一一一一一一一 I ~ -. I 

ミヤマハンノキ 6 8 2 - 16 

アジサイノリウツギ 4 1 一 一 5 

ズナラ 1 1 2 4 

〆ケカンバ 1 1 1 3 

アオダモ 2 1 -ー|一 3

ナナカマド 1 ー | 

ヒロノ、 γ リバす 1 -

言[. 15 11 4 2I  1 I 33 

第 15 表 CI. eJ 帯状区林床植物一覧表

-------....._____ 区分 (m) ...........____、 区分 (m)
~ : 0~5 5~10 !O~15 15~20 ____ 0~5 5- lÜ II0~15115~20 

植物三名 ~_' 植物名 ~--一一

ヒメノガリヤス 3 I 1 2 -シラネワラピ 2 

ヤマブFキショウマ 1 I 1 1 キ オ シ 1

チシマアザミ 十 + +マイズルソウ + 

Y 3l ウルシ!→ 2 I - I - 11 チゴユリ + 
オトゴヨモギ 十 十 一オオサクラソウ + 

コウモリ + 1 ー アイヌミヤコザサ � 
シラオイれコペ+ ー + li マルパトウキ

オオアマドコロ 十 十 l エヅグログモソウ

アキノキリンソウ � 十 一 ウマノミツバ

十

一ι
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ーー~下\ 区分 (m) 1 一、\ 区分 (m)
____________ 10-5 5-10'10-1515-20 -~ 

植物名 、~I 布荷物名 ----

ウシノケグサ |+l ! | l ホソイノデ 1
!J" - 2 

+ 

イワデシ ~. 

ヘピノネプ、サ|

エソースグリ

|パイケイソゥ|
ヤマプドゥ!
エグカワラナデシコ ! 

十

+ 

オ シ

トカチスグリ

アキカラマツ

イワノガリヤス

オニヅノレウメモドキ

チシマカニヅリ

ェヅノグサイチプ l

エヅヨモギ

ノレイョウショウマ l

ェゾショウマ

ト

+ 
T 

+ |1  
1 十 キバナノカハラマ γ バ

+
十
十
+
+
+

ウラグヨブPスマゾウ

l キンミズヒキ

CI.eJ 引I~;伏区のこL壊

CI.eJ 15 m ミヤマハンノキ林で樹高低<， J，~岩まで非常に浅い

FJFr ミヤマハンノキの泳3廷の分解したものからなる有機物好

A肝 9.0cm ， ij((土， ，[;1:，1;初色を呈し，膨軟

BJj子 14.0 cm , ij(l:てL 赤的色を呈し，やや膨枕

C)i'号均(ì土 ， n古賀:fß色を呈し，やや堕硬

2. 観測点を中心とする標準地調査

観>ìJllll.î.を"，心として方形区 2 CAJ CBJ，帯状区 4 CfJ CgJ Chコ(iJを設定した。いやれも

1'，j，þ也はグケカンパ材Eである。

方 JIヲ区 CI.AJ: 観illlJ.... .�. (Y1 ) を rl'心とする

方形区(I.BJ: 純iWj点 (Y3) を""むとする

守l~:Ji:区 CI.fJ: 観iWI点 (Y1 ) と (Y2) を紡ぶ

帯状区 CI.gJ: 観iJlII.... .�. (Y1) と (E) を結ぶ

第 16 表 CI. AJ 方形区胸高直径階別配分表 (cm) 

\胸高直径階 I ~ : 4 , 6 1 ~ i10 12 , 14 i16 118 120 1?2 128 30 i34 140 I 

1-1- - _;_1- -I-I-:-I-I-i 計
樹種 ~ -1 41 618;10' 12 14 16' 18 201 斗叫 30' 32 36[ 42 

~. 'r カンパ (B了て 1 - 11-二τl =r;-I-l-:可--;-1 1 I寸て 20
ェヅイタヤ (A) 1 8 1 一一 1 I 一一 1 1 ー!一一 | 一一!

アオダモ (F) 1 1 1 1 2 1 ー |-l-i 十 1-1-:-1-1-1-1-1
ズナラ (Q) , 1 1 1 I -1 -1 1: -I - ! -1 -1 -1 -1 -1 -1 

ナナカマド (S) 1 一 !-i l l-l-i ー 1-1-1-1-1-1
セシノキ (K) ! 一 一 -i-I-11 -1-1 一 1-1-1-| 一!-

計 9 4 I 2 I 4 I 1 2 I 5 1 I ? 1 1 I 1: 2 i 1 I 1 1 1 1 42 
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観iJlil .'，'i， (Y2) と (E) を結ぶ帯状区(1.hJ : 

第 l7 表 (I. AJ 方形区樹高階別担分表 (m) 

.~~~樹高崎l一口4~55 ム~77~88~99 川 ll !?liLL14~15 ぷ;;二171樹種 _ ..c: ----ol ，_)...__'i- I~:I:，.-. o 0'"'-'0 o,.....,_" :/----0 O'"'-'':! ,':f---lV lU---1 I 1~----10 l�"'_" 1".1:: 14.1:___ 10 , 10----10110""'" I f I 

!J"ケカンパー l ー l 一 一 1 2 1 5 3 4 2 i 20 

ェヅイタヤ 2 422  1 一 一一 一 l

アオダモ|ー! 1 - 2: 1 1 ー一 一 l ー l ー 1 - I 5 

ミズナラ |ー 1-1 11 1 1 - -, 1 ー 4

ナナカマ f -1-1 ー 1 一 一 一|
センノキ 1-' 一一-一

計 !2i ペ 361212i21221

音「

観測点 (Y1 ) から海務jり]，(;;;風の方向に外洋に面した林縁に至る帯状区(I.C:

1 53!  4 j 2 42 

|被度
アイヌミヤコザサ 3 

ノプキ l

イワノガリヤス 1

マイズ‘ノレゾウ 1

オニカサモチ|ト

アキノキリンゾウ 十

キンミズ‘ヒキ + 
オニヤマプキショウマ + 
ワラピ 1 + 
バイケイソウ 1 + 
オシダ+

ヒオウギアヤメ 十

エヅミソガワゾウ+

ヲリガネニンジン| ト

イプキヌカボ|十

オオハナウド+

チシマアザミ + 
コシロンソウ l 十

オニヅ Jレウメモドキ | 十

エゾヨモギ|十

オオバナエンレイサウ

グノレマムグラ 十

ウマノミツバ|十

エヅムニド+

¥ 

(I. AJ 方形区林床

1漬物被度一覧表

名物

第四表

植

20m 

アイカップ岬ダケカンバ林ヒI. AJ 方形区第 8 図
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CA) (20 m)' 方形区 ダケカンパ林

CA) 方形区はとの林中， 観測点 (Y1) を rl'心として常風の方向を二辺として設定したもの

でp ダケカンパーアイヌミヤコサ、サ基群議中にある。ほとんどダケカンパの一斉林で，ノj、喬木

厨に若干のミズナラ，ヱゾイタヤタアオダモを散点する。本'市状区の林木配置を図示すれば第

8 図 p 材、木配分を表示すれば第 16 表，第 17 表p 林床植物の被度を表示すれば第 18 表のご

とく、でるる。

CB) (20 m)2 方形区 ダケカンパ林

CB) 方形区はとの林 r-I" , 観測点 (Y2) を rl'心として p 常風の方向を二辺として設定したも

のでp ダケカンパーノプキ基i船長 rl'にある。残千円工木の比較的多いダケカンパ林で，若干のヱ

ゾイタヤを出じている。ノj、喬木崎にはアオダモp シウリ p エゾイタヤ P オガラパナなどがあ

れアオダモが最も多い。そしてダケカンパのE木が伐採された跡にアオダモが多く，ヱゾイ

グヤやシウリが後続してくるのを，巴わせる。林床は本来アイヌミヤコザ、サが優 r'î していたとと

第 9 図 CI. BJ 帯状区 アイカヅプ岬ダケカシパ林

ろであるが，過放牧のた

めノプキが優勢となり P

シラネワラピを散子生す

る。本方形区を中心に生

やる主なものとしてそ欠の

F前期がある。

メシダp オシダp ムカ

ゴイラクサ，ヱゾトリ

カプト p オニヤマプキ

ショウマ，キンミズヒ

キ，カラフトダイコン

ソウタキツリフネ，ヤ

マモミジ(;fl&百)，イヌ

スミレ，ミヤマスミ

レ p ミツパ p ナカ、ジラ

ミ p オオハナウド p オ

ニカサモチp ウマノミ

ツパP アオダモ(手佐

1官)， ヱゾグツナミソ

ウタチシマアザミ p ヤ

マカモジグサp クルマ
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エゾウパュリ p パイケイフe キヌカ，J-<' ，キツネガヤ，タツノヒヂ，イワ J ガ1)ヤス，パソウ，

イソウ。

オヰ帯状区の林イ'-I'~日i也ーを図示すれば第 9 図，材;木配分を炎示すれば第 19 表，第 20 去，林Jiミ

ネ11'(物の被皮を去示すれば江~ 21 夫のごとくである。

計-

(cm) 

14 20 22 30 

---- ........... -... ---
16 22 24 32 

つ

[I. BJ 方形区胸高直径措別配分表

4 : 6 I 8 10 12 

"6 1 "8 1τ。寸2 寸4

4 2 ー

第 19 表

バ
守

勺
ノ
-
一
局

胸高1m五階

つ

5 

4 

1 I 2 1! 

樹極

〆ケカンパ(B)

アオダモ(F)

ナナカマド (S)

アジサイノリウツギ‘(H)

計 30 2 2 2 2 5 

いlolll~12lb1414~15lhl山~17i 計

1・ 2 2 2 3 I 11 

! - I - 14 

I - I 2 

1-|3 

3 2 I 3 30 

m
 

CI. B:; 方形区樹高階別問分表

2~33~44~55~6?~8 8~9 

1 I 2 3 1 3 

32 44 46 64 

31 46 48
1 

661 

1 I 1 1 1 4 11 

1 一一一一 14 

2 

1--1 3 

1 I 4 

第 20 表

3 

2 4 , 3 1 4 3 

2 一一

~一一一 t占j高階

樹題 一
夕、ケカンバ

アオダ、モ

ナナカマド

アジサイノリウ γ ギ‘

計- フフ

15~20 

5 5 

一「

ヒLBJ 方形区林床植物被度一覧表

1O~15 

1

7

T

T

l

 

5~10 

4 

十

0~5 

3 

3 

十
十
十
十

第 21 表

一一------一一 区分
楠!例名 一一一一一

/プキ|
アイヌミヤコザサ

オオハナウド

オニカサモチ

ナガジラミ

ヤマカモヂグサ

シラネワラピ

ウマノミヅパ

キワネガヤ

カラフト !f イゴンゾウ

タツノヒゲ

ヅトリカプト

ヅリフネ

ルマバソウ

ンソウ l

(m) 

エ
キ
グ 十

+
+

ロンコ
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(0 (EO x 10) m" ずか状区

観iJ!lL山 (Yl)~(Y2) を未ifぶダケカンパ材4

本帯状区は (A) 7jll手区と (B) 方 11予区を介したものに近く，林!衣植物もほとんどとれに類似

州市在住 20~45cm の樹高 13~17 m , している。道路が (Y1 ) から 30m の1i\Jにあるが，

林木配分を夫示すればその林水配世を図示すれば第 10 図(帆 5m) ，ダケカンパ+*で遣うる。

第 22 夫p 第 23 去のごとくである。

アイカップ岬ダケカンバ林(I.f)問状区第 10 図
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(I.f)帯状区胸高直径階別配分表第 22 表

胸高直径階

m
 

7~89~lO IC~1111~1212~13113~14114~1515~16 

2 

!二 i J1J7l;lJ J J iliJl;J; 
1 1 ! 1 I 1 I 1 1 i 2 6 I 10 1 1 1 4 I 

計

(I.fJ 帯状区樹高階別配分表

------------_______ 樹高階 I 

~ 3~4 5~6 ， 6~? 

喧__fL_二ごと!
グケカンバ 1 - ，一 一

アオダモ 1

ェソイタヤ

ナナカマド

計

第 23 表
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Cg) (83.50 x 10) m:l 併状区

観測!点 (Yl)~(E) を宗主ぶダケカンパ林

(E) から約 80m でrI~径木のグ本帯状区の森林は前方はよij~型的風筒林の前f:tfJ，Wを欠除し，

ケカンパ林となる。林床は林縁近いととと放牧の影響で一部を除き二次相を呈している。二{叶F

林水配分-を表示すれば第 24 夫，第 25 去状区の林木配置を図示すれば第 11 図(幅 5m) ，

のごとくである。

t-lS11' 

ヨ位)忌hGL 川':v
刈停mfJ 」

ダケカンバ林CI. gJ 帯状区第 11 図

(cm) 

4~6 6~8 日~lollO~1212~1414~1616~ljlB~20i20~2222~24

CI. gJ 帯状区胸高直径階別配分表第 24 表
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---------------~区分 (m) _ ~_I 柏 物一瓦瓦------------一一 O~32午lP戸3辺山2μ~373戸トド3幻仇山7μ7~4叫42山7147~52152~5…~臼山i凡ω6臼山2
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(I.h) ;;11:[λI三 (44x5)mコ

観ìJ!lI.'.'，i.

オバïr~犬区の'1iI~f1~は (YJ~(E) をあ!;ぶ*I，j~ を IILL、として， BC 古!比一i二， B から 44m の 1I日にイ長(r:

随
一

木即位を図示すれば沼

12 図(陥 5m) ，林イ三

その jjÎj)j!主 )I;(JJ~[

でるる。イ心~'{~~7t区の林

する。

配分を去ノJ~すüぱ~í~27

る。ただし断n'ii図は帆

物の被!立を K'Jとすれば

三ミ，!:(与 28 J乙材，11ミ十I!(

第 29 夫のごとくであ

5m がとつ℃ある。

アイカップl!i ljl グケカンバ休と1. h) 帯状区第 12 図
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[I. hJ 情状区林床植物一覧表
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第 29 :;，史

C i) 帯状区 (2GOx2.5) mコ

海議JtJJ'市!以の方 rl11 にとれる広葉樹林

その松村'のパーにLÜfrJI亡 p すなわち浪霧則常イミザ状区は観測点 (Yl) を);~;1J~の IJ しむとして p

との帯状区は第 11 図に示す225m 外洋 IC[I~Jって設定した。風の方向 iこ，帆 5m ， (Yl) より

しかしなにように 2 つの小沢をよぎってお， 1) ，林水をみても沢沿いのものはやや樹高が高い。

その上林床は分にも択伐の影響を受けているので，林木配分で原始型をもったととろはなく，

放牧の影響を受けている。本帯状区の林木配涯を図示すれば第 13 図，林木配分を表示すれば

第 30 表p 第 31 去，林床植物の被度を表示すれば第 32 去のごとくである。

ネムエゾヒョウタンボク pとの問 100~150m あたリには樫木としてアジサイノリウツギp

130~140 m にはヱゾ

二E沢になると p 林床は大型平本が優IIÎ となり，

スグリのJJjがあり pロブシダ""7，主主茎類としてはオニツルウメモドキタ

コクワが多い。

100~130m は沢とみてよいととろである。

ユワトコ，



防努林の植主 (舘脇・中野・山本) 205 ー

ゾイラクサがli正も多く，ハクモウイノデ，メシダ\イツポンワラピ，シラネワラピ p オシダy

コンロンソウ，クルマムグラ， ミミコウモリ，ウラゲヨブスマソウなどがるり， げはしに iß'つて

はツルネコノメゾウを~þ..じている。

ヱゾイタヤーオシグ)，~'i::ïó叢に続いて，ヱゾイタヤーアイヌミヤコザ、サJ創作叢が放牧の影響

をうけ， ;f;j;}ぶにはノブキが多くなっている。そしてとの材二ではエゾイタヤを主二十三とするが宋汁ム

のアオグモ P ミズナラ等を出生する。

Om より前方は林!択がきわめて乱雑になり p また Om より前方の林水はfえはさ ~Lている。

との森林の前方，外rr'l乙 n'rj した海岸台地点:IJ;{は耕作跡地らしく，王見 f生はヱゾヨモギが優勢で、

ある。 [íf.jQ[_の所生j:[I'(物をあげてみると ， .;j(のごとくである。

スギナ，アキカラマツ，キンミズヒキ，オオダイコンゾウ p ツルキジムシ口，ヱソイチゴp

ヤブマメ F アカツメクサ，シロツメクサ，ケクサフジp フタパハギ p ハマフウロ p オニカサ

モチP ヱゾミゾガワソウ，オミナエシ p ツリガネユンジン，オオプキフアイヌミヤコザ、サ p

チモシ，ナカ‘ハグサ p チヤシパスゲ。

(I.iJ布引犬区のニL:.I1~

(I.i) 0 m 

F JJf ダケカンパの落:院の分解したものからなり，多量の氷分を合む

AI 肘 10.0 cm , :t，ü:l二， f~l:~同色を呈し，やや1捌次

A2 1t千 14.0 cm , :fiL:L n首相色を呈し，やや1政i次にして p 湿潤で、ある

B l1'f 30.0 cm , JjíL-:!: ， 赤陥色を呈L.，ややß~!3l次

C )昔前ニ1:. IIì\'まな色を呈し，竪艇

CI.i) 50 m 

FJ母 グケカンパの落葉の分解したものからな 1) ，多量の水分を合む

A1 ほ 17.0cm , N(二1:， lI ìE巳同色を呈し， ltタ故，湿i問である

A2 !ぽ 11. 0 cm , :t,{i.:L 1I1f制色を呈し，堅i民，湿潤で、ある

B Il"r 37.0 cm. ijíU:，赤制色を呈し， ~.三回

C)オ :lj{(土， Ifg:}定例色を呈し， ~fl!l.i 

(I.i) 70 m 

FI膏主としてダケカンパの落葉の分僻したものからなる

Al 皆 9.0cm，埴土，黒掲色にして，堅硬

Ae J忌 11.0 cm , ijrr土， r骨招色を呈し，やや竪硬

Blぽ 28.0 cm，前土，赤褐色を呈し，やや竪硬

Cì忌埴土p 荒褐色を呈しp 竪使

CI.i] 120 m 
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F 股主として夕、ケカンパの溶葉の分解したものよりなる千f段物居

A1 好 10.0cm, i f{[.:l:, ::札制色を呈し， IJ故i攻にして，湿川jである

A3 nナ 24.0cm ， ij[U: , 1I 1}黒色を呈し，やや脳牧にして A1 1母と同捜に湿潤である

B 庇 19.0 cm , :rjIU: , IIlf赤禍色を呈し，やや勝決

C)汗 Jj(C土 ， 'yf.制色を呈しやや竪硬

:1.(, 150m 

オシグやノブキが多い。

F 11股討 〔司I. i口J 1臼20m と去具4なり P 主としてイ夕ヤのy落干存~:n店民5のラ分トN刊f角fJfp したものカかミら Zな=る千j川4茂4女勿I片げJf f 

Aムl 府 1ロ2.0cαm ， ;l有却析J{肝[町[二j土l上.， 占主品l【巴;3;吋+制品色を呈し， )J膨必I軟!欣攻， 、溜沼瀧牟li

Aコ H庶千 2お3.0cαm口1 ， i均汀前íí昨f町ι仕[仁亡一二土←

B R肘千 2l. 0 cm , ijí!二1:，赤制色を呈 L，堅便

C )j，昔 前こと P 資制色を呈し，竪硬

CI.i) 195 m 

F)荷 主としてイタヤの議:J\Sの分解したものからなる千f機物唐

A1 唐 16.0 cm , ij{d:，県相色を呈し，為li性にして軟かし湿潤

A2 Wi- 33.0 cm，有「仁1:，茶例色を呈し，やや堅艇にして湿1m

B 厨 23.0 cm , iJII二1:，赤削色を呈し，竪i反

C)ぽ Jj[[土，黄色を呈し，虫距

花~括

l. 怨i立烈川洲!l川川[1刊IJ地は台地上のJL『;川1

2. 観測地点のダケカンパ林は択伐さ Jl，林木は多少疎で p かつ風間林の前線型を欠如して

いる。

3. 観測地点の東部には小沢が2 つ<b 1) ， との沢/I'ljの方にはヱゾイタヤが多い。

4. 観測地点の西市部も沢斜配fÎになるが， ミズナラが多かったらしく p ヱゾイタヤがとれI乙

ついでいたらしいが，巨木はダケカンパとも多く伐探されて.現在アオダモがかなり多い。

5. 海浜町;lU~.の台地平UjCは耕起された跡地の字自然植生が多く，林下は過放牧跡地の影響

を受けている。

6. lJ，l. :{I:~*地の樹高の高いととろでは， 1O~15m のものが多く， 11'糾乙 17m に達しp 胸高

直荏は1O~30cm のものが多く， 11寺に 60cm に達している。

7. 夕刊下に附する樹型をみると p よく風向材、型をどあらわしタその林地の型は地形と前衛物に

より一様で、ない。
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11 厚岸町チンベ~鯨浜附近海岸台地丘陵(第 14 図)

太平洋に山rM した台地の風情面を考慮に入れ，地形 1:から考察して厚岸町チンくから決 rjt村

藻散布に王るむ路を r[しらとし，海岸棋に試験地をとり，風両面につづく台地上の森林tl{(生をも

調査した。との海岸は7，';îkli 20~40 m , U万佳をもって出に接しp 広い校~~j~は大体海岸*JíUこ ~I主行

し， fk干厄iには平岡，または丈f止い4木地が発j主している。

植生上からん観して，林地群落を三たのさとくに分って芯逃する。

1) )'1'i [t}( 4) ミズナラヰ本

2) ミヤマハンノキ林 5) トドマツヰ木

3) ダケカンパ林

~ h'" 

第 14 図 チンベ~鯨浜附近標準11.11位置図

1.台地平 !!i{

i. チンベ東方合士山

チンペの東方から ñ~散布附近に至る台地稜線は広き r611~ (高距 70~100 m) をなし， いわゆ

る台地平Jlj{がよく発注している。そして大休乾性的辿?1~r-(r:lポであるが，ととろにより多少の湿

f主要素も iIf生している部分がある。いすコれの地も放牧の影響をと受けている。とれら lfJII:}J~[の川生

要素を会11るために p チンベ東方台地草原，チンベのアヤメ }J;î ，鯨浜のそれを概認する。

a , チンベ束}J台地主明f

!副主湾東方の IIIII' FJ状地形のH'i附に為、ける中部の突角ともみるべきチンベの;;"，の東方台地は，

その殻棋が~jg[i約 100m の束IJcyにわたし広い尼棋をなし， I聞を伴っている。 ととに生十

るj;;-もな植物としては失の植物がある。

ヒメシグp アイヌキンポウヂ， チシマヤマブキショウ7'， キンミズヒキ p エゾノクサイチ

ゴ，オオダイコンソウタシロワレモコウ p センダイハギp ケクサフジp ハマフウロ，ウマノ

ミツパp ハナイカリ p エゾウツボグサp シオガマギク，クルマパゾウ，ツリガネニンジン，
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ヤマハハコ p アイヌミヤコサ、サp オオウシノケグサ p ヤマカモジグサ，ヒオウギアヤメ

.L:JJ.のうち，被!立の優， 'î(J句に多いのをあげると p 被度2 にはヒオウギアヤメ，チシマヤマプ

キショウマがあり y 被度 1 にはハマフウロがある。そしてととに生十るキンミズヒキ，オオダ

イコンソウのイ/-{F..は被!主多きも酪Hとともに，本地lf.-NiJJ;fの放牧影響を示している。

ii. チンベのアヤメが出

l手作IUfの名跡地として立伝せられているアヤメが聞は I字岸本!lfr~霧多イli道路から市に 2

km，チンペの鼻間近， If/fp向上の海岸草加{台地(高距 80m) の jlill放牧跡地である。そして湿性

油判明Ji{長率ーを生じている。現主ヒオウギアヤメがiはも多く，ヂシマヤマブキショウマがとれ

にさたぎp ヱゾタカラコウも漸次榊力11の ftri きをみせている。との平!日{は初夏ヒオウギアヤメ，二え

いでチシマヤマブキショウマ， 7 )j下旬~8 11.1づりにわたり，エゾタカヲコウが開花してゆく。

捌度から概括すると，ヒオウギアヤメ(3~4) ，ヤマブキショウマ (2) ，エゾタカラコウ (2) ，

ハマフウロ(わである。との~~(聞には以上のほか次のごとき川ー生植物がある。

メシグp ヒメシダ， ミミナグサ，ハコペ，アイヌキンポウヂ，アキカラマツ，エゾノシモツ

ケソウ，キンミズヒキタオオダイコンソウ p シロワレモコウ p ヤブマメ p センダイハギタシ

ロツメクサ p ケクサフジ p ハマフウロ p マルパトウキ p ウマノミツパ， トウパナ， オウパ

ゴ p ヱゾウツボグサp オオナミキソウ，キパナノカワラマツパ，シラゲ、シヤジン，エゾノコ

ギリソウタノプキ，ヤマハハコ，セイヨウタンポポ，ヤマヌカポp ゴヌカグサp ヤマカモジ

グサp ヱゾムギp オオウシノケグサ p チシマカュツリ，スズメノヒヱ。

iii.鯨浜の夜組

[f:j;(浜一昨の出岸線l亡 lま高距 40~60m の断n~がl吃立しているがp Fii距 80m の校卒Jj~は広〈

.L ji.で p 外洋に向える;r~l岡は主として主主15;[lc制されている。この本15)\ fとは q'，\'ý;jζな優， lèîHiがないの

で，公もな所生純物を列記してたとう。

ヒメシダ\ワラビタヤマドリゼ‘ンマイタタライカヤナギ，ムカゴトラノオクアイヌキンポウ

ゲ p ホソパノキリンソウ，ヱゾクサイチゴ， ，ハマナス p シロワレモコウ y ヱゾフウロタオ

トギリソウ，エゾノヨロイグサ p マルパサイコ p エゾノシシウF'，ヱゾザンドウ p ハナイカ

リ，キパナノカワラマツパp オウアカネ，ヱゾウツボグサ，ヱゾオウノ〈コタオミナヱシ，ツ

ザカ、ネニンジン p ノコギリソウタヤマハハコ，ヒロハウラジロヨモギ\ハマオトコヨモギ，

ヒメジヨオンP エゾタカラコウ p シロパナ=ガナ p コカ、ネギクタヤマヌカボ，ヤマカモジグ

サy オオウシノケグサ，チヤシパスグ，スズメノヒヱ，ヒオウギアヤメ，オオヤマサギソウ。

2. ミヤマハンノキ手本

チンベの鼻から藻散布にかけ，海岸断産附近から外洋l乙向える凹地p または詩面地にはとと

ろどとろにミヤマハンノキの群落をみるであろう。 そのうちの 2 例として， チンベの鼻附近
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C II .a) と東方台地 C II .b) にマi{j状区を設定した。

〔卜 a) ，;存状区 (30x3)m" チンベ 1[lljl ミヤマハンノキ林

平!);〔の与{に記したチンぺ [!III!のアヤメが!Jifに近い地点で，チンペの鼻から北方 0.5 キロ，西に

げIÎ した沢 l乙ミヤマハンノキ林が発:ttーしている。 との林に対しp 技線近くから沢に向って閉会千

10。のととろに cll .a) 帯状区を;立;どした。

本市状区は樹高 2~6m のミヤマハンノキ林のー一断的iである。林下には向布(C1ftc本または放牧

家子riの;形判iを~けている平木が多い。特殊な優，lîHiはなく，被度 1 のものにウラグヨブスマソ

ウ p ミミコウモリ，ヱゾヤマブキショウ 7，キツリフネ p ヱ、/シモツケソウ，コモチミミコウ

モリがあり p ミミコウモリとウラヂヨブスマゾウとがめだっている。 その他むもな下生杭物

(被j主十)を列挙すると失ぎのごとくである。

ハクモウイノデタメシダ，エゾイラクサ， ミゾソパ，カラフトダ、イコンソウタエゾクサイチ

ゴ，ツボス主レ，クルマムグラ，マイズルソウ。

群落としてのj主本型はミヤマハンノキーミミコウモリ ;Wî洋叢ではないかと考えられる。

木市状区の林二本l配置を図示すれば第 15 図，科，--1三両日分を表示すれば2r~ 33 表，第 34 去のご

とくでるる。ただし，一般胸高也径 3cm 以下は千j'11J存したが，ととで作図上の必要から 0~3m

川は胸高山径 3cm 以下のものも入れp とれを 7 本図示しである。

第 15 図 (II .aJ 帯状区 チンベ岬ミヤマハンノキ純林

第 33 表 CII.al 帯状区胸高直径階別配分表 (cm)

-----_ 胸高直径階
、 2----4

f主J 種-----.___-----九|

ミいシノキ I 4 

4~6 門 ド刊…lωo 1刊21ロμ2μ山~

6 6 7 1 1 3 1 29 
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第 34 表 CJI.aJ 帯状区樹高l惜別配分表 (m) 

一 ì位J高階 ~__/I A__r.:: C::__?'.. /:', _7 
間随 一 ~I 3~4 I い5 I 5~6 I 6~7 I 計

きヤマハンノキ 6 10 8 5 29 

cn. 心情状区のゴ:.l;r~

cn .a) 10m 

F )H' ミヤマハンノキの活実のう}.jfJf{ したものからなる千f機物校

AJ什 6.0cm ， :J:， íi土，県相色を呈し. )J倒攻

A2 )l'f 17.0cm, :liUぃ果樹色を呈し， :f!î性を有し， ìl吹く， iill!ìl句

B ほ 13.0 cm ;l:，íi:L 赤伺色を呈し， f(î性を有しP 軟し湿ìl\U

C 府;l:jíi土 p 武制色を呈し，竪削

C II .b) 帯状区 チンペ東方台地ミヤマハンノキÆ*

本帯状区はチンペの束右台地本店{から技む'Jtにかけて千j'.記しているミヤマハンノキ林で， ;立有

林)字:岸J作業区抗 5 林肌「へ」ノj、JijUこ同している。本林の市f!!IJ (恥J判'Iî)はアイヌミヤコザサを

主とした笹山で，傾斜は約 10 0 ，林縁ゐよちてミヤマハンノキの下lこは放牧の影響で全般的i乙

チシマヤマブキショウマが多い。 ミヤマハンノキをみるに， 1~5m では草原 1[1 にお，í~~犬に1洋落

し， 5~10m では:jt不落の怖がやや広くなっている。なゐ校総から l引をに対してはダケカンパを

主とする林が民/)J1 している。ヲf~ 1，JIH*区の林二本配置を図示すれば第 16 図 p 林本配分を表示すれ

ば第 35 去，林j才ミ村(物の被庄一を去示すれば第 37 去のごとく εある。

第 35 表 (1[. bJ 帯状区樹高階別配分表 (m) 

一一一一~ 樹高階 1~2 I 2~3 3~4 I 4~5 I 計
樹種 ~一一一一 l' --,,?.. .::..' --0 0..)' -'"1; -.r--v 

ミヤマノ、ンノキ 1 8 1 9 7 1 25 

(句

第 16 図 CII. bJ 帯状区 チンペ東方台地ミヤマハンノキ林
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そ ~lぞ2~14cm であるがp北ICイ〈41?状区内にたけるミヤマハンノキの腕高直径をみるとタ

れ株立をして公り，胸11-:J匹径がiWJ';Ëしにくく， O.3m にまJける株径百!!II り，一株にゐける本数

第 36 表株径 (cm) と 1 株の本数

容号 1 2 3 4 5 1 6;  7 8 , 9 lO 11 I 12 ¥ 13 

株径 30 I 8o 70 I 叩 80 50 80 70 30 60 30 1 40 Iω 

本数 13 9 4 7 1I 4 11 5 i 4 4 3 I 9 I 3 

番号 14 15 16' 17 18 19 20 21 22 23 21 I25 I 

株{モ I~ ~ ~ ~[-i- 00 ~ ~ 

本数 \21334'11 1 9241111[
活 37 表 〔江. bJ 帯状区林床植物被度一覧表

一一一一区分 (m) i 0~5 15~10 1O~1) 15~20 ト25 25~30 一 I 35~40 I… 植物名 一一一一一 I V'--J 

アイヌミヤゴザサ 2 1 1 1 + 1 一 ! 
チシマヤマプキショウマ 1222+  1 12  

ヅグサイチプ 十 + - + 1 1 + 

ンミズヒキ 十 一一 I + • l ー l 

ウバコ十一 l 十 + 十

ウギアヤメ +- -，十 + ー 十

ワレモコウ 1 1 + 十

円マフウロ 1 1 • 

ヒメシダ+

オオウシノケ F サ + 
ヤ

フ

寸一

寸一

寸→

ì)!lI~をなした紡県は第 36 去のさとくである。

オ

エ
キ
オ
ヒ
シ

でマ ノ\ ノ、 コ

ノ、ンコ守ンソウ

アイヌキンポウグ

オオダ、イコンソウ

ホソパクサブジ

ウマノミツバ

コウヤワラピ

オトギリソウ

カラフトダイコンゾウ

メシダ

ヅヨモギ

ガハグサ

ルマムグラ

ワノガリヤス

ヅシロネ

ロヅメグサ

メジョオン

イズノL ソウ

ェヅゥ γ ボグサ

ヤマキツネノボタン

+ 
+ -+-

Iコ

ーし

寸一

-L + 十

」ー

寸一

+
+
+
+
+
十

T 

一「

l 

十} 

2 

寸ー

• L ?

?

l

l

 

コ:ー

ナ
グ
イ

l

十
十
十
+

一「ニ乙

シ

ヒ

"7 



一 212 ー 林業試験場研究報告 第 64 号

cn .b) ;情状区のこ[:壊

cll . bコ 20m 

F R干 ミヤマハンノキの落葉がポ/lIJ i・となって:1:11'治する有機物防

A 府 7.0 cm , :rj((壌土，黒制色を呈しp 堅便

火山ijOi干 6.0cm，次補色を呈し，軽彩

A' 11干 12.0 cm , ;l:j((ニL 相色を呈し， 11必i吹

B' )青 10.0 cm , :rj(Cニf: ，赤外j色を呈し，軟かく湿潤

C' lF寺 :J:j((二1:，賞制色を呈しF やや竪i使

ダケカンパ林
。

、).

治岸防霧林の林地としてグケカンパ林l主最も代表的なものである。世2l等WJの 1~~~風方向に21'-行

した尾根の風向林の典型的な森林'11引11は岐にアイカップの例(I. a) (186 YD で と

とでは月i"/I:会・HJJÎが浪与別別の常J!l\t と 11'-17 しない!回"tN(Î~けよにCIl .c) をとり， またチンペ東方の介

地にゐいて P あまり苦しい風簡を受けないととろ( II . c1)をとった。

cn .cj :，~~状区 チンペ東方台地ダケカンベ ミズナラ林

本帯状区は出有本1;1手岸事業区 13 林班「ろ」ノj 、mにあり， ダケカンパを主とし， ミズナラを

出やる広葉位J林で， E木が若干択伐されp 林!示ははなはだしく過放牧の影響を交けている。林

内全体ではシグの被!立 3 であり， シダ'hfi としてはシラネワラピが多く F クサソテツタ ヒメ、シ

ダタ ヤマドリゼンマイ， メシダカまある。 0~15mlilJはととに過放牧の);~枠を受けて~..り， 10m

からは樹ii怯.!J.任者が多くなってくる。ただしアイヌミヤコザサの分市からみて， !洋法型はもとダ

ケカンパーミズナラ アイヌミヤコザサ込匂洋議であったものが，放牧のが;県かかるシダ知の多

い，雑草も出入した乱雑な !l手薄になったものと考察する。本帯状区の林木配世を図示すれば 2fÇ

17 図， 林木配分・を去示すれば第 38 夫，第 39 夫p 林!末村[物の被!主を去示すれば第 40 去の

ごとくである。

第 38 表 crr. cJ 帯状区胸高直径階別配分表 (cm) 

瓦瓦Fヂ竺…6~1811川一一i-…ト6~ぉi38~4山村 計

ダケカンノミ (B) 5 

ズ ナ ラ (Q) 2 7 

セ y ノ キ (K)

計‘ 13 
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竺 I 9~10 1O~11 11=12 1 12~~1~14 1- 王
2 2 1 5 

1!312!-17  

3 4 1 13 
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1 3 

一一 一樹高階|
一塑-璽一一 | 
タケカン | 

スナラ!
センノキ

-E l  

古口 m

チンベ東方台地ダケカンパ ミズナラ林Ut. cJ 帯状区第 17 図

(II. cJ 帯状区林床植物被度一覧表
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十

+ + • L 

+

1

+

 

」→

+ 

ー

+
l

ヒメプヨウイチプ

ささコウ-1:-リ

メシダ

オニヅノレウメモドキ

-l-

十

+ 十

• 

十

十

+
+
十

一「

+
3
l

十

カラフト〆イコンソウ

ヤマドリゼ、シマイ

タツノヒゲ

ハクモウイノデ

イフe キヌカボ

オシダ

キンミズヒキ



1詰玄主乏竺L斗(山 lh(川円5~1川叶~引叩lω10 1刊|卜IO~山川川l白悶叩5風!
アキカラマツ! | l ト; - : + !一-一 1 一一|
シラネワラピ --1-:- 2 一 I - ; - 4 

キヲネガヤ |-i-|-i 十 J ー|十|十+
グルマム Jゲラ 1-1 ー|ー|十|← 1-1 十+

マイズルゾウ|ー|ー|ー|十|十

タニスゲ|ー|ー|ー I + 
ミヤマガシクピソウ

ェゾホザキナナカマド

クルマパヲグバネソウ

ゴウモリ

アキノキリンゾウ

グサソテヅ

ヤマカモジグザ

チシマアザ

ヅボウフウ

エゾスグリ

ツパ

エヅシモヅケソウ

ナガジラ

ヤマキ Y ネノボタン

チョウセシプミシ

ヤマエシレイソウ

ホガエリガヤ

。

+ 

+ 

+ 

2 

+ 

+ 

十

l 二二|

+ 

寸一

3
1

十
十
十

1
7
+

第 64 号

+ 

+ 

ー
十

2

+
十
十

林業試験場祈究報告214 ー

二"-

cn .c) 帯状区の土曜

25m C II .c) 

F)晋 ミズナラの落葉が*[lIJ，-となって堆積する有成物lí:r

5.5 cm , ir(l土， .~r~初色を呈しタ竪く p 湿;1可A)音

3.0cm，欠制色を呈し，組震にしてìl'.!j火山友清

15.0 cm , i ,fl:f:, f:JiH品色を呈しp 軟かく p 判A'居

19.0 cm , iiÚ:_~I:，赤梢色を呈し p 軟B' ]否

t直二L 寅初色を呈し，堅硯にして湿潤C' 居

鯨浜東方子?拍ダケカンパ林cn .d) 帯状区 (45x5) m2 

財(浜の*北)j約 L5km，稜根から海J i-:の断tfi上にかけて p 高距 40~60m にわたり緩やかな

との林i土辺有林厚岸事業斜面がるり，その東端に地物棋をflit く風間型のダケカンパ林がある。

区「に」小川:に属しy 東側は南向するノj、択をなしてたり，ダケカンパ林の背後のやや平坦な稜

との拙物棋を措くダケカンパ林のr[1夫を通って p上には樹高 10m 前後のトドマツ林がある。

ミアご

ナラとケヤマハンノキを混じ，ノj、量のナナカマ r を生じている。林氏v-c.は'"'tÍLrfJが最も多いが，

本帯状区を1[ 1心として林木をみると p ダケカンパが優勢で pcll _d) 帯状区を設定した。
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放牧の影科jiで減少しp 被度は平均 1 に法せや， 1三食，r'I'[が繁茂している。ヱゾクサイチゴ，キン

ミズヒキ，ノブキ p オオダイコンゾウ，チシマヤマブキショウマの分布の広いのはその一例で

ある。諜木としてはェゾニワトコが最も多い。オ三d市状区の林木配置を図示すれば第 18 図 P 林

木配分を表示すれば抗 41 表，第 42 表，林j材II(物の被度を去示すれば第 43 去のごとくであ

る。

第 18 図 CII .d) 帯状区符浜東方台地ダケカンバ林

第 41 表 CII.dJ 帯状区胸高直径階別配分表 (cm) 

一一一一胸高直径階 18~10112~141い 16 16~18 18~2020~22恥3山~中日仰~出 計樹種一一ー 1 U -'U  1 

ダ、ケカンバ (B) 2 1 1 I - 3 ー 1 I 9 

ケヤマハンノキ (Al) I - 1 2 I - 2 (1) 一 一 一 I 5 (1) 

さズナラ (Q) 2 1 - 2 1 6 

トドマヅ (Ab) 1 1 一 i 2 

計 i212151 112!6(l)i 111l|1122(l)  

第 42 表 CII .dJ 帯状区樹高階別配分表 (m) 

正面旦戸!日|い5 5~6 I 6~7 I 7~8 I 8~9 I 9~10 1 lO~lJ Ill~J21 計
ダケカンハ

ケヤマハンノキ

きズ司ナラ 2 

トドマヅ

計 1 2 

ワ フ

2 2 

2 3 9 

つ 3 (J) 5 (J) 

2 6 

2 

3 3 5 3 (J) 11 22 (1) 
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区分 (m) I O~5 15~10IIO~ 15I 15~20 120~25 125 加十 30~35 I 35~40 I 40~45 植物名一一一一一一 1 U~J 1 J~ lU l~1 ，，! 1J~ I ~U<，，:O I ~:O~jU i jU~j:O I j :O~4U I 

キンミズヒキ l+!+!l i | l i-|- I|  l 
オオプキ|十 1 I 1 2 + 
オオダイコンソウ+ :ー|十+ + 2 

チシマヤマプキショウマ i + 2 ー I - I 2 

オウバコ|十 I - I + I 十|ー

シロツメグサ 1 I 十|ー

ヤマヌカボ

ェグウヲボグサ

ヒメイ

アイヌタチツボスミレ

オオウシ f ケグサ

ェゾグサイチプ

アイ 1 ミヤコザサ

ナガノ、グサ

チシマアザき

アイヌキンポウグ

クルマユリ

メシダP

ノレバトウキ

オガマギグ

ゾタカラコウ

ロワレモコウ

マイズルソウ

ミきコウモリ

ノプキ

イワノガリヤス

ウラゲョプスマソウ

イプキヌカボ

シラネワラピ

ウマノミツバ

ッタウノレシ

ヒメゴヨウイチプ

タツノヒグ

キツリフネ

ナガジラミ

ェゾイラクサ

ェゾニワトコ(1.3m) 

ヒプクサ

ェゾボウフウ

ヤマキツネノボタン

オシダ

ミヤマワラピ

一「

l 

2 

十

+ 
2 

(H .dJ 情状区林床j:荷物被度一覧表

十

←γ 

, 

十

十

2 

ー
+
+

1

1

2

 

3 

|¥I 111l+ 

+ 

-+ 

十
l
+
+

十

十

2
+

「

+ 

←「

2

+

l

l

 

十
l
十
+
+

+ 

2 

+ 

T 

十

+ 

十

十
十
十
十
+
2
+

十
十
十
l
ト
十
十
十
十

第 43 表

ーマ

シ

シ

二乙



c n .dJ 帯状区の士壊

cn .dJ 20m 

防霧林の植生 (舘脇・中野・山本)

FI母 ミズナラの落葉が細片となって士flõHtする有機物j菅

AJ斥 6.0cm，埴土p 茶褐色を呈し，やや竪剖

火山次)仔 5.0 cm，友褐色を呈しp 粗露

A' i母 15.0cm，埴土，黒褐色を呈し，やや竪硬

B' )母 9.0cm，埴土y 赤招色を呈し，堅艇にして潤

C' J1母 JjíC:[:， }I{摘色を呈し堅田にして;1句

C II .eJ 観定地鯨浜東方台地

217-

鯨浜東方の台地上に，内陸に向い上井する描物紘を描いているダケカンベ林が，それぞれ三

角錐を植にしたような形をなし 4 列ばかり平行して並んで、いるととろがある。との林地の東南

方，同じ台地上沢間近くにミズナラの疎林(ll . fJ がある。設林のミズナラのt::tJ高は 4~lO11l，

胸高直径は1O~20cm である。ーたにそのミズナラ林とダ、ケカンパ林の111 1， また 4 列をなし

たダケカンパ林の liiJには，それぞれ外洋に対し出状をなして細いダケカンパ林がp 海岸線とや

や直角にある。東-1':1の方向を軸にして観察すると p とれらダケカンパはまったくコンパクトな

mass 状をなし平原に突入しようとしているのである。次にダケカンパ林の 4 列をみる。

第四図 Cll. eJ 観察地の森林分布

A 位置図 B 材占i概図 C 林地の縦断面 @ 林地



第 64 号林業試験場研究報告~218 ー

ダケカンパ林の i作活起点はトドマツで， 3 二本は飢<1会t'l:， 4 木目は椛松型を呈している。

グケカンパ林の前記知主主日である。11 

その l洋落の起lJ.'こはトドマりがある。ダケカンパがìjj好日してゆく。111 

そのIi下落の起ぶにはヱゾノコリンゴがある。ダケカンパが湖南してゆく。1V 

(第2また写買をもって林十I1 を示してゐくとの林地を図示すると節目図のごとくであり，

図版)。

鯨1J<;.東方台地ミズナラ林C H • fJ 帯状I芸 (30x5) ;11" 

その林木配位を図示すれば第本帯状区は C II .eJ 観祭I也のユ;廷で記述したミズナラ林である。

20 図 p 林木配分を表示すれば第 44 夫， tr~ 45 去，林山村〔物の被l主を炎示すれば第 46 去のご

とくである。

[11.0 桔状区第 20 図

(cm) 

計-

0

4

3

 

17 

帯状区胸高直径階別配分表CII .fj 第 44 表

I I…6~刊山ベ~叫刊叶l悶ベ8イ|卜18~山山2却…O

I 2 I 4 1 1 I 1 I 2 5 
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(l[.fJ帯状区樹高惜別配分表

一----------_ ~封高階 A _ C:: c:: ~ .-::. 樹種\一一一=--.1 4~5 5~6 6~7 7~8 8~9 計

きズナラ 541 一 一 10 

〆ケカンバ | ー 1 2 4 

トドマッ| ー 1 1 ー 1 3 

計 5 5 3 2 2 ¥ 17 

第 45 表

crr.f]帯状区林床植物彼度一覧表

5~10 1O~15 15~20 I 恥25 I 25~30 
2 3 1 

2 2 3 

l 十 i

十+十

十+

+
十

l

寸ー

寸

_j_ 

_j_ 

十

十

十

寸ー

4 

l

十

+
+
I

十

ー「

一
一γ

3
+

十

2 

十

十

。~5

2 

l
+

十

+
2

十

+
+
T

第 46 表

一一一一一 区分 (m) I 
楠物名 ーーー一一一一|

ミコウモリ l
オニヤマブ会キショウマ | 

キン守ズヒキ l

ナガハグサ

ェヅクサイチプ

ウラゲヨプスマソウ | 
カラフトダイコンゾウ ( 

ヤマカモジグサ!
ウマノミツバ l

オシダ l

F サーノス ミ レ

ツバフウロ

キ Y リフネ

オオバナエンレイゾウ

ヒ ゴ" ク ーサ

アイヌミヤコザサ

アキカラマヅ

ヅヨモギ

ウ 」一

十

一「

一了

ー

T 

T 

f 

J._ 

寸

シ

フー

オノ\ナウ

ノレバト ウ

ボスミ

オウギアヤ

キノキリンソ

ゾトリカフ。

ヌスミ

ゾタカラコ

リガネニンジン

ゾウツボグサ

ヅメ クーす

シモツケソウ

コ
キ
ド
キ

レ
メ
ウ
ト
レ
ウ

ヨノン

二工

シロ

ェグノ

エ
*
ケ
ノ
オ

二L

イ

二E

マ
ツ
ヒ
ア

ツ
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III 浜中村榊町海岸丘陵

1!~' Iド湾の湾入は市に議多イlffドJ斗を突tll させているがp との湯多;(jj/Iモ応の基部から浜Ij l湾の故

fiS1\官 4km を北 J.n乙距てて材iplll]"の l市主がある。との Ir.唆は 100m 以下であるが，議多イri宇品

が)判から市東にかけ外洋に位し， {好議の襲来方向に位位している。そのためとの附近は後多イfj

H:比較して海霧の回数も少なく， Z2度も Ij.iiい。

cm .aJ 帯状区 (80)(5) m2 1JÇ.rll湾西

北岸ミズナラ林

イ記者?状区は榊町の北方議多干jj道路の性H!1Il

(厄艇の走向と直角に霧多有ni雪を fi'j!てて N~

4km をへだて霧多千'[iI1Ilj!あり)に沿った最

も長い後線上，高距 40m よリド方に設定

した。

との林の外縁下部はチモシーをど主とする

4)(ヰ~}Jjfで， O.3~1. 5 m のヱゾヤマハギを

tïý:{!::.し，高さ 1~2m のミズナラを一位在

しp 若干のグケカンパy ヱゾノヤマネコヤ

ナギを混生している。木村三の林!ぷ村[物は過

111牧のため，アイヌミヤコザサが詳しく減

退し， 後にチモシーを粗放的 l乙播航した。

したがって林床植物の加納は多い。

頻度からみるとチモシ{が多く， ノブ

キ，アイヌミヤコザサP ツリカ、ネニンジン

がとれにつきでp クサイ，タユスヂタキンミ

議..VH
・.

第 21 図榔町僚準地位置図

ズヒキ p ノコギリソウ p ブウロソウ，ヒカゲ、スヂ，ナガハグサp ハマフウロ，シロツメクサ.

ヱゾミツ壬トソウなどが多い方である。とのなかに i'主過放牧の指{掛I![物や，不食IiZが大分はい

っている。

随 直径階 1311till-2111lull:JUJUJ 計
三 ::;lfI ~I ~ I ~I-~ I ~ I ~ I ~I ~ If i J171712 
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本有?状区のJ本木町世を図示すれば第 22 図 p 林木配分を夫示すれば第 47 去 p 第 48 夫，林

!相，{[物の被!立を炎示すれば第 49 去のごとくである。

一一アI-~三五二戸 5---6 !ム7 ;~81~~91~=~+~~1111弓

三千 I~I~口二]JJ-1117
計

m
 

[lIT. aJ 帯状区間高階別配分表第 48 表

区分 (m) 1015110115120 :25 1ω'35 40 145 !50 j55ω'65 :70 75 
1植物名 -τ|τ。1120125!τ。1 "35 1 コ。コ5it4τJτoI151τ。|τ5τo
-一一一一一 | 1 

'VI , ul I 
L., VI vVI VOJ "TV -r'-'! '-'vl '-''-'1 vVi vVi l v

1 

チモシ戸 2' 21 21 41 4! 414 4j 31 31 4 , 3 <-1-: 十
アイヌミヤコザサ 1 2 i 2 1 ー+ 1 1 十 '-i 11 1 一一 l 十 l 十 l

ツリガネニンジン ト - +十十 i ー lι ー l ト|十 !+l |+1 
ヒカダスグ l' 1 十|← i 一~ 1 1 十 (-1l 111i-i ー
マフウロ|ト |-|+i i-+i トー|十!-|-|ート j ← 1_1 ーー

オトゴヨモギ i + i ト l 十 一- +一一|ト|ー-，ー

エヅノヨロイグサ，+ -I-j 一|一|←，-十|ト
ブタバパギ+十 I-! 十十|ー| ー|ー

ゾイチプ， + I + 1 ー+ -1--: -i 
エゾヨモギ i 十 (-l-l+; 十一 1-- - _. 
ワ ラ ピ 1 十十 i 一一 |十 1-: 一一 l ー
ツルキジムシロ十 +1 一一 |ー|

ゾヤマハギ 2 ト-ー

エゾオウパコ+ー :-1 一一 l 十;ー
ミヅパヅチグリ l 十一 -;-1 一一|ー
ノ プ キー +i 一一 1 + I 1 1 

タニスグ l ー十!+ー+
キンミズヒキー +1 ー!十|十+

シロ γ メグサ 1- +1 一→|一|一|十
オニカサモチ十 1- ，ー|ー l ー

スズメノヒエ 十 1+1 ー

シラヤマギグ l 十 1 + 1 十
オニツルウメモドキ +ー

オトギリソゥ十| !ｭ
アキノキリンゾウ '-1 + -1 ー
チシマヤマプキショウマ i ー!十， -1-
ナガハグサ l ー!ー|十;十

ヤプマメ!一一|十

ヤマヌカボ 1-1-1+
トウパナ 1- ， -1+

エヅカワラマツバ I-I-i 十
オオダイゴシゾウ I-I-j 十

十
一
一

一
一
一一

一

「

。l[.a] 借状区林床植物被度一覧表第 49 表

ヱー

γ 

十
一
十
一
一
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l
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十
十
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一

l
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一
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十
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一
一
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一
一
十
一
+

一
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十
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十 l 一一
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一
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+
一
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一
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←
-
一
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一

2 1 1 

十 l 十

十
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十

十

寸ー

十

T 

二E
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------------_ 区分 (m) 1 0 1 5 110 115 !20 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 h 
植物名 - J 51 1O[ 15 1 判珂叫叫叫 451 叫珂叫阿川間 80

オオウシノケグサ-- i - +一一一一一一←ー←!
クサレダマ十 一 一 一 i ← l
マルパノサイコ +←←ー!ー

ギリソウー|一一 l 十|十ト+十十 T 十， T

フウロゾウ|ー 1- 十 l 十十 +1_ __Lー l l+l+ 
エヅミツモトソウ- - + + + + +I-i-! 

ツバー 1- - +ー ム|↓ i ム

オシ | +!l 十十 l 十ー l
ナグザ |!|-i+|-|ll+i i|+l+J| 一|ー

カヅメグサ|ー 1 ー|一一 '+1+ 一一 1- -1 一|ー 1-1 ー|一|一
ーサ イ i- - -1+ + +1 十 1 +十+! - :  + 

エヅウツボグザ i ー l ← , + 'ー十!十+ +一- l-;-
ヤマカモジグサ 1- - -，+十一|ー l 十一 一 1 ーー

マイズルゾウ 1-1-'- -I+! 十 -1 ー|ーー -I- ，--! -1 
ツバアウロ|ー 1- ー|十 一 j- - -1-- _:-I-j-I ー

ヤマ八ノ、コ!ー l ー l ー十|寸十一|十|ー l 十 l ーー

ェヅクサイチプ 一← i ー+十十一一一 l ー! + 1 ー

キツネガヤ l 一 一 +l-|--J ー←十一 l
ヤマキ γ ネノボタン 1-1 一一 1- -1-1- +I-! ー l 十 l ー l ー l

カワラボウフウ 1-1-'- -1-1 一十 l 一一一|一|一|

ツ パ :-1-1 ー l ー|一|一一+ + '-1-: ー|・+

アイヌキンポウゲ !-i l l-l-i- i+i l+! ー|
ヤマプ ドウ|ー， ，ー |ー|一一一 1+ -i 一一 -1

ウヅリナ i 一一 一 |-l l|+l-|-!|-| ー
キオン一一1一十 -1 ー|ー
グケカンバ(稚苗) -1- ー 1-1 ー l 一一一 i ー i + 1 + 1 
グサフジ一 一一一 一一

チシマアザミ ー←

ズナラ(稚苗)i--1 l -i | ← l ー l
プ グ サ|ー| 一一一一 1-1 一一 l ー l

オウパコト-~-I-:-I
ヤマスズメノヒエ|一一一一一一， --1 一一 l

、タザォ I-!_I 一一一一，-，

ナギメズカ: 1=1 二 i\ 二|二|二!二
キカラマヅ I-!-I-
Y ノ ヒゲー一一 l ←ー

ゴンゾウー|ー

キヅリフネ一一一

イワノガリヤス|←( i-

十

一
一
一
一

一
一
一
卜
一
一

一
一
一

十
十
十
+
十

一
一
一
一

一
一
一

一
+
一

十+

ー」

十|ー|十
+ 1 十
+:ー|一

一一 ! T | -
l ;-l-| 一十!一

十

(舘脇・中野・山本)

二 l 二二
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一
一

一
一
一

一
一
一

防霧林の植生
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〔目 .a) 帯状区の土壊

25m 

ミズナラタ牧草の落~等が分解堆も'iずる有機物!昔

CIn .a) 

F 居



-224 林業試i験場研究報告第 64 号

A h'i- 24.0 cm , :fj{[ニ1:，話相色を呈しやや竪促

B 1¥:1- 19.0 cm , :lIL(出土， f貯赤N<J色を呈しp 堅 fiJli

C 股 :[I{I:壊:1: ， flj行定例色を呈しp 竪艇

結言

1. *I，I~皮の.liNJ査は)早岸IlfJ アイカップ1IIIjlから 1J1;rj '1:・Hri'lI Ilfj'に至る7.(千件に白 níìずる海岸線を選

び，参考としてi!î;.rjr+--]茶内の迅有林の千I{(~J三訓j査をした。

2. 上記の海岸線から台地にかけての航物灯J存は )~IL)}j( ，笹山，森林よりなり p 森林としては

ミヤマハンノキヰ木p ダケカンパ::l，*， ミズナラj本があり， n寺には;íW'\S樹を i比じてゐ 1) ， filí分・的に

トドマツ林がある。とのうち主としてダケカンパ林をイrJf究しP ミヤマハンノキ林p ミズナラ林

をも制査しp 茶内のむ千f林にゐいてはトドマツーエゾマツ林タオンコ林に触れた。なむ観察さ

れたものにトドマツ材らダケカンパートドマツ林がある。

3. 外洋に山凶[する悲林としてはミヤマハンノキ林タダケカンパ林タ ミズナラ林があり，と

のうち外作l亡関する凶ìlcl\H られているのはミヤマハンノキ林である。道東地区 ).(-'1'-1手闘の海14去

にミヤマハンノキ林の出現するのは係正湯の)ÏJ得で、ある。との林l土大なるI白HHを rli めや p 内陸fili

iこははいっていない。

4. オンコ林のイfú::は ilIi.i* ， 湿度p 地I1ヨに特徴づけられる興味深いものである。

5. 外洋に耐する地の内陸l乙対する漸iÊj型 l土地形またはとれをめぐる林況で一様でない。し

かし一雄にハイパアボラーの型をとっている。そして北内または北に [rí] うなだらかな許fúìの 1-.

向純が故もゆるやかである。

6. 防~~'E林平iF風Hü上也の約一J型は高 1 ]J 'iWの樹型によくまJi似している。

7. 樹型からみると，特徴あるものとして p 上幹伏臥型， JJlf臥型， ?~Î.白 '~í~型， 下方分校型，

浅*~~2がある。 J:-.j:~~f)\:臥主'!や横臥主'!のものは，タ卜洋同 i乙対し故前線iと近くあらわれp 多くの場

合恥側Ict!:iJkなしニ!ヒまたは北西 i亡校日'li している場合が多い。そして北風と 1m風の影特はあま

り交けていない。とれはとの地帯一般として北に森林を背負っている関係もある。

8. 風倒固にあたりその影響を受けて樹高 10 m IC)主しえない林地を仮に前総帯と名づける

なら p との距離は思った上りも短い。ただし地形により林がとぎれとぎれになると相当の長

さになる。とれはチンベの東部台地にその好例がある。

9. 台地上に必ける森林内の樹は大なるものになると樹高 18m くらいに友るが， 20m を

越すものは稀である。 そして特殊樹型のところで述べたような樹を往々その林中に存在させ

る。

10. 台地を越えたすなわち，稜棋を越えて背後になると主弘報同広葉樹もその樹高成長

を増大してくる。
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11. 北街道東部にゐいて，外洋に面せるととろと商しないととろとの樹木成長の比は，道

有林[享岸事業区北ノ沢附近でよく観察できる。

12. 海岸紘から 4km 距たった道有林厚岸事業区内針広混交林に去けるトF"マツの生長を

みると p 道[4一般の針葉樹林のそれに比しp 直径に対し，樹高が低い。

13. 調査した地}jの林床植生と草原航生はいたるととろ放牧の影響を受けている。

14. 木地域のこと壊はん部分が埴土から構成されている。 な会，茶内北ノ沢道有林にさまいて

は部分的にij[C域止の分布するのを認める。また，表府下にうすい火山;欠IrJfが凶たわる地域のあ

るととが認められた。

15. 木地域のこL唆型を固有林野土;壌訓査のj二壊型によって分類すれば Bß~B])' に分ける

ととができ， そのうち大部分が Bc ならぴに B [J， 会よぴ、とれらの亜型から 11î められている

ようである。

a. C J. A] 方形区 b. [I .BJ 方形区

c. CI.心情状区

第 1 図版 アイカップ岬ダケカンバ林
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a. (1[. e J 観察地 ダケカンバÝ;}J令林 c. (H. e J 観察地 i 列

b. CII. 巴〕観察地 i i 列 d. C lI. f J 観察地ダケカンパ林とトド、マヅ

第 2 図版 Cn.e.fJ帯状区鯨浜東方台地

a. トドマツ林鯨浜F付 近

b. 〆ケカンパ林チンペ~鯨浜 c. ダケカンパとトドマッ チンペ東方台地

第 3 図版 チンベ~鯨浜間の樹林
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a. (H.cJ 帯状区 ダ、ケカンバーミズナラ材、 c. 北ノ沢のオンコ1ヰ

b. (江 .dJ 市状区 ダケカンバ林 d. 北ノ沢のトドマ γ林

第4 図版 広葉樹林

R駸um� 

A research of forest.ecology was undertaken in the vicinity of Akkeshi , 
Kushiro sub-Pref. The forests selected for the present study were compoEed of 

Alnus maximowiczii, Betula ernzani and Querclts crisρula. The research 

included also the mixed (Abies sachalinensis-Betula ermani) and the pure 
SaghaIien fir-and the yew (Taxus cusρidata var. latifolia) -forests. The 

localities of the experimental area are as follows:ー
1) Birch forests in the experimental area of the climatology , Aikkappu, 

Akkeshi. 

2) Broad leaved forests on the coastal terrace developed between Akkeshi 
and Kiritappu. 

3) Oak forests on the hill-side along the seaせlore: Sakakimachi, Hamanaka. 
4) Birch forests: Is1. Daikokujima. 
5) Needle forests: Chanai , prefectural gove口町lent forest. 
The belt-transect method was employed mainly to obtain data for 

phytosociological analysis and vertical construction of soils. 
The forms of trees in the district inf1uenced by sea-fog c10sely resemble 

that in the Alpine belts. The horizontal-Iying upper stem , the creeping stem , 
the unbranched short main stem, branching in the Iower pOl tion of the stem and 
the shal10w umbrella寸laped crown, represent the charcteristic forms. 

According to the c1assification of soil survey of the national forests the soil 

concerned consists mainly of Bn~BD types. 



海霧地帯の森林の実態とその構成と

成長について

Zenki MA'l'sl'r: The stand-composition and growth of forests in 

foggy districts. 

松 井 善 ぷ
尚喜

まえがき

弘正霧の襲来する却111央地方の波状I1ヨないし段 'í:状の広い丹江盟rは主るととろ樹林にた沿われ， ls

や午が林JnH亡放牧されている。とれらの樹林はグケカンパを主とする二次林， ミズナラを主と

する二次;J'~，ヤチハンノキまたはケヤマハンノキを主とする二次林，ゐよびとれらの i品交林に

大))1) され， JI~部(i句にはミズナラ・ダケカンパの老令天然林が介在して !ljf始の市15診を似ぱしめ

る。しかし相栽林の比較的少ないのは開拓後日が浅いのと海蒜地帯の産業が家者の放牧経営が

主休で p 匙林への)~慾も乏ししかっ ζ鉱業がJ反わないので，一粒良家l乃木村乃了:~~!~や-I1j l1r)} に

対ーする関心も fj!iかったためであろう。海子長地，目?にも JJj部(1'，j には熱'L.、な農家の布r(えた尾1財本や主1j:

I也防風林をみるととができ，また先覚 Jfの杭えた人工林としては川j当引の十条製紙社有林があ

げられp また|功持の幹線をなす国有1;右風林や鉄泣防3林のなかには IJ({手11初年から 7 ・ 8 /'1三ごろ

にわたって航えたカラマツ・トドマツの十1[[栽材効fあり p とれらは ~f記号土w:.Wの人工;f*がいかなる

成長を辿るかを示唆している。?海ι仇与涙努引t地也司帯Fは 1吹i主:

当り 2却O~4甜Oha の広さのものが多いのでで、 P 出i現地は縦横に防議;f*V'コ JI[をめぐらし， {Iぜi~;'r.:I:也や北

[i'îÎなどは人工林・坊決官lî材、ないし放牧地を1たねたilt牧林とし，るわせて防孫機能を発却させる

なと、農・斉・林の融不11 した一環経営が泊当と，Uわれる。

防'易機能という点からみれば二火林の構成も千川町内に複雑とな0て，とれを: i!lリ制学的に解析

するため林分をプロットに分けて立木!JEの変移'11]: を検するとともに森林の高さや:廷の陥iT1'fから

防霧指数の推定を試みた。つぎに海霧地帯のカパ休とヤチハンノキ林の実態を調査して牧穫予

想去を算IH し，一方カラマツ・トドマツ植栽林の成績を調杢して，これの収穫予!Jl去を算定し

て，植生野lの冷illp 多i巴 日射不足な海霧地帯の林業の経営価値と土地利用区分の資料とし

Tこ。

本調査にあたり御指導をいただいた林支場長・三島経営部長・原 [Ti 博士 p 調査を共にした篠

原久夫ならびに釧路試験地p 毛利・高橋・佐々木・川崎の諸君に深謝の意を去する。

*林業試験場札幌支場経営部長


